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第６期中期目標 

第１ 中期目標の期間 

第６期中期目標の期間は、令和２年４月１日から令和５年３月３１日までの３年間とする。 

第６期中期計画 

第１ 中期計画の期間 

第６期中期計画の期間は、令和２年４月１日から令和５年３月３１日までの３年間とする。 

令和２年度 
計画 

令和３年度 
計画 

令和４年度 
計画 

令和２年４月１日から令和３年３

月31日までの１年間とする。 

令和３年４月１日から令和４年３

月３１日までの１年間とする。 

令和４年４月１日から令和５年３

月31日までの１年間とする。 
 

 

第６期中期目標 

第２ 住民に対して提供するサービス及びその他の業務の質の向上に関する事項 

１ 地域で担うべき医療の提供 

（１）地域の実情に応じた医療の提供 

佐世保北部地域等における人口の減少傾向や著しい高齢化及び疾病構造や地域医療の変化を踏まえ、地域住

民のニーズに沿って安定した適切な入院・外来の医療を提供するとともに、体制の維持と必要とする医師の確保に努め

つつ、安全で安心な質の高い医療を提供すること。 

第６期中期計画 

第２ 住民に対して提供するサービス及びその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためとるべき措置 

１ 地域で担うべき医療の提供 

（１）地域の実情に応じた医療の提供 

佐世保北部地域等の住民の高齢化や地域の診療所などの医療機関の減少に対応するために、医師の確保に努め

るなど、必要とされる入院・外来機能を維持し、地域住民に安定した医療の提供を続ける。 

また、糖尿病内科、整形外科、脳神経外科、神経内科の慢性疾患は非常勤医で対応していく。さらに、地域に必

要な診療科等の新設に可能な限り取り組む。 

令和２年度 
計画 

令和３年度 
計画 

令和４年度 
計画 

１ 地域で担うべき医療の提供 
（１）地域の実情に応じた医療の
提供 

内科医８名の常勤医と外科医１
名の常勤医で、入院・外来機能をこ
れまでと同じように保持し、地域住民
に安定した医療の提供を続ける。 

また、糖尿病内科、整形外科、脳
神経外科、神経内科の慢性疾患は
非常勤医で対応していく。 

さらに、地域に必要な診療科等の
新設に取り組む。 

１ 地域で担うべき医療の提供 
（１）地域の実情に応じた医療の
提供 

内科医９名の常勤医で、入院・
外来機能をこれまでと同じように保持
し、地域住民に安定した医療の提供
を続ける。 

また、糖尿病内科、脳神経内科、
外科、整形外科、脳神経外科の慢
性疾患は非常勤医で対応していく。 

さらに、地域に必要な診療科等の
新設に取り組む。 

１ 地域で担うべき医療の提供 
（１）地域の実情に応じた医療の
提供 

内科医９名の常勤医で、入院・
外来機能をこれまでと同じように保持
し、地域住民に安定した医療の提供
を続ける。  

また、糖尿病内科、脳神経内科、
外科、整形外科、脳神経外科の慢
性疾患は非常勤医で対応していく。 

さらに、地域に必要な診療科等の
新設に取り組む。 

実 績 
自己評価 【 Ｃ 】 

実 績 
自己評価 【 Ｃ 】 

見 込 
自己評価 【 Ｃ 】 

内科医８名の常勤医と外科医１
名の常勤医で、入院、外来機能を維
持し、安定した医療を提供することが
できた。糖尿病内科、整形外科、脳
神経外科及び神経内科の慢性疾患
は非常勤医にて診療を行った。（令

今年度もコロナ禍ではあったが内科
医９名の常勤医で、入院、外来機
能を維持し、安定した医療を提供す
ることができた。糖尿病内科、脳神経
内科、外科、整形外科、脳神経外
科の慢性疾患は非常勤医にて診療

内科医９名の常勤医で、入院、
外来機能を維持し、安定した医療を
提供している。糖尿病内科、脳神経
内科、外科、整形外科、脳神経外
科の慢性疾患は非常勤医にて診療
を行っている。また、地域に必要な診
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和２年度医師充足率79.3％） を行った。また、コロナ禍で地域に必
要な診療科等の新設には取り組むこ
とができなかった。 

（令和３年度医師充足率93.5％） 

療科等の新設は現状では取り組めな
い見込みである。 

医師充足率については前年度並
みの見込みである。 

実 績 
評価者評価【 Ｃ 】 

実 績 
評価者評価【 C 】 

見 込 
評価者評価【 C 】 

令和２年度も引き続き計画通りの
医師を確保し、北松中央病院の使
命である佐世保北部地域に必要とさ
れる入院・外来機能を維持することが
できた。一方で、患者数は入院、外
来ともに対前年度で大きく減少し、目
標を大きく下回っている。この主な要
因については、新型コロナウイルス感
染症の発生に伴う入院制限や長期
処方、患者の受診控えによるもので
ある。また、患者の約1割は松浦市か
らの受診であることから、令和２年11
月から松浦市に開院した松浦中央
病院（許可病床数６７床(内訳：
一般病床４７・地域包括ケア病床
２０)診療科11）の影響について
も、今後注視していく必要がある。 

患者数は減少したものの診療単価
は入院外来ともに上昇している。入
院については、新型コロナウイルス感
染症に関連した患者受け入れにより
増加したとみられるほか、外来につい
ては職員及び委託業者に対して実施
した新型コロナウイルス感染症の検査
収入により増加したものと分析されて
いる。なお、指標にはないが、医師の
充足率については、79.3％（昨年
度76.7％）とほぼ前年度並みの結
果であった。令和２年度は患者数な
どの成果指標が目標を大きく下回り、
Ｄ評価が適当と考えられるものの、こ
れは、新型コロナウイルス感染症に大
きな影響を受けたことによるものと見て
Ｃ評価とする。 

R3年度もコロナ禍であったが、引き
続き計画通りの医師を確保し、内科
医9名の常勤医で、入院・外来機能
を維持し安定した医療を提供すること
が出来た。一方で患者数は、入院・
外来ともに対前年度で減少し（入院
△26%、外来△4%）、目標を下
回っている。この主な要因については、
新型コロナウイルス感染症の継続的
発生に伴う入院制限や長期処方、
患者の受診控えによるものである。ま
た、患者の約1割は松浦市からの受
診であることから、松浦中央病院の影
響 も あ る と 思 わ れ る 。 透 析 件 数
1,116件の減少は松浦中央病院の
影響である。 

患者数は減少したものの、診療単
価は入院・外来ともに上昇している
（入院5%、外来2%）。入院につ
いては、新型コロナウイルス感染症に
関連した患者受け入れにより上昇し
たとみられるほか、外来については職
員及び委託業者に対して実施した新
型コロナウイルス感染症の検査収入
により上昇したものと分析されている。
なお、医師の充足率については指標
に は な い が 、 93.5% （ R2 年 度
79.3%）と大幅に改善している。糖
尿病内科、脳神経内科、外科、整
形外科、脳神経外科の慢性疾患は
非常勤医師にて診療を行った。また、
コロナ禍で地域に必要な診療科等の
新設には取り組むことができなかった。 

令和3年度は患者数などの成果
指標が目標を大きく下回り、指標だけ
見ればD評価が適当と考えられるもの
の、これは、新型コロナウイルス感染
症に大きな影響を受けたことによるも
のとみてC評価とする。 

数値項目については、R4年度は
延べ入院患者数、延べ外来患者数
ともに目標値を引き下げ、見込み値
がR3年度実績値を上回る計画として
いる。これは、患者数が全地域で減
少しているほか、松浦中央病院の影
響があるとみたものである。 

また、入院診療単価、外来診療
単価ともにR4年度はR3年度よりも
高い目標値を掲げているが、見込み
値はいずれもR3年度実績値を下回
っている。これはR2,R3年度は診療
単価の中に、職員の新型コロナウイル
ス感染症の検査収入を含んでいるた
めである。 

さらに、病床利用率のR4年度目
標値は、R3年度から引き下げられて
いる一方、見込み値はR3年度から
R4年度は引き上げられており、コロナ
ウイルスの影響を反映している。平均
在院日数はR3年度、R4年度ともに
19日であり、R3年度には16.3日と
R2年度の18.4日から短縮したが、
R4年度は17.0日と、やや長期化し
ている。 

次にR4年度の医療提供体制につ
いては、内科医９名の常勤医で、入
院、外来機能を維持し、安定した医
療を提供している。糖尿病内科、脳
神経内科、外科、整形外科、脳神
経外科の慢性疾患は非常勤医にて
診療を行っている。また、地域に必要
な診療科等の新設は、コロナウイルス
の影響から、現状では取り組めない
見込みである。 

新型コロナウイルス感染症の影響
を受けているが、医療提供体制の確
保に最大限の努力をしており、C評価
とする。 

 

診療事業の主要指標 
令和２年度 令和３年度 令和４年度 中期計画 

４年度 

目標値② 

目標値差 

①-② 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 見込値① 

延入院患者数（人） 39,000 30,616 33,100 22,634 29,200 28,600 39,000 ▲10,400 

入院診療単価（円） 32,300 33,663 32,950 35,346 33,300 33,000 32,500 500 

延外来患者数（人） 61,000 55,607 57,700 53,611 53,460 53,700 62,000 ▲8,300 

外来診療単価（円） 15,800 17,209 16,260 17,535 17,300 16,900 15,800 1,100 

病床利用率（％） 74.2 58.2 63.0 43.1 55.6 54.4 74.2 ▲19.8 

平均在院日数（日） 19.0 18.4 19.0 16.3 19.0 17.0 19.0 ▲2.0 
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法人の総評 【 C 】 

令和３年度からは内科医９名の常勤医で入院・外来機能を保持し、地域住民に安定した医療の提供を続けること
ができている。また、糖尿病内科、脳神経内科、外科、整形外科、脳神経外科の慢性疾患は非常勤医にて診療を行
えている。また、コロナ禍で地域に必要な診療科等の新設には取り組むことができていない。中期目標期間中の患者数
については、新型コロナウイルス感染症のなか入院患者制限、外来長期処方などで減少し、病床利用率にも影響があ
り、診療報酬収益の大幅な減少になっている。平均在院日数については、入院基本料（急性期一般入院料6）の範
囲内で保っている。 

評価者の総評 【 C 】 

令和３年度からは内科医９名の常勤医で入院・外来機能を保持し、地域住民に安定した医療の提供を続けること
ができている。また、糖尿病内科、脳神経内科、外科、整形外科、脳神経外科の慢性疾患は非常勤医にて診療を行
えている。また、コロナ禍で地域に必要な診療科等の新設には取り組むことができていない。中期目標期間中の患者数
については、新型コロナウイルス感染症のなか入院患者制限、外来長期処方などで減少し、病床利用率にも影響があ
り、診療報酬収益の大幅な減少になっている。ただし、延べ入院患者数、病床利用率は、R4年度からはR3年度より
増加・回復する見込みである。平均在院日数については、入院基本料（急性期一般入院料6）10対１看護基準
の範囲内で保っている。これらの点から、指標だけ見ればD評価であるものの、新型コロナウイルス感染症の影響もあるこ
とから、C評価とする。 
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第６期中期目標 

第２ 住民に対して提供するサービス及びその他の業務の質の向上に関する事項 

１ 地域で担うべき医療の提供 

(２) 高度・専門医療 

各診療科においては、それぞれが高度で専門的な医療を継続するために、学会や講演会等を受講し、質の向上に

努めるとともに、高度医療の実践に必要な医療機器の更新や整備を計画的に行うなど、佐世保北部地域等における

他の医療機関では担うことが困難な高度・専門医療を提供すること。 

第６期中期計画 

第２ 住民に対して提供するサービス及びその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためとるべき措置 

１ 地域で担うべき医療の提供 

(２) 高度・専門医療 

呼吸器内科、循環器内科、消化器内科、腎臓内科、外科医がそれぞれ高度な専門的医療を継続するために、学

会や講演会などに参加し研修を行うとともに高度医療の実践に必要な医療機器の更新や整備を行い、医療スタッフを

含めた病院全体のスキルアップを図る。 

【呼吸器内科】 

佐世保北部地域等において、呼吸器の専門医を擁する唯一の医療機関として、その指導のもと、死因の上位を占め

る肺炎やがんの中で死亡率の高い肺がんの診断・治療を中心に診療を行う。 

【循環器内科】 

佐世保北部地域等における唯一の心臓カテーテル検査・治療ができる施設として、循環器専門医の指導のもと虚血

性心疾患の診断・治療を中心に、高血圧や不整脈など循環器疾患の診療を行う。 

【消化器内科】 

佐世保北部地域等において、消化器内科医、内視鏡医を擁する唯一の医療機関として、緊急の消化管出血の診

断・治療にあたるとともに、肝炎や消化器がんの診断・治療を行う。 

【腎臓内科】 

佐世保北部地域等において、腎臓内科医を擁する唯一の医療機関として、保存期腎不全患者の教育、治療を行

い、また、患者が増え続ける地域の透析医療を支える。 

【外科】 

外科医と消化器内科医は協力して消化器疾患の診断・治療にあたる。 

令和２年度 
計画 

令和３年度 
計画 

令和４年度 
計画 

１ 地域で担うべき医療の提供 
(２) 高度・専門医療 

呼吸器内科、循環器内科、消化
器内科、腎臓内科、外科医がそれぞ
れ高度な専門的医療を継続するため
に、学会や講演会などに参加し研修
を行うとともに高度医療の実践に必要
な医療機器の更新や整備を行い、医
療スタッフを含めた病院全体のスキル
アップを図る。  
【呼吸器内科】 
佐世保北部地域等において、呼

吸器の専門医を擁する唯一の医療
機関として、その指導のもと、死因の
上位を占める肺炎やがんの中で死亡
率の高い肺がんの診断・治療を中心
に診療を行う。 

【循環器内科】 
佐世保北部地域等において唯一

の心臓カテーテル検査・治療ができる
施設として、循環器専門医の指導の

１ 地域で担うべき医療の提供 
(２) 高度・専門医療 

呼吸器内科、循環器内科、消化
器内科、腎臓内科がそれぞれ高度な
専門的医療を継続するために、学会
や講演会などに主にオンライン参加し
研修を行うとともに高度医療の実践に
必要な医療機器の更新や整備を行
い、医療スタッフを含めた病院全体の
スキルアップを図る。 
【呼吸器内科】 
佐世保北部地域等において、呼

吸器の専門医を擁する唯一の医療
機関として、その指導のもと、死因の
上位を占める肺炎やがんの中で死亡
率の高い肺がんの診断・治療を中心
に診療を行う。 

また、令和元年末から発生した新
型コロナウイルス感染症の診療、ワク
チン接種においても中心的役割を果
たす。 

１ 地域で担うべき医療の提供 
(２) 高度・専門医療 

呼吸器内科、循環器内科、消化
器内科、腎臓内科がそれぞれ高度な
専門的医療を継続するために、学会
や講演会などに主にオンライン参加し
研修を行うとともに高度医療の実践に
必要な医療機器の更新や整備を行
い、医療スタッフを含めた病院全体の
スキルアップを図る。 
【呼吸器内科】 
佐世保北部地域等において、呼

吸器の専門医を擁する医療機関とし
て、その指導のもと、死因の上位を占
める肺炎やがんの中で死亡率の高い
肺がんの診断・治療を中心に診療を
行う。 

また、令和元年末から発生した新
型コロナウイルス感染症の診療、ワク
チン接種においても中心的役割を果
たす。 
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もと虚血性心疾患の診断・治療を中
心に、高血圧や不整脈など循環器疾
患の診療を行う。 

【消化器内科】 
佐世保北部地域等において、消

化器内科医、内視鏡医を擁する唯
一の医療機関として、緊急の消化管
出血の診断・治療にあたるとともに、
肝炎の診断・治療や消化器がんの診
断・治療を行う。 

【腎臓内科】 
佐世保北部地域等において、腎

臓内科医を擁する唯一の医療機関
として、保存期腎不全患者の教育、
治療を行い、また、患者が増え続ける
地域の透析医療を支える。 

【外科】 
外科医と消化器内科医は協力して 

消化器疾患の診断・治療にあたる。 

【循環器内科】 
佐世保北部地域等で唯一の心臓

カテーテル検査・治療ができる施設と
して、循環器専門医の指導のもと虚
血性心疾患の診断・治療を中心に、
高血圧や不整脈など循環器疾患の
診療を行う。 
【消化器内科】 
佐世保北部地域等において、消

化器内科医、内視鏡医を擁する唯
一の医療機関として、緊急の消化管
出血の診断・治療にあたるとともに、
肝炎の診断・治療や消化器がんの診
断・治療を行う。 
【腎臓内科】 
佐世保北部地域等において、腎臓 

内科医を擁する唯一の医療機関とし 
て、保存期腎不全患者の教育、治療 
を行い、また、患者が増え続ける地域 
の透析医療を支える。 

【循環器内科】 
佐世保北部地域等において唯一

の心臓カテーテル検査・治療ができる
施設として、循環器専門医の指導の
もと虚血性心疾患の診断・治療を中
心に、高血圧や不整脈など循環器疾
患の診療を行う。 
【消化器内科】 
佐世保北部地域等において、消

化器内科医、内視鏡医を擁する医
療機関として、緊急の消化管出血の
診断・治療にあたるとともに、肝炎の
診断・治療や消化器がんの診断・治
療を行う。 
【腎臓内科】 
佐世保北部地域等において、腎臓 

内科医を擁する唯一の医療機関とし 
て、保存期腎不全患者の教育、治療 
を行い、また、患者が増え続ける地域 
の透析医療を支える。 

実 績 
自己評価 【 Ｃ 】 

実 績 
自己評価 【 Ｃ 】 

見 込 
自己評価 【 Ｃ 】 

今年度は新型コロナウイルスの影
響のためリモートであったが、高い医療
レベルを保つように、医師、医療スタッ
フの研修を今年度も継続して行った。
また専門医による透析医療の提供を
継続し、内視鏡検査および処置（内
視鏡粘膜剥離術、緊急止血術、緊
急胆道ドレナージ術を含む。）や心
臓カテーテル検査、治療も継続して
行った。 

今年度は新型コロナウイルスの影
響のためリモートであったが、高い医療
レベルを保つように、医師、医療スタッ
フの研修を今年度も継続して行った。
またコロナ禍で診療、検査など制限す
るなか専門医による透析医療の提供
を継続し、内視鏡検査および処置
（内視鏡粘膜剥離術、緊急止血
術 、 緊 急 胆 道 ド レ ナ ー ジ 術 を 含
む。）や心臓カテーテル検査、治療も
継続して行った。 

今年度の医師、医療スタッフの研
修についても、高い医療レベルを保つ
ためリモートにて継続して行っている。
また、専門医による透析医療の提
供、内視鏡検査および処置（内視
鏡粘膜剥離術、緊急止血術、緊急
胆道ドレナージ術を含む。）や心臓カ
テーテル検査、治療も継続して行って
いる。 

実 績 
評価者評価【 Ｃ 】 

実 績 
評価者評価【 C 】 

見 込 
評価者評価【 C 】 

指標にあるＭＲＩやＣＴなどの検査機
器の利用件数については、新型コロナウ
イルス感染症の影響でいずれも減少し
た。特に、 内視鏡検査は制限を行ったこ
となどから大きく減少している。また、透析
については松浦市から来ていた患者の一
部が 令和２年11月に開設された「松浦
中央病院」に移動したことなどによるもの
である。高度医療の質の向上のために計
画されていた研修や学会への参加につい
ては、新型コロナウイルス感染症の影響
により、webやリモートにより開催された。
主なものとしては、医師についてはリモート
で７つの学会に、また看護師について
は、153回のネット研修と８回のリモート
研修にそれぞれ参加している。本項目で
も、検査件数などの成果指標が目標や
前年度を大きく下回っており、Ｄ評価が
適当と判断するものの、これは、主に新
型コロナウイルス感染症に大きな影響を
受けたことによるものと見てＣ評価とす
る。 

数値項目のうち、CTや内視鏡検
査装置利用件数は増加したが、MRI
や血管造影検査装置などの装置の
利用件数は、新型コロナウイルス感染
症の影響でいずれも減少した。令和3
年度は新型コロナウイルス感染症の
影響のため研修などはリモートであった
が、高い医療レベルを保つように、医
師、医療スタッフの研修を継続して行
った（医師：R2年度10名→R3年
度20名、看護師：R2年度153回
→R3年度252回）。 

また、コロナ禍で診療、検査などを
制限するなか、透析医療の提供を継
続するととともに、内視鏡検査及び処
置（内視鏡粘膜剥離術、緊急止血
術 、 緊 急 胆 道 ド レ ナ ー ジ 術 を 含
む。）や心臓カテーテル検査、治療も
継続して行った。さらに、R3年度に高
度・専門医療の整備のため、移動型
X線高電圧発生装置、超音波画像
診断装置、DR撮影装置を導入し
た。 
本項目については、検査件数などの

数値項目について、MRI検査装置
利用件数、血管造影装置利用件
数、透析件数については、R3年度よ
りも目標値を引き下げるが、R3年度
の実績値を上回る見込み値となるよ
うに努力している。 

R4年度の医師、医療スタッフの研
修についても、高い医療レベルを保つ
ためリモートにて継続して行っている。
また、専門医による透析医療の提
供、内視鏡検査および処置（内視
鏡粘膜剥離術、緊急止血術、緊急
胆道ドレナージ術を含む。）や心臓カ
テーテル検査、治療も継続して行って
いる。 

研修については、コロナウイルスが収
束すれば、オンライン研修は重視しな
い方針である。また、新たな医療機器
として、R4年度にはデジタルX線TVシ
ステムを計画している。 

これらの点からC評価とする。 
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成果指標の一部が目標を下回ってお
り、指標だけ見ればD評価が適当と判
断するものの、新型コロナウイルス感染
症の影響を受けたことによるものであり、
また、高度医療機器の導入を行っている
ことから、C評価とする。 

 

医療機器等の使用件数 
令和２年度 令和３年度 令和４年度 中期計画 

４年度 

目標値② 

目標値差 

①-② 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 見込値① 

MRI 検査装置利用件数（件） 900 739 780 734 730 735 900 ▲165 

CT 装置利用件数（件） 3,700 3,445 3,400 3,559 3,600 3,600 3,800 ▲200 

血管造影装置利用件数（件） 180 129 150 39 90 95 180 ▲85 

内視鏡検査件数（件） 3,600 2,735 3,000 2,784 3,000 2,850 3,600 ▲750 

透析件数（件） 19,900 19,276 19,600 18,160 19,000 18,850 19,900 ▲1,050 

 

法人の総評 【 C 】 

中期目標期間中は新型コロナウイルス感染症の影響のためリモートであったが、高い医療レベルを保つように、医師、
医療スタッフの研修を継続して行った。また、コロナ禍で指標の件数が減少しているが、専門医による透析医療の提供を
継続し、内視鏡検査および処置（内視鏡粘膜剥離術、緊急止血術、緊急胆道ドレナージ術を含む。）や心臓カテー
テル検査、治療も継続して行った。 

評価者の総評 【 C 】 

呼吸器内科、循環器内科、消化器内科、腎臓内科、外科医がそれぞれ高度な専門的医療を継続するために、学
会や講演会などに参加し研修を行うとともに高度医療の実践に必要な医療機器の更新や整備を行い、医療スタッフを
含めた病院全体のスキルアップを図ってきている。 

中期目標期間中は新型コロナウイルス感染症の影響のためリモートであったが、高い医療レベルを保つように、医師、
医療スタッフの研修を継続して行った。また、コロナ禍で指標の件数が減少しているが、専門医による透析医療の提供を
継続し、内視鏡検査および処置（内視鏡粘膜剥離術、緊急止血術、緊急胆道ドレナージ術を含む。）や心臓カテー
テル検査、治療も継続して行った。さらに年度毎に、高度医療機器の導入をおこなって医療レベルの向上に取り組んで
いる。これらの点から、指標だけ見ればD評価であるものの、新型コロナウイルス感染症の影響もあることから、C評価とす
る。 
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第６期中期目標 

第２ 住民に対して提供するサービス及びその他の業務の質の向上に関する事項 

１ 地域で担うべき医療の提供 

(３)救急医療 

地域の医療機関ならびに救急隊との連携により、地域住民の生命を守るため、できる限りの救急搬送を受け入れ、

佐世保北部地域等はもとより佐世保県北医療圏内における初期・二次救急医療の提供に努めること。 

第６期中期計画 

第２ 住民に対して提供するサービス及びその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためとるべき措置 

１ 地域で担うべき医療の提供 

(３)救急医療 

地域住民の生命を守るため、内科・外科ともにできる限り多くの救急搬送を受け入れ、地域で初期・二次医療の完

結率の高い救急医療を目指すとともに、三次医療機関への救急患者の集中抑制に貢献する。 

また、北松中央病院で診断治療困難な症例においては、迅速に二次・三次医療へ繋げる。 

令和２年度 
計画 

令和３年度 
計画 

令和４年度 
計画 

１ 地域で担うべき医療の提供 
(３)救急医療 

地域住民の生命を守るため、内
科・外科ともにできる限り多くの救急
搬送を受け入れ、地域で初期・二次
医療の完結率の高い救急医療を目
指すとともに、三次医療機関への救
急患者の集中抑制に貢献する。 

また、北松中央病院で診断治療
困難な症例においては、迅速に二
次・三次医療を行う病院へ適切な患
者情報とともに受け渡す。また、設置
したヘリポートを活用し、積極的にドク
ターヘリを受け入れ、さらに、院内ヘリ
ポートを地域のドクターヘリアクセスポイ
ントとしても活用する。 

１ 地域で担うべき医療の提供 
(３)救急医療 

地域住民の生命を守るため、内科
を中心にできる限り多くの救急搬送を
受け入れ、地域で初期・二次医療の
完結率の高い救急医療を目指すとと
もに、三次医療機関への救急患者の
集中抑制に貢献する。 

また、北松中央病院で診断治療
困難な症例においては、迅速に二
次・三次医療を行う病院へ適切な患
者情報とともに受け渡す。また、設置
したヘリポートを活用し、積極的にドク
ターヘリを受け入れ、さらに、院内ヘリ
ポートを地域のドクターヘリアクセスポイ
ントとしても活用する。 

１ 地域で担うべき医療の提供 
(３)救急医療 

地域住民の生命を守るため、内科
を中心にできる限り多くの救急搬送を
受け入れ、地域で初期・二次医療の
完結率の高い救急医療を目指すとと
もに、三次医療機関への救急患者の
集中抑制に貢献する。 

また、北松中央病院で診断治療
困難な症例においては、迅速に二
次・三次医療を行う病院へ適切な患
者情報とともに受け渡す。また、設置
したヘリポートを活用し、積極的にドク
ターヘリを受け入れ、さらに、院内ヘリ
ポートを地域のドクターヘリアクセスポイ
ントとしても活用する。 

実 績 
自己評価 【 Ｃ 】 

実 績 
自己評価 【 Ｃ 】 

見 込 
自己評価 【 Ｃ 】 

地域での２次救急病院として、今
年度はコロナ禍であったが498台の救
急車の受け入れを行い、95.8％の診
療完結率を保持し、1,100名を超え
る時間外の患者にも対応した。また、
敷地内に設置したヘリポートを用い
て、ドクターヘリの地域のランデブーポイ
ント（場外離着陸場）としての使用
が３回行われた。 

地域での２次救急病院として、今
年度はコロナ禍であったが377台の救
急車の受け入れを行い、94.2％の診
療完結率を保持し、1,100名を超え
る時間外の患者にも対応した。また、
敷地内に設置したヘリポートを用い
て、ドクターヘリの地域のランデブーポイ
ント（場外離着陸場）としての使用
が４回行われた。 

地域での二次救急病院として、で
きる限り多くの救急搬送を受け入れ、
地域で初期・二次医療の完結率の
高い救急医療を目指している。 

また、今年度もヘリポートを活用
し、積極的にドクターヘリを受け入れ、
地域のドクターヘリアクセスポイントとし
ても活用している。 

実 績 
評価者評価【 Ｃ 】 

実 績 
評価者評価【 C 】 

見 込 
評価者評価【 C 】 

佐世保市消防局管内における救急
患者搬送件数については、対前年度
比で7.9％減少（Ｒ元年度 14,541
件 → Ｒ２年度13,393件）してい
る。また、佐世保市立急病診療所の
患者数については対前年度比で
71.1％も減少（Ｒ元年度14,756 
件 → Ｒ２年度4,259件）している。
こうしたことからも、北松中央病院の救

佐世保市消防局管内における救
急車患者搬送件数については、対前
年 度 比 で 1.9% 増 加 （ R2 年 度
13,393件→R3年度13,641件）
している。このような中で、北松中央
病 院 の 救 急 患 者 搬 送 件 数 は
24.3%の減少（R2年度498件→
R3年度377件）、時間外外来患
者数の1.8%減少（R2年度1,136

地域での二次救急病院として、でき
る限り多くの救急搬送を受け入れ、
地域で初期・二次医療の完結率の
高い救急医療を目指している。 
また、今年度もヘリポートを活用し、

積極的にドクターヘリを受け入れ、地
域のドクターヘリアクセスポイントとして
も活用している。また、R4年度は目
標値をR3年度よりも引き下げるととも
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急患者搬送件数14.4％の減少（Ｒ
元年度582件 → Ｒ２年度498
件）や時間外外来患者数の29.6％
の減少（Ｒ元年度1,613件 → Ｒ
２年度 1,136件）については一定の
理解ができる結果といえる。また、院内
の２次医療完結率については95.8％
と目標に達し、昨年度より1.8ポイント
増加している。本項目においても、指
標では一部を除き大きく目標を下回っ
ており、指標だけ見ればＤ評価が適当
と考えられるものの、これが新型コロナウ
イルス感染症の影響による受診控 え
やインフルエンザの流行減少などによる
影響が大きいものと考えられることから、
Ｃ評価とする。 

件→R3年度1,115件）という結果
になった。これは、松浦中央病院の影
響、コロナ禍で心臓カテーテルを中止
した影響の結果であると思われる。ま
た、院内の2次医療完結率について
は94.2％と、R2年度の95.8%より
1.6ポイント低下したが、外科手術、
心臓カテーテル、かかりつけ医の意向
等の影響であると思われる。 

敷地内に設置したヘリポートを用い
て、ドクターヘリの地域へのランデブー
ポイント（場外離着陸場）としての
使用が4回行われた。本項目について
は、指標は目標値を大きく下回ってお
り、指標だけを見ればD評価が適当と
考えられるものの、新型コロナウイルス
感染症の影響によるものと考えられる
ことから、C評価とする。 

 

に、見込み値を目標値に近づけ、R3
年度実績値を上回る努力をする計
画としていて、厳しい環境下にあって
は評価できる。 
これらの点からC評価とする。 

 

救急医療の主要指標 
令和２年度 令和３年度 令和４年度 中期計画 

４年度 

目標値② 

目標値差 

①-② 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 見込値① 

救急車搬送受入件数（件） 570 498 550 377 400 395 570 ▲175 

救急外来患者数（名） 2,470 1,634 2,000 1,492 1,600 1,525 2,470 ▲945 

時間外外来患者数（名） 1,900 1,136 1,450 1,115 1,200 1,130 1,900 ▲770 

２次医療完結率（救急車搬入中北

松中央病院での診療完結率）（％） 
95.0 95.8 95.0 94.2 95.0 95.0 95.0 0.0 

 

法人の総評 【 C 】 

中期目標期間中はコロナ禍において、地域での二次救急病院として、年間400台前後の救急車を受け入れ、目標
に近い地域での初期・二次医療の完結率を保持し、365日救急医療に対応している。 

また、ヘリポートを活用し、積極的にドクターヘリを受け入れ、地域のドクターヘリアクセスポイントとしても活用している。 

評価者の総評 【 C 】 

中期目標期間中はコロナ禍において、地域での二次救急病院として、年間400台前後の救急車を受け入れ、目標
に近い地域での初期・二次医療の完結率を保持し、365日救急医療に対応している。また、ヘリポートを活用し、積極
的にドクターヘリを受け入れ、地域のドクターヘリアクセスポイントとしても活用している。 

救急車搬送受け入れ件数・救急外来患者数はR3年度にコロナウイルスの影響で一旦減少したが、R4年度には回
復していく見込み。これらの点から、指標だけ見ればD評価であるものの、新型コロナウイルス感染症の影響もあることか
ら、C評価とする。 
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第６期中期目標 

第２ 住民に対して提供するサービス及びその他の業務の質の向上に関する事項 

１ 地域で担うべき医療の提供 

(４) 生活習慣病（予防）への対応 

佐世保北部地域等の生活習慣病等の早期発見と予防のため、各種健診を実施するとともに、生活習慣改善指導

に努めること。また、食事療法、運動療法等による健康管理などを行うと同時に、血液浄化センターの機能を活かした透

析患者の治療にあたること。 

第６期中期計画 

第２ 住民に対して提供するサービス及びその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためとるべき措置 

１ 地域で担うべき医療の提供 

(４) 生活習慣病（予防）への対応 

非常勤の糖尿病専門医との密な連携のもと、糖尿病患者へ糖尿病療養指導士11名のチームワークで、食事、運

動の教育、指導、服薬、インスリン注射指導、フットケア、日常生活指導を専門的に行っていく。 

さらに、合併症としての心筋梗塞や糖尿病性腎症に対応する機能を継続して保持し、血液浄化センターを用いて急

増する腎不全患者に対応する。 

令和２年度 
計画 

令和３年度 
計画 

令和４年度 
計画 

１ 地域で担うべき医療の提供 
(4) 生活習慣病（予防）への対応 

非常勤の糖尿病専門医、透析医
との密な連携のもと糖尿病患者へ糖
尿病療養指導士１１名のチームワ
ークで、食事、運動の教育、指導、服
薬、インスリン注射指導、フットケア、
日常生活指導を専門的に行ってい
く。 

さらに、合併症としての心筋梗塞や
糖尿病性腎症に対応する機能を継
続して保持し、心筋梗塞での死亡や
糖尿病から腎不全になる患者を予防
しつつ、５０床の血液浄化センターを
用いて地域の透析患者の治療にあた
る。 

１ 地域で担うべき医療の提供 
(4) 生活習慣病（予防）への対応 

非常勤の糖尿病専門医、透析医
との密な連携のもと糖尿病患者へ糖
尿病療養指導士１１名のチームワ
ークで、食事、運動の教育、指導、服
薬、インスリン注射指導、フットケア、
日常生活指導を専門的に行ってい
く。 

さらに、合併症としての心筋梗塞や
糖尿病性腎症に対応する機能を継
続して保持し、心筋梗塞での死亡や
糖尿病から腎不全になる患者を予防
しつつ、５０床の血液浄化センターを
用いて地域の透析患者の治療にあた
る。 

１ 地域で担うべき医療の提供 
(4) 生活習慣病（予防）への対応 

非常勤の糖尿病専門医、透析医
との密な連携のもと糖尿病患者へ糖
尿病療養指導士１０名のチームワ
ークで、食事、運動の教育、指導、
服薬、インスリン注射指導、フットケ
ア、日常生活指導を専門的に行って
いく。 

さらに、合併症としての心筋梗塞や
糖尿病性腎症に対応する機能を継
続して保持し、心筋梗塞での死亡や
糖尿病から腎不全になる患者を予防
しつつ、５０床の血液浄化センターを
用いて地域の透析患者の治療にあた
る。 

実 績 
自己評価 【 Ｃ 】 

実 績 
自己評価 【 Ｃ 】 

見 込 
自己評価 【 Ｃ 】 

糖尿病専門医と糖尿病療養指導
士、管理栄養士などが連携し、糖尿
病患者へ食事、運動、服薬、インスリ
ン注射などを含めた日常生活の指導
やフットケアなど専門的ケアを行った。 

さらに合併症である循環器疾患、
糖尿病性腎症に対しても専門医、心
臓リハビリ指導士、糖尿病療養指導
士などが早期から介入し治療にあたっ
た。また、外来フロアーではテーマ毎に
年間を通して８回のイベント開催を
予定していたが、コロナ禍でポスター展
示、パンフレットの配布など患者、家
族への啓発活動を行った。 

糖尿病専門医と糖尿病療養指導
士、管理栄養士などが連携し、糖尿
病患者へ食事、運動、服薬、インスリ
ン注射などを含めた日常生活の指導
やフットケアなど専門的ケアを行った。 

さらに合併症である循環器疾患、
糖尿病性腎症に対しても専門医、心
臓リハビリ指導士、糖尿病療養指導
士などが早期から介入し治療にあた
り、血液浄化センターを用いて地域の
透析患者の治療を行っている。また、
外来フロアーではテーマ毎に今年度も
８回のイベント開催を予定していた
が、コロナ禍でポスター展示、パンフレ
ットの配布など患者、家族への啓発
活動を行った。 

糖尿病専門医と糖尿病療養指導
士、管理栄養士などが連携し、糖尿
病患者へ食事、運動、服薬、インスリ
ン注射などを含めた日常生活の指導
やフットケアなど専門的ケアを行ってい
る。 

さらに合併症である循環器疾患、
糖尿病性腎症に対しても専門医、心
臓リハビリ指導士、糖尿病療養指導
士などが早期から介入し治療にあた
り、血液浄化センターを用いて地域の
透析患者の治療を行っている。また、
外来フロアーではテーマ毎に年間を通
してイベントを催し患者、家族への啓
発活動を行い、地域住民の生活習
慣改善など指導に努めていく。 
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実 績 
評価者評価【 Ｃ 】 

実 績 
評価者評価【 C 】 

見 込 
評価者評価【 C 】 

健康相談等への住民参加数につ
いて、新型コロナウイルス感染症の影
響で、外来フロアでのイベントを８回
から３回に減らして実施された関係
で、前年度比で大きく減少し目標も
下回った。実施できなかった代わりに、
ポスターの展示やパンフレットの配布な
どにより、外来フロアを訪れた患者やそ
の家族への普及啓発活動を行った。
なお、糖尿病患者への対応について
は、例年通り、各専門スタッフの協力
とチームワークにより例年通り実施され
ている。本項目においても指標が目
標に達しておらず Ｄ評価が適当と判
断するが、コロナ禍の影響によるものと
してＣ評価とする。 

コロナ禍で健康相談等への住民参
加数については不明であるが、外来フ
ロアーではテーマごとに8回のイベント
開催を予定していたが、実施できず、
ポスター展示、パンフレットの配布など
患者、家族への啓発活動を行った。
糖尿病専門医と同療養指導士、管
理栄養士などが連携し、糖尿病患者
へ食事、運動、インスリン注射などを
含めた日常生活の指導やフットケアな
ど専門的ケアを行った。さらに合併症
である循環器疾患、糖尿病性腎症
に対しても専門医、心臓リハビリ指導
士、糖尿病療養指導士などが早朝か
ら介入し治療にあたり、血液浄化セン
ターを用いて地域の透析患者の治療
を行っているなど、予防、治療の対応
を積極的に行った。 

本項目については、R3年度目標
が設定されず、D評価が適当と判断
するが、これはコロナ禍の影響によるも
のと考えられ、C評価とする。 

糖尿病専門医と糖尿病療養指導
士、管理栄養士などが連携し、糖尿
病患者へ食事、運動、服薬、インスリ
ン注射などを含めた日常生活の指導
やフットケアなど専門的ケアを行ってい
る。 

さらに合併症である循環器疾患、
糖尿病性腎症に対しても専門医、心
臓リハビリ指導士、糖尿病療養指導
士などが早期から介入し治療にあた
り、血液浄化センターを用いて地域の
透析患者の治療を行っている。また、
外来フロアーではテーマ毎に年間を通
してイベントを催し患者、家族への啓
発活動を行い、地域住民の生活習
慣改善など指導に努めていく方針を
出している。 

これらの点からC評価とする。 

法人の総評 【 C 】 

糖尿病専門医と糖尿病療養指導士、管理栄養士などが連携し、糖尿病患者へ食事、運動、服薬、インスリン注射
などを含めた日常生活の指導やフットケアなど専門的ケアを行って生活習慣病（予防）への対応に努めている。 

さらに合併症である循環器疾患、糖尿病性腎症に対しても専門医、心臓リハビリ指導士、糖尿病療養指導士などが
早期から介入し治療にあたって、血液浄化センターを用いて地域の透析患者への治療を提供している。また、外来フロア
ーではテーマ毎に年間を通してイベントを催し患者、家族への啓発活動を行い、地域住民の生活習慣改善など指導に
努めている。 

評価者の総評 【 C 】 

糖尿病専門医と糖尿病療養指導士、管理栄養士などが連携し、糖尿病患者へ食事、運動、服薬、インスリン注射
などを含めた日常生活の指導やフットケアなど専門的ケアを行って生活習慣病（予防）への対応に努めている。さらに
合併症である循環器疾患、糖尿病性腎症に対しても専門医、心臓リハビリ指導士、糖尿病療養指導士などが早期か
ら介入し治療にあたって、血液浄化センターを用いて地域の透析患者への治療を提供している。また、外来フロアーでは
テーマ毎に年間を通してイベントを催し患者、家族への啓発活動を行い、地域住民の生活習慣改善など指導に努めて
いる。これらの点から、C評価とする。 
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第６期中期目標 

第２ 住民に対して提供するサービス及びその他の業務の質の向上に関する事項 

１ 地域で担うべき医療の提供 

(５)感染症医療・災害対策 

感染症医療については、感染症指定医療機関として関係機関と連携し、佐世保北部地域等における感染症診療

の中核的役割を果たすこと。また、災害拠点病院としての役割を踏まえ、大規模な災害や事故の発生に備え、必要な

人的・物的資源を整備し、迅速な医療救護活動を実施できる体制を維持すること。 

第６期中期計画 

第２ 住民に対して提供するサービス及びその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためとるべき措置 

１ 地域で担うべき医療の提供 

(５)感染症医療・災害対策 

呼吸器感染症を専門とする理事長の指導の下、感染症指定医療機関として２床の第２種感染症病床を活用し、

佐世保北部地域等において感染症診療の中核的役割を果たす。また、新型インフルエンザなどの発生を想定した訓練

などを地域の保健所と協力し定期的に実施する。 

さらに、災害拠点病院としての役割を果たすため、大規模な災害や事故の発生に備え、必要な人的・物的資源の整

備により、必要となる医療救護活動を実施できる体制を維持し、迅速な対応が行えるよう定期的な訓練を行う。 

令和２年度 
計画 

令和３年度 
計画 

令和４年度 
計画 

１ 地域で担うべき医療の提供 
(５)感染症医療・災害対策 

呼吸器感染症を専門とする理事
長の指導の下、感染症指定医療機
関として２床の第２種感染症病床を
活用し、佐世保北部地域等において
感染症診療の中核的役割を果た
す。また、新型インフルエンザなどの発
生を想定した訓練などを地域の保健
所と協力し定期的に実施する。 

さらに、災害拠点病院としての役割
を果たすため、大規模な災害や事故
の発生に備え、必要な人的・物的資
源の整備により、必要となる医療救
護活動を実施できる体制を維持し、
迅速な対応が行えるように定期的な
訓練を行う。 

１ 地域で担うべき医療の提供 
(５)感染症医療・災害対策 

呼吸器感染症を専門とする理事
長の指導の下、感染症指定医療機
関として２床の第２種感染症病床を
活用し、佐世保北部地域等において
感染症診療の中核的役割を果た
す。また、新型コロナウイルス感染症に
対しては感染症指定医療機関とし
て、フェーズ0から地域での中心的な
診療を行い、フェーズ４においては、
中等症患者を中心に重症患者まで
診療を行う。また、新型コロナウイルス
感染症の収束に向けて、医療従事
者ばかりでなく地域住民のワクチン接
種を積極的に行う。 

また、大規模な災害や事故の発生
に備え、必要な人的・物的資源を整
備し、必要となる医療救護活動を実
施できる体制を維持し、迅速な対応
が行えるように定期的な訓練を行う。 

１ 地域で担うべき医療の提供 
(５)感染症医療・災害対策 

呼吸器感染症を専門とする理事
長の指導の下、感染症指定医療機
関として２床の第２種感染症病床を
活用し、佐世保北部地域等において
感染症診療の中核的役割を果た
す。また、新型コロナウイルス感染症に
対しては感染症指定医療機関とし
て、フェーズ0から地域での中心的な
診療を行い、フェーズ４から緊急時レ
ベルⅠ/Ⅱにおいては、中等症患者を
中心に重症患者まで診療を行う。ま
た、新型コロナウイルス感染症の収束
に向けて、医療従事者ばかりでなく地
域住民のワクチン接種を積極的に行
う。 

さらに、災害拠点病院としての役割
を果たすため、大規模な災害や事故
の発生に備え、必要な人的・物的資
源の整備により、必要となる医療救
護活動を実施できる体制を維持し、
迅速な対応が行えるように定期的な
訓練を行う。 

実 績 
自己評価 【 Ｃ 】 

実 績 
自己評価 【 Ｂ 】 

見 込 
自己評価 【 Ｃ 】 

今年度は感染症医療については、
４月から長崎県内でも新型コロナウイ
ルス感染症の発生が報告され、当院
の診療圏でも延べ1,300名以上を発
熱外来としての新型コロナウイルス
LAMP法を中心に診断検査を行い、
延べ45名の患者の入院受け入れを
行った。また、今年度はリモートで全
職員を対象とした院内感染対策研

今年度の感染症医療については、
前年度から新型コロナウイルス感染症
の発生が引き続き報告され、当院の
診療圏でも延べ2､200名以上を発
熱外来としての新型コロナウイルス
PCR法を中心に診断検査を行い、延
べ185名の患者の入院受け入れを行
った。また、新型コロナウイルス感染症
の収束に向けて、医療従事者ばかり

感染症指定医療機関として第２
種感染症病床を活用し、佐世保北
部地域等において感染症診療の中
核的役割を果たし、新型コロナウイル
ス感染症に対してはフェーズ０から地
域での中心的な役割で、軽症から中
等症患者を中心に診療を行ってい
る。また、新型コロナウイルス感染症の
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修会を実施し、職員の感染症に対す
る知識・対応力の向上に努めた。 

災害対策については、新型コロナウ
イルスの影響により災害拠点病院とし
て重要な役割を完遂できるように院
内での机上訓練を実施し、災害に対
する知識や技術を深めることができ
た。研修については、新型コロナウイル
スの影響により参加できなかった。 

でなく地域住民のワクチン接種を積極
的に行った。また、今年度もリモートで
全職員を対象とした院内感染対策
研修会を実施し、職員の感染症に対
する知識・対応力の向上に努めた。 

災害対策については、新型コロナウ
イルスの影響により災害拠点病院とし
て重要な役割を完遂できるように小
規模ではあったが院内での訓練を実
施し、災害に対する知識や技術を深
めることができた。研修については、オ
ンラインや熊本での研修に参加した。 

収束に向けて、ワクチン接種を積極的
に行っている。 

災害対策については、災害拠点病
院として重要な役割を完遂できるよう
に大規模な災害や事故の発生に備
え、必要な人的・物的資源の整備に
より、必要となる医療救護活動を実
施できる体制を維持し、迅速な対応
が行えるように定期的な訓練を行い、
災害に対する知識や技術を深めてい
る。 

実 績 
評価者評価【 Ｃ 】 

実 績 
評価者評価【 B 】 

見 込 
評価者評価【 B 】 

感染症指定医療機関として、院
内の感染対策を徹底しつつ、新型コ
ロナウイルス感染症の陽性患者を受
け入れた。 

令和３年１月には、職員６名が
断続的に感染したが、委託業者を含
む全職員を対象に迅速な検査を行っ
たことなどにより、院内における感染拡
大を防ぐことができた。また、職員につ
いては定期的に検査を行うことでウイ
ルスチェックを徹底させたほか、リモート
により全職員に受講を義務付けた院
内感染対策研修会を実施したことな
どもあり、その他に職員の感染は発生
していない。また、指標となっている災
害医療への取組状況について、訓
練、研修ともに新型コロナウイルス感
染症の影響により目標に届いておら
ず、オンラインで行われた研修への参
加１回にとどまった。指標だけ見れば
Ｄ評価となるところであるが、本項目
では、陽性患者の受け入れを行うとと
もに、外来診療においても発熱患者
に対し積極的に新型コロナウイルス感
染症の検査を行うなど、その感染拡
大の防止に努め、佐世保北部地域
等において中核的役割が果たされて
いる。計画にない新興感染症の感染
拡大に対し、適切かつ積極的な取り
組み姿勢で対応されたことなどからＢ
評価とする。 

感染症指定医療機関として、院内
の感染対策を徹底しつつ、新型コロナ
ウイルス感染症の陽性患者を受け入
れた。当院の診療圏でも延べ2､200
名以上を発熱外来としての新型コロ
ナウイルス感染症PCR法を中心に診
断検査を行い、延べ185名の患者の
入院受け入れを行った。 

災害医療訓練の回数については、
コロナ禍の中、R3年度は目標値2に
対して実績値1と未達であった。ただ、
災害拠点病院として重要な役割を完
遂できるように小規模ではあったが院
内での訓練を実施し、災害に対する
知識や技術を深めることができた。ま
た、災害医療研修の回数について
は、R3年度は目標値2を達成した。 

指標だけ見ればD評価となるところ
であるが、本項目では、陽性患者の
受け入れを行うとともに、外来診療に
おいても発熱患者に対して積極的に
新型コロナウイルス感染症のPCR法
による検査を行ったり、地域住民に対
するワクチン接種を行ったりして、佐世
保県北地域等における中核的役割
が実現できている。したがって、適切か
つ積極的な取り組みを評価し、B評
価とする。 

感染症指定医療機関として第２
種感染症病床を活用し、佐世保北
部地域等において感染症診療の中
核的役割を果たし、新型コロナウイル
ス感染症に対してはフェーズ０から地
域での中心的な役割で、軽症から中
等症患者を中心に診療を行ってい
る。また、新型コロナウイルス感染症の
収束に向けて、ワクチン接種を積極的
に行っている。 

ただ、R4年度については、災害医
療研修の回数の目標値、見込み値
とも1件に、R3年度（いずれも2件）
より引き下げている。 

これらの点から現段階ではB評価と
する。 

災害医療への取組状況 
令和２年度 令和３年度 令和４年度 中期計画 

４年度 

目標値② 

目標値差 

①-② 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 見込値① 

災害医療訓練の回数（回） 3 1 2 1 1 2 3 ▲1 

災害医療研修の回数（回） 3 1 2 2 1 1 3 ▲2 
 

法人の総評 【 B 】 

感染症指定医療機関として新型コロナウイルス感染症に対して、フェーズ0から地域での中心的な診療を行い、フェー
ズ４から緊急時レベルⅠ/Ⅱにおいては、中等症患者を中心に重症患者まで診療を行っている。また、新型コロナウイル
ス感染症の収束に向けて、医療従事者ばかりでなく地域住民のワクチン接種を積極的に行っている。また、全職員を対
象とした院内感染対策研修会を実施し、職員の感染症に対する知識・対応力の向上に努めている。 

災害対策については、災害拠点病院として重要な役割を完遂できるように大規模な災害や事故の発生に備え、必
要な人的・物的資源の整備により、必要となる医療救護活動を実施できる体制を維持し、迅速な対応が行えるように
定期的な訓練を行い、災害に対する知識や技術を深めている。また、研修については、院内でスタッフに対して実施し、
災害派遣技能維持研修などに積極的に参加し自己研鑽に努めている。 
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評価者の総評 【 B 】 

感染症指定医療機関として新型コロナウイルス感染症に対して、フェーズ0から地域での中心的な診療を行い、フェー
ズ４から緊急時レベルⅠ/Ⅱにおいては、中等症患者を中心に重症患者まで診療を行っている。また、新型コロナウイル
ス感染症の収束に向けて、医療従事者ばかりでなく地域住民のワクチン接種を積極的に行っている。さらに、全職員を
対象とした院内感染対策研修会を実施し、職員の感染症に対する知識・対応力の向上に努めている。 

災害対策については、災害拠点病院として重要な役割を完遂できるように大規模な災害や事故の発生に備え、必
要な人的・物的資源の整備により、必要となる医療救護活動を実施できる体制を維持している。また、迅速な対応が
行えるように定期的な訓練を行い、災害に対する知識や技術を深めている。研修については、院内でスタッフに対して実
施し、災害派遣技能維持研修などに積極的に参加し自己研鑽に努めている。 

これらの点から、感染症対策、災害対策を通じて地域に多大の貢献をしており、B評価とする。 
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第６期中期目標 

第２ 住民に対して提供するサービス及びその他の業務の質の向上に関する事項 

１ 地域で担うべき医療の提供 

(６)リハビリテーションの充実 

入院患者の早期の在宅復帰と外来患者の運動機能回復を支援するため、状態に応じたリハビリテーションの充実に

努めること。 

第６期中期計画 

第２ 住民に対して提供するサービス及びその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためとるべき措置 

１ 地域で担うべき医療の提供 

(６)リハビリテーションの充実 

これまで拡充したリハビリ室とスタッフを用いて、継続的に急性期及び回復期リハビリテーションを実施することにより、患

者の早期の在宅復帰を支援する体制を維持する。 

さらに、高次医療機関から回復期リハビリテーションが必要な患者を積極的に受け入れ、在宅への復帰とともに復帰

後の外来診療における患者の機能回復を支援する。 

また、平成２４年度から稼働している佐世保北部地域等で唯一の心臓リハビリセンターを用いて、心筋梗塞後や慢

性心不全後、大血管手術後の患者の在宅復帰の支援を行う。 

令和２年度 
計画 

令和３年度 
計画 

令和４年度 
計画 

１ 地域で担うべき医療の提供 
(６)リハビリテーションの充実 

これまで拡充したリハビリ室とスタッフ
を用いて、継続的に急性期及び回復
期リハビリテーションを実施することによ
り、患者の早期の在宅復帰を支援す
る体制を維持する。 

さらに、高次医療機関から回復期
リハビリテーションが必要な患者を積極
的に受け入れ、在宅への復帰とともに
復帰後の外来診療における患者の
機能回復を支援する。 

また、佐世保北部地域等で唯一
の心臓リハビリセンターを用いて、心筋
梗塞後や慢性心不全後、大血管手
術後の患者の在宅復帰の支援を行
う。 

１ 地域で担うべき医療の提供 
(６) リハビリテーションの充実 

これまで拡充したリハビリ室とスタッフ
を用いて、継続的に急性期及び回復
期リハビリテーションを実施することによ
り、患者の早期の在宅復帰を支援す
る体制を維持する。  

さらに、高次医療機関から回復期
リハビリテーションが必要な患者を積極
的に受け入れ、在宅への復帰とともに
復帰後の外来診療における患者の
機能回復を支援する。  

また、佐世保北部地域等で唯一
の心臓リハビリセンターを用いて、心筋
梗塞後や慢性心不全後、大血管手
術後の患者の在宅復帰の支援を行
う。 

１ 地域で担うべき医療の提供 
(６) リハビリテーションの充実 

これまで拡充したリハビリ室とスタッフ
を用いて、継続的に急性期及び回復
期リハビリテーションを実施することによ
り、患者の早期の在宅復帰を支援す
る体制を維持する。 

さらに、高次医療機関から回復期
リハビリテーションが必要な患者を積極
的に受け入れ、在宅への復帰とともに
復帰後の外来診療における患者の
機能回復を支援する。 

また、佐世保北部地域等で唯一
の心臓リハビリセンターを用いて、心筋
梗塞後や慢性心不全後、大血管手
術後の患者の在宅復帰の支援を行
う。 

実 績 
自己評価 【 Ｃ 】 

実 績 
自己評価 【 Ｃ 】 

見 込 
自己評価 【 Ｃ 】 

今年度のリハビリテーションは新型コ
ロナウイルス感染症の影響で、訓練を
制限することになったが、理学療法士
６名、作業療法士２名、言語聴覚
士１名で急性期から回復期リハビリを
個別により充実した訓練を行うことが
できた。リハビリ合同カンファレンスとし
て他の医療従事者との連携を積極的
に行い、協力してその責任を果たし患
者の信頼を維持するために患者の現
状・進行の確認、ゴール設定、退院
調整などについて密に情報交換を行
い、患者の状態に応じた訓練・対応
を心掛けることができた。また、在宅の
環境把握と安全管理等について家族
の方からの情報収集により、指導にも

今年度のリハビリテーションも新型コ
ロナウイルス感染症の影響で、訓練を
制限することになったが、理学療法士
６名、作業療法士２名、言語聴覚
士１名で急性期から回復期リハビリを
個別により充実した訓練を行うことが
できた。リハビリ合同カンファレンスとし
て他の医療従事者との連携を積極的
に行い、協力してその責任を果たし患
者の信頼を維持するために患者の現
状・進行の確認、ゴール設定、退院
調整などについて密に情報交換を行
い、患者の状態に応じた訓練・対応
を心掛けることができた。また、在宅の
環境把握と安全管理等について家族
の方からの情報収集により、指導にも

今年度のリハビリテーションもコロナ
禍ではあるが、理学療法士６名、作
業療法士２名、言語聴覚士１名で
急性期から回復期リハビリを個別によ
り充実した訓練を実施している。ま
た、専門的知識と技術の向上に努
め、実践に活かして患者の機能回
復、ADLの向上に努めるために院内
外の勉強会、研修会に積極的に参
加している。 

さらに、高次医療機関から回復期
リハビリテーションが必要な患者を積極
的に受け入れ、在宅への復帰を支援
している。 

また、佐世保北部地域等で唯一
の心臓リハビリセンターを用いて、心筋
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努めることができた。また、専門的知
識と技術の向上に努め、実践に活か
して患者の機能回復、ＡＤＬの向
上に努めるために院内外の勉強会、
研修会に積極的に参加した。 

努めることができた。また、専門的知
識と技術の向上に努め、実践に活か
して患者の機能回復、ＡＤＬの向
上に努めるために院内の勉強会、研
修会に積極的に参加した。 

梗塞後や慢性心不全後、大血管手
術後の患者の在宅復帰を支援してい
る。 

実 績 
評価者評価【 Ｃ 】 

実 績 
評価者評価【 C 】 

見 込 
評価者評価【 C 】 

リハビリテーションについても、職員が
新型コロナウイルスに感染した影響
で、ほぼ１か月は訓練が中止された。
その影響もあり、運動器単位数、心
大血管疾患単位数といったリハビリの
単位数は大きく減少し、目標にも届
いていない。また、施設基準の見直し
により、他の項目でのカウントが可能に
なった摂食機能療法回数が大きく減
少する一方で、これが振り替えられた
脳血管疾患等単位数や呼吸器疾
患単位数については、対前年度より
増加し、目標もクリアした。理学療法
士や作業療法士については、前年度
と変わらず目標数を維持している。指
標だけ見ればマイナスが目立つことか
らＤ評価であるが、新型コロナウイル
ス感染症の影響によるとみられること
から、Ｃ評価とする。 

リハビリ部門の主要指標のうち、運
動器単位数呼については目標値を上
回った。一方、脳血管疾患単位数・
廃用症候群単位数・心大血管疾患
単位数・吸器疾患単位数・摂食機
能療法回数については目標値を下回
った。リハビリの単位数の減少について
は、コロナ禍での訓練制限、入院制
限によるものである。また、摂食機能
療法の回数については、診療報酬の
制度変更と職員の育児休暇取得に
よるものである。このような中、在宅復
帰の支援を積極的に行った。高次医
療機関から回復期リハビリテーションが
必要な患者を積極的に受け入れ、在
宅への復帰を支援した。また、佐世保
北部地域で唯一の心臓リハビリセンタ
ーを用いて、心筋梗塞や慢性心不全
後、大血管手術後の患者の在宅復
帰を支援した。 

リハビリ要員の確保については、R3
年度もR2年度に引き続き、理学療
法士・作業療法士・言語聴覚士を目
標値通り確保することができた。 

リハビリ部門の教育については、コロ
ナ禍ではあったが、理学療法士6名
（7名中）、作業療法士2名（2名
中）、言語聴覚士1名（1名中）で
急性期から回復期リハビリを個別によ
り充実した訓練を実施した。 

指標だけ見れば目標未達が散見
されることから指標だけ見ればD評価
であるが、新型コロナウイルス感染症
の影響によるものとみられることからＣ
評価とする。 
 

R4年度のリハビリテーション部門も
コロナ禍ではあるが、理学療法士６
名、作業療法士２名、言語聴覚士
１名を確保しており、急性期から回
復期リハビリを個別により充実した訓
練を実施している。 

R4年度のリハビリの単位数の目標
値と見込み値については、運動器単
位数はR3年度に比べて、目標値・見
込み値ともに増加しているが、その他
の単位数は、目標値・見込み値とも
に減少している。これは、現在PT、
OT、STが各1名ずつ育児休暇中で
あることを反映している。ただ、このよう
な事情を除けば、専門的知識と技術
の向上に努め、実践に活かして患者
の機能回復、ADLの向上に努めるた
めに院内外の勉強会、研修会に積
極的に参加している。 

さらに、高次医療機関から回復期
リハビリテーションが必要な患者を積極
的に受け入れ、在宅への復帰を支援
している。 

また、佐世保北部地域等で唯一
の心臓リハビリセンターを用いて、心筋
梗塞後や慢性心不全後、大血管手
術後の患者の在宅復帰を支援してい
る。 

これらの点からC評価とする。 
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リハビリ部門の主要指標 
令和２年度 令和３年度 令和４年度 中期計画 

４年度 

目標値② 
目標値差 

①-② 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 見込値① 

脳血管疾患等単位（※）数（単位） 3,500 3,735 3,400 1,427 2,000 1,900 3,500 ▲1,600 

廃用症候群単位数（単位） 2,000 1,881 1,700 741 1,200 700 2,000 ▲1,300 

運動器単位数（単位） 15,000 12,226 12,000 14,116 14,000 14,500 16,000 ▲1,500 

心大血管疾患単位数（単位） 5,000 4,310 4,400 2,974 3,600 2,800 5,000 ▲2,200 

呼吸器単位数（単位） 5,800 6,000 5,600 3,672 4,200 3,000 5,800 ▲2,800 

摂食機能療法回数（回） 1,200 273 15 1 30 6 1,200 ▲1,194 

理学療法士の確保数（※）（名） 7 7 7 7 7 7 8 ▲1 

作業療法士の確保数（名） 2 2 2 2 2 2 2 0 

言語聴覚士の確保数（名） 1 1 1 1 1 1 1 0 

※ 単位とは、２０分間のリハビリテーション実施単位のことである。 

※ 摂食機能療法の１回あたりの訓練は３０分である。 

※ 理学療法士の確保数のうち１名は、訪問リハビリテーション所属である。 

法人の総評 【 C 】 

中期計画期間中はコロナ禍ではあったが、理学療法士６名、作業療法士２名、言語聴覚士１名で急性期から回
復期リハビリを個別により充実した訓練を実施し、患者の早期の在宅復帰を支援する体制を維持している。さらに、高
次医療機関から回復期リハビリテーションが必要な患者を積極的に受け入れ、在宅への復帰とともに復帰後の外来診
療における患者の機能回復を支援している。 

また、佐世保北部地域等で唯一の心臓リハビリセンターを用いて、心筋梗塞後や慢性心不全後、大血管手術後の
患者の在宅復帰の支援を行っている。 

指標については、新型コロナウイルス感染症での訓練制限、診療報酬改定の影響、育児休暇でのスタッフの減少など
に伴い、単位数の減少になり収益にも影響が出ている。 

評価者の総評 【 C 】 

中期計画期間中はコロナ禍ではあったが、理学療法士６名、作業療法士２名、言語聴覚士１名を維持するととも
に、急性期から回復期リハビリを個別により充実した訓練を実施し、患者の早期の在宅復帰を支援する体制を維持して
いる。さらに、高次医療機関から回復期リハビリテーションが必要な患者を積極的に受け入れ、在宅への復帰とともに復
帰後の外来診療における患者の機能回復を支援している。また、佐世保北部地域等で唯一の心臓リハビリセンターを
用いて、心筋梗塞後や慢性心不全後、大血管手術後の患者の在宅復帰の支援を行っている。 

新型コロナウイルス感染症での訓練制限、診療報酬改定の影響、育児休暇でのスタッフの減少などに伴い、単位数
が減少し、収益にも影響が出ているため、指標だけ見ればD評価であるものの、地域における回復期リハビリテーションの
貢献度が大きく、これらの点から新型コロナウイルス感染症の影響も考慮し、C評価とする。 
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第６期中期目標 

第２ 住民に提供するサービス及びその他の業務の質の向上に関する事項 

１ 地域で担うべき医療の提供 

(７)介護保険サービス 

在宅での介護や治療を安心して行える体制を維持するため、在宅サービス（居宅介護支援、訪問看護、居宅療養

管理指導等）を提供すること。 

第６期中期計画 

第２ 住民に対して提供するサービス及びその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためとるべき措置 

１ 地域で担うべき医療の提供 

(７)介護保険サービス 

周辺地域の住民が、在宅での介護や治療を安心して満足に受けられるよう、地域に必要とされる体制を維持、補完

するため、引き続き在宅サービス（居宅介護支援、訪問看護、居宅療養管理指導等）を提供する。 

令和２年度 
計画 

令和３年度 
計画 

令和４年度 
計画 

１ 地域で担うべき医療の提供 
(７)介護保険サービス 

周辺地域の住民が、在宅での介
護や治療を安心して満足に受けられ
るよう、地域に必要とされる体制を維
持、補完するため、引き続き在宅サー
ビス（居宅介護支援、訪問看護、居
宅療養管理指導等）を提供する。 

１ 地域で担うべき医療の提供 
(７)介護保険サービス 

周辺地域の住民が、在宅での介
護や治療を安心して満足に受けられ
るよう、地域に必要とされる体制を維
持、補完するため、引き続き在宅サー
ビス（居宅介護支援、訪問看護、居
宅療養管理指導等）を提供する。 

１ 地域で担うべき医療の提供 
(７)介護保険サービス 

周辺地域の住民が、在宅での介
護や治療を安心して満足に受けられ
るよう、地域に必要とされる体制を維
持、補完するため、引き続き在宅サー
ビス（居宅介護支援、訪問看護、
居宅療養管理指導等）を提供す
る。 

実 績 
自己評価 【 Ｃ 】 

実 績 
自己評価 【 Ｃ 】 

見 込 
自己評価 【 Ｃ 】 

定期的な委員会と病棟での多職
種との合同カンファレンスに参加してき
たがコロナ禍でカンファレンスは中止し
た。居宅介護支援、訪問看護、ＭＳ
Ｗ、リハビリ科、外来等で情報の共有
や事例検討などカルテを利用して連
携がスムーズにいくように努めた。居宅
介護支援事業所、訪問看護ともに
利用者に顧客満足度のアンケートを
実施し、利用者の声を聴き改善すべ
きことは改善を行いサービスに繋げた。
居宅稼働件数、訪問看護件数は共
に、前年度よりも増加した。 

定期的な委員会と病棟での多職
種との合同カンファレンスに参加してき
たがコロナ禍でカンファレンスの機会は
減少した。居宅介護支援、訪問看
護、ＭＳＷ、リハビリ科、外来等で情
報の共有や事例検討などはカルテや
院内メールなどを利用して連携がスム
ーズにいくように努めた。居宅介護支
援事業所、訪問看護ともに利用者に
顧客満足度のアンケートを実施し、利
用者の声を聴き改善すべきことは改
善を行いサービスに繋げた。居宅稼働
件数、訪問看護件数については、前
年度と同程度であったが、ＭＳＷ相
談人数については、コロナ禍での入院
患者数の減少に伴い減少した。 

定期的な委員会と病棟での多職
種との合同カンファレンスに参加し、居
宅介護支援、訪問看護、ＭＳＷ、リ
ハビリ科、外来等で情報の共有や事
例検討など行い連携がスムーズにいく
ように努めている。居宅介護支援事
業所、訪問看護ともに利用者に顧客
満足度のアンケートを実施し、利用
者の声を聴きサービスに繋げている。 

また、居宅稼働件数については、
職員１名が退職予定であるため減
少している。 

実 績 
評価者評価【 Ｂ 】 

実 績 
評価者評価【 B 】 

見 込 
評価者評価【 B 】 

新型コロナウイルス感染症の影響
で制限された活動もあったが、指標と
なる居宅稼働件数や訪問件数などの
指標についてはすべて目標を超え、対
前年度でも増加した。また、前年同
様に居宅介護支援事業、訪問看護
事業ともに利用者の満足度調査が
実施された。これは、毎年取り組まれ
ているもので、調査で出された意見を
受けて、クレームの即日処理を徹底す

訪問介護等の主要指標を見ると、
居宅介護支援事業における居宅稼
働件数、訪問看護における訪問件
数とも、目標値を大きく上回っている。
また、これらの目標値は、外来として
来にくい環境下にある広域にわたる地
域の患者に対応するために、体制を
整えて人員を投入したものであり、経
営努力として前向きに評価できる。
MSW相談件数については、コロナ禍

数値項目は、訪問件数のR4年度
見込みは目標値とほぼ同程度と見
込んでいる。居宅稼働件数について
は、職員１名が退職予定であるため
減少している。MSW相談件数は目
標値を少し上回る程度を見込んでい
る。 

定期的な委員会と病棟での多職
種との合同カンファレンスに参加し、居
宅介護支援、訪問看護、MSW、リ
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るなど、職員の活動に反映されてい
る。指標の数値も良好であり全体的
に計画を上回って進捗したものとして
Ｂ評価とする。 

での入院患者数の減少に伴い減少し
た。 

情報共有や事例検討などは、これ
まで定期的な委員会と病棟での多職
種との合同カンファレンスに参加してき
たが、コロナ禍のため、居宅介護支
援、訪問看護、MSW、リハビリ科、
外来等で、カルテや院内メールなどを
利用して連携をスムーズに進めた。ま
た、居宅介護支援事務所、訪問看
護ともに利用者に顧客満足度のアン
ケートを実施し、利用者の声を聴き、
改善すべきところは改善を図った。 

MSW相談件数がコロナ禍での入
院患者数の減少に伴い減少したが、
その他は計画を上回って進捗したの
で、B評価とする。 

ハビリ科、外来等で情報の共有や事
例検討など行い連携がスムーズにいく
ように努めている。居宅介護支援事
業所、訪問看護ともに利用者に顧客
満足度のアンケートを実施し、利用
者の声を聴きサービスに繋げている。 

R4年度については、人材確保の
難しさから、目標を下げざるを得ない
が、他の民間事業所との連携により、
地域のサービス確保を維持するため、
B評価とする。 

 

訪問看護等の主要指標 
令和２年度 令和３年度 令和４年度 中期計画 

４年度 

目標値② 

目標値差 

①-② 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 見込値① 

居宅介護支援事業における居宅稼動

件数（件） 
630 689 650 684 660 480 630 ▲150 

訪問看護における訪問件数（件） 4,500 4,857 4,680 4,919 4,680 4,650 4,600 50 

MSW相談人数（人） 700 743 700 645 650 660 - - 

 

法人の総評 【 C 】 

定期的な委員会と病棟での多職種との合同カンファレンスに参加し、居宅介護支援、訪問看護、ＭＳＷ、リハビリ
科、外来等で情報の共有や事例検討などカルテや院内メールを利用し連携がスムーズにいくように努めている。居宅介
護支援事業所、訪問看護ともに利用者に顧客満足度のアンケートを実施し、利用者の声を聴き改善すべきことは改善
を行いサービスに繋げている。中期目標期間中の訪問看護件数、ＭＳＷ相談件数は目標値と同程度の件数である
が、居宅稼働件数については１名退職の予定で減少している。 

評価者の総評 【 B 】  

周辺地域の住民が、在宅での介護や治療を安心して満足に受けられるよう、地域に必要とされる体制を維持・拡充
し、補完するため、在宅サービスを提供しており、居宅介護支援事業所、訪問看護ともに利用者に顧客満足度のアン
ケートを実施し、利用者の声を聴き改善すべきことは改善を行いサービスに繋げている。 

定期的な委員会と病棟での多職種との合同カンファレンスに参加し、居宅介護支援、訪問看護、ＭＳＷ、リハビリ
科、外来等で情報の共有や事例検討などカルテや院内メールを利用し連携がスムーズにいくように努めている。 

令和4年度の目標は人材確保が難しくなってきていることから目標を下げているが、計画期間全体でみると、これらの
点からB評価とする。 
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第６期中期目標 

第２ 住民に対して提供するサービス及びその他の業務の質の向上に関する事項 

２ 医療水準の向上 

(１)医療人材の確保 

佐世保北部地域等に必要な質の高い医療の提供を維持するため、引き続き医師、看護師、その他のスタッフの確

保に努めること。また、スタッフの教育体制、診療環境の向上、育児支援等の充実を図り、魅力ある病院づくりに努める

こと。 

第６期中期計画 

第２ 住民に対して提供するサービス及びその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためとるべき措置 

２ 医療水準の向上 

(１)医療人材の確保 

地域に必要とされる医療を安定的に高い水準で提供するため、優秀な医師、看護師、その他のスタッフの確保に努

める。また、５～１０年後の医師、看護師を確保するため、独自に取り組む医学生、看護学生に対する修学資金制

度について、引き続き県内高校、予備校、大学医学部、看護学校など積極的な周知を図り、将来にわたる基盤づくり

を行う。限られた医師数で高い診療レベルを維持するためには医師の負担軽減が必要であることから、医師の事務作業

や当直業務の軽減とともに併せて看護師についても業務上の負担軽減に努めることで質の高い医療を提供する。 

また魅力ある病院を目指し、院内保育所、看護師社宅の活用など医療スタッフの獲得につながるよう福利厚生の充

実や職場環境の改善に努める。 

令和２年度 
計画 

令和３年度 
計画 

令和４年度 
計画 

２ 医療水準の向上 
(１)医療スタッフの人材確保 

短期的には医療スタッフの急速な
拡充は困難な状況が続いているが、
令和元年度と同様に、医学生、薬学
生に対する修学資金生の募集を行
い、それを県内高校、予備校、大学
医学部・薬学部などに積極的に周知
を図ることで、将来にわたる医療スタッ
フの確保の基盤づくりに引き続き取り
組む。現在の充足率の満たない医師
数で高い診療レベルを維持するために
医師負担を軽減する必要があり、医
師の事務作業負担の軽減、当直業
務の軽減などを図り、併せて看護師の
負担軽減に努める。 

また魅力ある病院を目指し、院内
保育所、看護師社宅の活用など医
療スタッフの確保につながるよう福利
厚生の充実や職場環境の改善に努
める。 

２ 医療水準の向上 
(１)医療スタッフの人材確保 

短期的には医療スタッフの急速な
拡充は困難な状況が続いているが、
令和２年度と同様に、医学生、薬学
生に対する修学資金生の募集を行
い、それを県内高校、予備校、大学
医学部・薬学部などに積極的に周知
を図ることで、将来にわたる医療スタッ
フの確保の基盤づくりに引き続き取 り
組む。現在の充足率の満たない医師
数で高い診療レベルを維持するために
医師負担を軽減する必要があり、医
師の事務作業負担の軽減、当直業
務の軽減などを図り、併せて看護師の
負担軽減に努める。  

また魅力ある病院を目指し、院内
保育所、看護師社宅の活用など医
療スタッフの確保につながるよう福利
厚生の充実や職場環境の改善に努
める。 

２ 医療水準の向上 
(１)医療スタッフの人材確保 

短期的には医療スタッフの急速な
拡充は困難な状況が続いているが、
令和３年度と同様に、医学生、薬学
生に対する修学資金生の募集を行
い、それを県内高校、予備校、大学
医学部・薬学部などに積極的に周知
を図ることで、将来にわたる医療スタッ
フの確保の基盤づくりに引き続き取り
組む。現在の充足率の満たない医師
数で高い診療レベルを維持するため
に医師負担を軽減する必要があり、
医師の事務作業負担の軽減、当直
業務の軽減などを図り、併せて看護
師の負担軽減に努める。 

また魅力ある病院を目指し、院内
保育所、看護師社宅の活用など医
療スタッフの確保につながるよう福利
厚生の充実や職場環境の改善に努
める。 

実 績 
自己評価 【 Ｃ 】 

実 績 
自己評価 【 Ｃ 】 

見 込 
自己評価 【 Ｃ 】 

令和２年度は医学生３名、看護
学生１名、薬学生１名に修学資金
等を貸し付け、将来のスタッフの確保
を行った。また、さらなるスタッフ確保の
ため、関係機関にポスターの配布を通
じて修学資金制度を周知することに
努めた。 

令和３年度は医学生３名、看護
学生１名、薬学生１名に修学資金
等を貸し付け、将来のスタッフの確保
を行った。また、さらなるスタッフ確保の
ため、関係機関にポスターの配布を通
じて修学資金制度を周知することに
努めた。 

令和４年度は医学生４名、看護
学生１名、薬学生１名に修学資金
を貸し付け、将来のスタッフの確保を
行っている。また、さらなるスタッフ確保
のため、関係機関にポスターの配布を
通じて修学資金制度を周知すること
に努めている。 

医師の事務作業の負担軽減のた
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医師の事務作業の負担軽減のた
め、９名の医師事務作業補助者を
配置しアシストする範囲を広げ年間
1,879部の書類の作成の補助を行っ
た。また、退院時要約作成の補助を
電子カルテ情報から転記を行い、医
師はそれを確認し、誤記載がないこと
を確認あるいは臨床経過等を追加・
修正し承認している。退院時要約作
成対象科の100％を補助することが
できた。（252件/252件） 

令和２年度は院内保育所の継続
とともに、医師・看護師確保および救
急医療体制の整備の目的で建設し
た医師住宅、看護師住宅を活用す
ることができた。 

医師の事務作業の負担軽減のた
め、９名の医師事務作業補助者を
配置しアシストする範囲を広げ年間
1,473部の書類の作成の補助を行っ
た。また、退院時要約作成の補助を
電子カルテ情報から転記を行い、医
師はそれを確認し、誤記載がないこと
を確認あるいは臨床経過等を追加・
修正し承認している。退院時要約作
成対象科の100％を補助することが
できた。（198件/198件） 

令和３年度は院内保育所の継続
とともに、医師・看護師確保および救
急医療体制の整備の目的で建設し
た医師住宅、看護師住宅を活用す
ることができた。 

め、９名の医師事務作業補助者を
配置しアシストする範囲を広げ書類の
作成の補助を行っている。 

今年度も院内保育所の継続ととも
に、医師・看護師確保および救急医
療体制の整備の目的で建設した医
師住宅、看護師住宅を活用してスタ
ッフの確保に努めている。 

 

実 績 
評価者評価【 Ｃ 】 

実 績 
評価者評価【 C 】 

見 込 
評価者評価【 C 】 

スタッフについては、看護師と薬剤
師が僅かに目標に達していないが、そ
の他の職種については、概ね目標に
達している。前年度と比較しても大き
な増減はなく、コロナ禍にありながら貴
重な人材の維持確保に努めている。
また、引き続き修学資金等の貸し付
けも継続されており、看護学生、薬学
生１名に奨学資金を貸し付け、病院
で不足する職種の確保に努めてい
る。これにより、同制度を利用して確
保されたＲ２年度末の看護師は10
名となっている。このほか医師事務作
業補助者も昨年と同数を維持するな
ど、多忙な医師の事務作業の負担軽
減が図られている。本項目において
も、コロナ禍にありながら、貴重な人材
の維持確保には努められていることか
ら、Ｃ評価とする。 

医療スタッフの確保について、看護
師・薬剤師が目標に達していないが、
医師・准看護師・管理栄養士・診療
放射線技師・理学療法士・作業療
法士・言語聴覚士・臨床検査技師・
臨床工学技師は目標に達した。医
師については、R2年度8名からR3年
度には9名へと増員となった。コロナ禍
にありながら、貴重な人材の維持確
保に努めている。 

また、修学資金等の貸付も継続さ
れており、医学生3名、看護学生1
名、薬学生1名に修学資金・奨学金
を貸し付け、病院で不足する職種の
確保に努めている。さらなるスタッフ確
保のために、関係機関へのポスター配
布により修学資金制度の周知に努め
ている。一方、医師の事務作業負担
の軽減のため、9名の医師事務作業
補助者を配置し、退院時要約作成
の補助を行った。 

本項目においても、コロナ禍にあり
ながら、貴重な人材の維持確保に努
めていることから、Ｃ評価とする。 

 

R4年度は医学生４名、看護学
生１名、薬学生１名に修学資金を
貸し付け、将来のスタッフの確保を行
っている。また、さらなるスタッフ確保の
ため、関係機関へのポスターの配布を
通じて修学資金制度を周知すること
に努めている。 

医師の事務作業の負担軽減のた
め、９名の医師事務作業補助者を
配置しアシストする範囲を広げ書類の
作成の補助を行っている。 

今年度も院内保育所の継続ととも
に、医師・看護師確保および救急医
療体制の整備の目的で建設した医
師住宅、看護師住宅を活用してスタ
ッフの確保に努めている。 

これらの点からC評価とする。 

 

医療スタッフの確保状況 
令和２年度 令和３年度 令和４年度 中期計画 

４年度 

目標値② 

目標値差 

①-② 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 見込値① 

医師の確保数（常勤内科医）（名） 8 8 9 9 9 9 9 0 

医師の確保数（常勤外科医）（名） 1 1 1 0 0 0 1 ▲1 

医師の確保数（非常勤医）（名） 1 1 1 1 1 1 1 0 

看護師の確保数（名） 125 123 125 121 123 120 122 ▲2 

准看護師の確保数（名） 8 8 8 8 7 7 9 ▲2 

薬剤師の確保数（名） 3 2 3 2 2 3 3 0 

管理栄養士の確保数（名） 2 2 2 2 2 2 2 0 
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診療放射線技師の確保数（名） 6 7 7 7 7 7 6 1 

理学療法士の確保数（名）再掲 7 7 7 7 7 7 8 ▲1 

作業療法士の確保数（名）再掲 2 2 2 2 2 2 2 0 

言語聴覚士の確保数（名）再掲 1 1 1 1 1 1 1 0 

臨床検査技師の確保数（名） 10 10 10 10 10 10 10 0 

臨床工学技士の確保数（名） 2 2 2 2 2 2 2 0 

医学生（修学資金対象者） 4 3 4 3 4 3 3 0 

看護学生（奨学金対象者） 0 1 1 1 1 1 4 ▲3 

薬学生（奨学金対象者） 1 1 1 1 1 1 - - 

給与費比率（％） 56.9 53.2 57.3 51.7 52.8 52.8 55.5 ▲2.7 
 

法人の総評 【 Ｃ 】 

現在は医学生６名（医師免許取得者２名含む）、看護学生１名、薬学生１名に修学資金を貸し付け、将来
のスタッフの確保を行っている。また、さらなるスタッフ確保のため、関係機関にポスターの配布を通じて修学資金制度を周
知することに努めている。 

医師の事務作業の負担軽減のため、医師事務作業補助者を配置しアシストする範囲を広げ、書類の作成の補助
を行っている。 

中期目標期間中は院内保育所の継続とともに、医師・看護師確保および救急医療体制の整備の目的で建設した
医師住宅、看護師住宅を活用しスタッフの確保に努めている。 

評価者の総評 【 C 】 

当院は医師・看護師等人材の確保に尽力しており、現在は医学生６名（医師免許取得者２名含む）、看護学
生１名、薬学生１名に修学資金を貸し付け、将来のスタッフの確保を行っている。また、さらなるスタッフ確保のため、関
係機関にポスターの配布を通じて修学資金制度を周知することに努めている。 

医師の事務作業の負担軽減のため、医師事務作業補助者を配置しアシストする範囲を広げ、書類の作成の補助
を行っている。 

中期目標期間中は院内保育所の継続とともに、医師・看護師確保および救急医療体制の整備の目的で建設した
医師住宅、看護師住宅を活用しスタッフの確保に努めている。 

これらの点から、C評価とする。 
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第６期中期目標 

第２ 住民に対して提供するサービス及びその他の業務の質の向上に関する事項 

２ 医療水準の向上 

（２）医療スタッフの専門性及び医療技術の向上 

医療スタッフ（事務部門を含む。）においては、関連する研修会・勉強会・学会に参加し、各々の専門知識の修得

と技術の向上に努めること。 

第６期中期計画 

第２ 住民に対して提供するサービス及びその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためとるべき措置 

２ 医療水準の向上 

（２）医療スタッフの専門性及び医療技術の向上 

看護師及びコメディカルスタッフは、各々の専門分野において、積極的に関連する研修会・勉強会・学会に参加し、そ

の専門知識の取得と技術の向上に努める。また、病院全体の底上げを図るため職員の専門資格の取得推進に努める

など、職員の医療技術習得へのサポート体制を強化することにより質の高い医療の提供と効率的な病院経営の両立を

目指す。 

令和２年度 
計画 

令和３年度 
計画 

令和４年度 
計画 

２ 医療水準の向上 
（２）医療スタッフの専門性及び医
療技術の向上 

看護師、及びコメディカルスタッフ
は、各々の専門分野において、積極
的に関連する研修会・勉強会・学会
に参加し、その専門知識の取得と技
術の向上に努める。また、病院全体
の底上げを図るため職員の専門資格
の取得促進に努めるなど、職員の医
療技術習得へのサポート体制を強化
することにより質の高い医療の提供と
効率的な病院経営の両立を目指
す。 

２ 医療水準の向上 
（２）医療スタッフの専門性及び医
療技術の向上 

看護師、及びコメディカルスタッフ
は、各々の専門分野において、積極
的に関連する研修会・勉強会・学会
に主にオンライン参加し、その専門知
識の取得と技術の向上に努める。ま
た、病院全体の底上げを図るため職
員の専門資格の取得促進に努める
など、職員の医療技術習得へのサポ
ート体制を強化することにより質の高
い医療の提供と効率的な病院経営
の両立を目指す。 

２ 医療水準の向上 
（２）医療スタッフの専門性及び医
療技術の向上 

看護師、及びコメディカルスタッフ
は、各々の専門分野において、積極
的に関連する研修会・勉強会・学会
に主にオンライン参加し、その専門知
識の取得と技術の向上に努める。ま
た、病院全体の底上げを図るため職
員の専門資格の取得促進に努める
など、職員の医療技術習得へのサポ
ート体制を強化することにより質の高
い医療の提供と効率的な病院経営
の両立を目指す。 

実 績 
自己評価【 Ｃ 】 

実 績 
自己評価【 Ｃ 】 

見 込 
自己評価【 Ｃ 】 

今年度は新型コロナウイルスの影
響でリモートによる研修会などに参加
が限られたが、病院全体の底上げを
図るため通常業務において、より質の
高い医療の提供と効率的な病院経
営の両立を目指した。 

今年度も新型コロナウイルスの影
響でリモートによる研修会などに参加
が限られたが、病院全体の底上げを
図るため通常業務において、より質の
高い医療の提供と効率的な病院経
営の両立を目指した。 

今年度もリモートによるが看護師、
コメディカルスタッフは、各々の専門分
野において、積極的に関連する研修
会・勉強会・学会に参加し、その専門
知識の取得と技術の向上に努めてい
る。また、必要に応じてあるいは各職
員の意欲により、専門資格の取得に
努め、幅広い業務範囲に対応し、医
療技術へのサポート体制を高めること
により効率的・効果的な病院経営に
寄与している。 

実 績 
評価者評価【 Ｃ 】 

実 績 
評価者評価【 C 】 

見 込 
評価者評価【 C 】 

新型コロナウイルス感染症対策の
影響で、集合研修がままならない中、
リモートによる研修に限ってその受講
奨励 に努めたものの、ほとんどの職種
で研修会への参加者数が減少し目
標にも届かなかった。一方で、看護師
についてはweb 配信による研修メニュ
ーが充実し、いつでも受講できるという

R3年度も新型コロナウイルス感染
症の影響でリモートによる研修会など
に参加が限られた。専門資格を目指
す研修について、ケアマネジャーは目
標を達成したが、糖尿病療養指導
士、心臓リハビリテーション指導士、内
視鏡認定技師について、目標値をや
や下回ったが、これは、資格更新をし

R4年度もリモートによるが看護師、
コメディカルスタッフは、各々の専門分
野において、積極的に関連する研修
会・勉強会・学会に参加し、その専門
知識の取得と技術の向上に努めてい
る。また、必要に応じてあるいは各職
員の意欲により、専門資格の取得に
努め、幅広い業務範囲に対応し、医
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こともあり、動画配信型講義による 研
修を推奨した結果、受講者数が大き
く伸びている。また、専門資格の主要
指標については、ケアマネジャー２名
が、業務の都合などにより資格を更新
できなかったため、目標を下回った。内
視鏡認定技師については１名が退
職したことなどで減少している。本項
目においては、特に医療スタッフの研
修会等参加延べ回数でマイナスが目
立つことなどから本来ならＤ評価とな
るが、その理由が新型コロナウイルス
感染症の影響によるとみられることか
らＣ評価とする。 

ていない、または退職したことによるも
のである。いずれにしても、資格ごとの
人数は不足しておらず、病院全体の
底上げを図るため、通常業務におい
て、より質の高い医療の提供と効率
的な病院経営の両立を目指した。本
項目においては、特に医療スタッフの
研修等参加が、目標をやや下回って
いるものがあるため、指標だけ見れば
D評価となるが、新型コロナウイルス感
染症の影響で目標自体を設定でき
なかったり、実施が難しい状況であった
ことから、Ｃ評価とする。 

 

療技術へのサポート体制を高めること
により効率的・効果的な病院経営に
寄与している。 

これらの点からC評価とする。 

 

専門資格の主要指標 
令和２年度 令和３年度 令和４年度 中期計画 

４年度 

目標値② 

目標値差 

①-② 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 見込値① 

糖尿病療養指導士（名） 11 11 11 10 10 10 11 ▲1 

ケアマネジャ－（名） 7 5 5 5 5 5 7 ▲2 

心臓リハビリテーション指導士（名） 6 6 9 6 6 6 6 0 

内視鏡認定技師 6 4 4 3 2 3 6 ▲3 

法人の総評 【 C 】 

中期目標期間中はリモートにより看護師、コメディカルスタッフは、各々の専門分野において、積極的に関連する研修
会・勉強会・学会に参加し、その専門知識の取得と技術の向上に努めている。また、必要に応じてあるいは各職員の意
欲により、専門資格の取得に努め、幅広い業務範囲に対応し、医療技術へのサポート体制を高めることにより効率的・
効果的な病院経営に寄与している。 

評価者の総評 【 C 】 

中期目標期間中はリモートにより看護師、コメディカルスタッフは、各々の専門分野において、積極的に関連する研修
会・勉強会・学会に参加し、その専門知識の取得と技術の向上に努めている。また、必要に応じてあるいは各職員の意
欲により、専門資格の取得に努め、幅広い業務範囲に対応し、医療技術へのサポート体制を高めることにより質の高い
医療の提供と、効率的な病院経営の両方に寄与している。これらの点から、C評価とする。 
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第６期中期目標 

第２ 住民に対して提供するサービス及びその他の業務の質の向上に関する事項 

２ 医療水準の向上 

(３)医療人材の育成 

医師、看護師、薬剤師などの医療系学生に対する臨床研修の場としての役割を果たすよう努めること。 

第６期中期計画 

第２ 住民に対して提供するサービス及びその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためとるべき措置 

２ 医療水準の向上 

(３)医療人材の育成 

医師、薬剤師、管理栄養士、理学療法士、看護師の臨床研修の場としての役割を担う。 

令和２年度 
計画 

令和３年度 
計画 

令和４年度 
計画 

２ 医療水準の向上 
(３)医療人材の育成 

医師、薬剤師、管理栄養士、理
学療法士、作業療法士及び看護師
の臨床研修の場の役割を担う。 

２ 医療水準の向上 
(３)医療人材の育成 

医師、薬剤師、管理栄養士、理
学療法士、作業療法士及び看護師
の臨床研修の場の役割を担う。 

２ 医療水準の向上 
(３)医療人材の育成 

医師、薬剤師、管理栄養士、理
学療法士、作業療法士及び看護師
の臨床研修の場の役割を担う。 

実 績 
自己評価 【 Ｃ 】 

実 績 
自己評価 【 Ｃ 】 

見 込 
自己評価 【 Ｃ 】 

令和２年度は、新型コロナウイルス
の影響により受け入れを制限し、長
崎リハビリテーション学院より作業 療
法科学生１名、佐世保市立看護専
門学校より1、２、３年生52名の看
護学生の実習の受け入れを行った。 

令和３年度は、新型コロナウイルス
の影響により受け入れを制限し、佐
世保市立看護専門学校より1、２、
３年生46名の看護学生の実習のみ
の受け入れを行った。 

令和４年度は、医師、薬剤師、
管理栄養士、理学療法士、作業療
法士及び看護師の臨床研修の場の
役割を担っていく。 

実 績 
評価者評価【 Ｃ 】 

実 績 
評価者評価【 C 】 

見 込 
評価者評価【 C 】 

昨年度は67 名の学生を受け入れ
たが、令和２年度は計53 名の受け
入れに留まった。当初は、栄養科、理
学療法科の学生も受け入れる予定
であったが、新型コロナウイルス感染症
の感染拡大期においては急遽受け入
れができなくなったなど、本項目におい
てもその影響を受けた。受け入れの内
容について、佐世保市立看護専門
学校生に対しては、基礎看護学実
習から夜間実習を含む総合実習まで
各学年別に指導されているが、同校
生徒の実習後の評価アンケートによる
と、中～高得点の評価が得られてい
る。前年度比では受け入れの学生数
は２割程度減少しており本来の活動
ができなかったことからＤ評価が妥当と
考えられるものの、新型コロナウイルス
感染症の影響によることから、Ｃ評価
とする。 

R3年度は、新型コロナウイルス感
染症の影響により受け入れを制限
し、佐世保市立看護専門学校より1
～3年生46名の看護学生の実習の
み受け入れた。R2年度は53名の受
け入れが出来ていたので受入れ人数
だけ見ればD評価が妥当と考えられる
ものの、新型コロナウイルス感染症の
影響によることから、C評価とする。 

 

令和４年度は、医師、薬剤師、
管理栄養士、理学療法士、作業療
法士及び看護師の臨床研修の場の
役割を担っていく方針である。 

医療人材の育成・作業負担の軽
減という点から、一部業務でデジタル
技術の活用を検討することも有意義
である（オンライン診療など）。 

これらの点からC評価とする。 
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法人の総評 【 C 】 

中期目標期間中はコロナ禍であったことにより医療人材の育成については、予定通りの臨床研修の場としての役割を
十分に担っていくことができなかった。 

評価者の総評 【 C 】 

中期目標期間中はコロナ禍であったことにより医療人材の育成については、予定通りの臨床研修の場としての役割を
十分に担っていくことができなかった。しかし、看護学生の実習など、可能な範囲で医療人材の育成に努めた。これらの点
から、C評価とする。 

当院は、来院者の居住範囲が広いため、オンライン診療や訪問看護における健康状態の検査などデジタル技術を用
いた健康管理・検査・診療なども、可能なところから中期的課題として検討されることも有意義であると思われる。 
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第６期中期目標 

第２ 住民に対して提供するサービス及びその他の業務の質の向上に関する事項 

２ 医療水準の向上 

(４)臨床研究の推進・医療の質の向上 

長崎大学等を中心とした研究に参加し、共同研究を行うことにより、その成果の臨床への導入を推進し、医療の発

展に寄与すること。 

第６期中期計画 

第２ 住民に対して提供するサービス及びその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためとるべき措置 

２ 医療水準の向上 
(４)臨床研究の推進・医療の質の向上 

臨床研究について、専門グループによる研究・発表などに積極的に取り組み、その専門性を高め、医療の発展に寄与

する。 

医療の質に関する客観的なデータの収集・分析などを通じて、質の高い医療を提供する。 

令和２年度 
計画 

令和３年度 
計画 

令和４年度 
計画 

２ 医療水準の向上 
(４)臨床研究の推進・医療の質の
向上 

臨床研究について、専門グループに
よる研究・発表などに積極的に取り組
み、その専門性を高め、医療の発 展
に寄与する。 

医療の質に関する客観的なデータ
の収集・分析などを通じて、質の高い
医療を提供する。 

２ 医療水準の向上 
(４)臨床研究の推進・医療の質の
向上 

臨床研究について、専門グループに
よる研究・発表などに積極的に取り組
み、その専門性を高め、医療の発展
に寄与する。 

医療の質に関する客観的なデータ
の収集・分析などを通じて、質の高い
医療を提供する。 

２ 医療水準の向上 
(４)臨床研究の推進・医療の質の
向上 

臨床研究について、専門グループに
よる研究・発表などに積極的に取り組
み、その専門性を高め、医療の発展
に寄与する。 

  医療の質に関する客観的なデータ
の収集・分析などを通じて、質の高い
医療を提供する。 

実 績 
自己評価 【 Ｃ 】 

実 績 
自己評価 【 Ｃ 】 

見 込 
自己評価 【 Ｃ 】 

長崎大学を中心とする下記の３
件の臨床研究に引き続き参加し、共
同研究を行った。  

①インフルエンザワクチンと肺炎球
菌ワクチンの肺炎予防効果に関する
調査 

②非弁膜症性心房細動を有する
後期高齢患者を対象とした前向き観
察研究 

③高齢者肺炎の長期予後観察
研究 

長崎大学を中心とする下記の３
件の臨床研究に引き続き参加し、共
同研究を行った。 

①インフルエンザワクチンと肺炎球
菌ワクチンの肺炎予防効果に関する
調査 

②高齢者肺炎の長期予後観察
研究 

 

長崎大学を中心とする臨床研究に
引き続き参加し、共同研究を行って
いく。 

実 績 
評価者評価【 Ｃ 】 

実 績 
評価者評価【 C 】 

見 込 
評価者評価【 C 】 

令和２年度も引き続き長崎大学
を中心とする３件の臨床研究（共
同研究）に参加し、目標とする質の
高い医療提供につながる客観的なデ
ータの収集・分析などを通じて、医療
の発展に寄与することができた。本項
目においても概ね計画通りであったこ
とからＣ評価とする。 

長崎大学を中心とする下記の2件
の臨床研究に引き続き参加し、共同
研究を行った。 

①インフルエンザワクチンと肺炎球
菌ワクチンの肺炎予防効果に関する
調査 

②高齢者肺炎の長期予後観察
研究 

数値だけで判断すると実施率は
67%（2件/3件）であることから、
概ね計画通りと見て、C評価とする。 

長崎大学を中心とする臨床研究に
引き続き参加し、共同研究を行って
いく方針を出していることからC評価と
する。 
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臨床研究の実施状況 
令和２年度 令和３年度 令和４年度 中期計画 

４年度 

目標値② 

目標値差 

①―② 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 見込値① 

臨床研究実施件数（件） 4 3 3 2 3 3 3 0 

法人の総評 【 C 】 

臨床研究の推進・医療の質の向上のため、長崎大学を中心とする臨床研究に引き続き参加し、共同研究を行って
いる。 

評価者の総評 【 C 】 

臨床研究の推進・医療の質の向上のため、長崎大学を中心とする臨床研究に引き続き参加し、共同研究を行って
いる。これにより、C評価とする。 
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第６期中期目標 

第２ 住民に対して提供するサービス及びその他の業務の質の向上に関する事項 

３ 患者サービス向上 

(１)待ち時間の改善 

診察、検査、手術等の待ち時間の改善を図ることで、患者サービスの向上に努めること。 

第６期中期計画 

第２ 住民に対して提供するサービス及びその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためとるべき措置 

３ 患者サービスの向上 

(１)待ち時間の改善 

患者サービスを向上させるため、外来診察時の待ち時間の改善に努める。検査や小手術については、ほとんど待ち時

間のない現状の体制を維持する。 

令和２年度 
計画 

令和３年度 
計画 

令和４年度 
計画 

３ 患者サービス向上 
(１)待ち時間の改善 

患者サービスを向上させるため、今
年度も外来診察時の待ち時間の改
善に努める。検査や小手術について
は、ほとんど待ち時間のない現状の体
制を維持する。 

また、現在の患者満足度の評価に
あわせて、具体的な評価のために、予
約時間から会計終了までの時間を一
定期間測定し、令和元年度と比較
検討する。 

３ 患者サービス向上 
(１)待ち時間の改善 

患者サービスを向上させるため、今
年度も外来診察時の待ち時間の改
善に努める。検査や小手術について
は、ほとんど待ち時間のない現状の体
制を維持する。 

また、現在の患者満足度の評価に
あわせて、具体的な評価のために、予
約時間から会計終了までの時間を一
定期間測定し、令和２年度と比較
検討する。 

３ 患者サービス向上 
(１)待ち時間の改善 

患者サービスを向上させるため、今
年度も外来診察時の待ち時間の改
善に努める。検査や小手術について
は、ほとんど待ち時間のない現状の体
制を維持する。 

また、現在の患者満足度の評価に
あわせて、具体的な評価のために、予
約時間から会計終了までの時間を一
定期間測定し、令和３年度と比較
検討する。 

実 績 
自己評価 【 Ｃ 】 

実 績 
自己評価 【 Ｃ 】 

見 込 
自己評価 【 Ｃ 】 

患者満足度調査を９月から11月
に実施した。外来の待ち時間について
は 、 満 足 、 ま あ 満 足 の 割 合 は 
35.6％（前年度31.7％）、やや不
満、不満の割合は23.9％（前年度
29.2％）で共に前年度より好転して
いる。予約時 間から会計終了までの
平均時間は37分（前年度37分）
であった。待ち時間の改善策として、
予約時間枠や枠内の人数の見直
し、待ち時間の説明、待ち時間を利
用した生活指導や栄養指導、図書
の充実、ＤＶＤ放映などを実施し
た。平均待ち時間は前年度とほぼ変
わらないが厳しい評価もあり、現行の
継続に加え引き続き改善策を検討し
ていく。 

患者満足度調査を８月から11月
に実施した。外来の待ち時間について
は、満足、まあ満足の割合は33.6％
（前年度35.6％）、やや不満、不
満 の 割 合 は 22.6 ％ （ 前 年 度
23.9％）で共に前年度より減少して
いる。予約時間から会計終了までの
平均時間は37分（前年度37分）
であった。待ち時間の改善策として、
予約時間枠や枠内の人数の見直
し、待ち時間の説明、待ち時間を利
用した生活指導や栄養指導、図書
の充実、ＤＶＤ放映などを実施し
た。平均待ち時間は前年度とほぼ変
わらないが厳しい評価もあり、現行の
継続に加え引き続き改善策を検討し
ていく。 

患者サービスを向上させるため、今
年度も外来診察時の待ち時間の改
善に努めていく。検査や小手術につい
ては、ほとんど待ち時間のない現状の
体制を維持していく。 

また、現在の患者満足度の評価に
あわせて、具体的な評価のために、予
約時間から会計終了までの時間を一
定期間測定し、令和３年度と比較
検討していく。 

実 績 
評価者評価【 Ｃ 】 

実 績 
評価者評価【 C 】 

見 込 
評価者評価【 C 】 

例年通り患者満足度調査が行わ
れた。その結果、予約時間から会計
終了までの時間は昨年度と変わらな
かったが、目標より１分多かった。ま
た、外来待ち時間に関する満足度は
昨年度から3.9ポイント改善し、目標
も超えている。これは新型コロナウイル
ス感染症の影響で、外来の患者数が

例年通り患者満足度調査が行わ
れた結果、外来の待ち時間について
は 、 満 足 、 ま あ 満 足 の 割 合 は
33.6%(R2年度33.0%)と向上し、
一方、やや不満、不満の割合は
22.6%（R2年度23.9%）と減少
し、改善している。予約時間から会計
終了までの平均時間は37分（R2年

患者サービスを向上させるため、R4
年度も外来診察時の待ち時間の改
善に努めていく。検査や小手術につい
ては、ほとんど待ち時間のない現状の
体制を維持していく。 

また、現在の患者満足度の評価に
あわせて、具体的な評価のために、予
約時間から会計終了までの時間を一
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減少し、ゆとりが感じられたことなどもあ
り満足度が上がったのではないかと考
えられる。一方で、一般的には患者
減少に伴い待ち時間は減少するよう
に思われるが、外来診療においては
電話によるリモート診療も行われてい
ることから、待ち時間自体は通常と変
わらない状況とのことであった。 

本項目では、待ち時間自体には大
きな改善は見られなかったものの、患
者満足度は若干好転している。設定
された指標に対し新型コロナウイルス
感染症がどういった影響を及ぼしたか
は定かではいものの、引き続き患者の
待ち時間対策には取り組まれているこ
となどから、概ね計画通りとしてＣ評
価とする。 

度37分）であった。待ち時間の改善
策として、予約時間枠や枠内の人数
の見直し、待ち時間の説明、待ち時
間を利用した生活指導や栄養指導、
図書の充実、DVD放映などを実施し
た効果が出た可能性がある。 

本項目は、待ち時間自体に大きな
改善は見られなかったものの、患者満
足度は好転している。設定された指
標に対し、新型コロナウイルス感染症
がどのような影響を及ぼしたかは定か
ではないものの、引き続き患者の待ち
時間対策には取り組まれていることか
ら、概ね計画通りとしてC評価とする。 

 

定期間測定し、令和３年度と比較
検討していく。 

これらの点から現段階ではC評価と
する。 

 

顧客の満足度 
令和２年度 令和３年度 令和４年度 中期計画 

４年度 

目標値② 

目標値差 

①―② 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 見込値① 

外来待ち時間に関する満足度（％） 34.0 33.0 36.0 33.6 36.0 36.0 34.0 2.0 

予約時間から会計終了まで（分） 42 39 37 37 36 36 36 0 

法人の総評 【 C 】 

患者サービスを向上させるため、外来診察時の待ち時間の改善に努めていき、検査や小手術については、ほとんど待
ち時間のない現状の体制を維持している。 

また、現在の患者満足度の評価にあわせて、具体的な評価のために、予約時間から会計終了までの時間を一定期
間測定し、比較検討している。 

待ち時間の改善策として、予約時間枠や枠内の人数の見直し、待ち時間の説明、待ち時間を利用した生活指導や
栄養指導、図書の充実、ＤＶＤ放映などを実施している。平均待ち時間は短縮されてきたが厳しい評価もあり、現行
の継続に加え引き続き改善策を検討して患者サービスの向上を目指していく。 

評価者の総評 【 C 】 

患者サービスを向上させるため、外来診察時の待ち時間の改善に努めていき、検査や小手術については、ほとんど待
ち時間のない現状の体制を維持している。 

また、現在の患者満足度の評価にあわせて、具体的な評価のために、予約時間から会計終了までの時間を一定期
間測定し、比較検討している。 

待ち時間の改善策として、予約時間枠や枠内の人数の見直し、待ち時間の説明に加え、待ち時間を利用した生活
指導や栄養指導、図書の充実、DVD放映など、待ち時間の有効活用を実施している。平均待ち時間は短縮されてき
たが厳しい評価もあり、現行の継続に加え引き続き改善策を検討して患者サービスの向上を目指していく。 

これらの点から、C評価とする。 
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第６期中期目標 

第２ 住民に対して提供するサービス及びその他の業務の質の向上に関する事項 

３ 患者サービスの向上 

(２)院内環境の快適性向上 

患者や来院者に対し、より快適な環境を提供するため、プライバシーの確保等に配慮した院内環境の整備に努める

こと。 

第６期中期計画 

第２ 住民に対して提供するサービス及びその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためとるべき措置 

３ 患者サービスの向上 

(２)院内環境の快適性向上 

患者や来院者に、より快適な環境を提供するため、施設の改修及び補修を適宜実施するとともに、病床稼働率など

を見ながら一部病床の個室への転換など患者のプライバシー確保に配慮した院内環境の整備に努める。 

令和２年度 
計画 

令和３年度 
計画 

令和４年度 
計画 

３ 患者サービスの向上 
(２)院内環境の快適性向上 

患者や来院者に、より快適な環境
を提供するため、施設の改修及び補
修を適宜に実施する。また、患者のプ
ライバシー確保に配慮した院内環境
の整備に努める。 

３ 患者サービスの向上 
(２)院内環境の快適性向上 

患者や来院者に、より快適な環境
を提供するため、施設の改修及び補
修を適宜に実施する。また、患者のプ
ライバシー確保に配慮した院内環境
の整備に努める。 

３ 患者サービスの向上 
(２)院内環境の快適性向上 

患者や来院者に、より快適な環境
を提供するため、施設の改修及び補
修を適宜に実施する。また、患者のプ
ライバシー確保に配慮した院内環境
の整備に努める。 

実 績 
自己評価 【 Ｃ 】 

実 績 
自己評価 【 Ｃ 】 

見 込 
自己評価 【 Ｃ 】 

患者や来院者に、より快適な環境
を提供するため、外来床改修工事、
玄関・南３階病棟雨漏り補修工事
などの修繕を行った。 

患者や来院者に、より快適な環境
を提供するため、病棟東側窓を二重
ガラスへ、病室のエアコン修理、南３
階病棟のウォシュレット取替などの修
繕を行った。 

患者や来院者に、より快適な環境
を提供するため、施設の改修及び補
修を適宜に実施していく。また、患者
のプライバシー確保に配慮した院内環
境の整備については、コロナ禍で感染
対策を優先するため至っていない。 

 実 績 
評価者評価【 Ｃ 】 

実 績 
評価者評価【 C 】 

見 込 
評価者評価【 C 】 

来院者に、より快適な環境を提供
するため患者やその家族の要望を受
け、外来診察室前等の床工事や車
椅子の修繕が行われた。本項目には
目標となる指標は設定されていない
が、実施された患者満足度調査の施
設環境に関する項目については、５
点満点中4.31点で前年度（4.18
点）からわずかに上がっている。 

本項目においても、概ね計画通り
の事業が行われたことなどからＣ評価
とする。 

患者や来院者により快適な環境を
提供するため、病棟東側窓を二重ガ
ラスへ、病室のエアコン修理、南3階
病棟のウオシュレット取替などが行わ
れた。本項目には目標となる指標は
設定されていないが、実施された患者
満足度調査の施設環境全体に関す
る項目については、5点満点中4.3点
でR2年度と同様であった。しかしなが
ら、入院者の環境に対する評価は、
「満足」と回答した比率がR1年度の
49.3%、R2年度の57.7%からR3
年度の61.5%へと格段に向上してい
る。 

本項目についても、概ね計画通り
の事業が行われたことからC評価とす
る。 

 

患者や来院者に、より快適な環境
を提供するため、施設の改修及び補
修を適宜に実施している。また、患者
のプライバシー確保に配慮した院内環
境の整備については、コロナ禍で感染
対策を優先するため現状では至って
いないが、状況が変われば整備してい
くものと考えられる。 

これらの点からC評価とする。 
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法人の総評 【 C 】 

患者や来院者に、より快適な環境を提供するため、外来床改修工事、玄関・南３階病棟雨漏り補修工事、病棟
東側窓を二重ガラスへ、病室のエアコン修理などを実施している。また、患者のプライバシー確保に配慮した院内環境の
整備については、コロナ禍で感染対策を優先するため至っていない。 

評価者の総評 【 C 】 

患者や来院者に、より快適な環境を提供するため、施設の改修及び補修を適宜に実施している。特に、入院者の環
境に対する評価は期中年度ごとに高まっている。また、患者のプライバシー確保に配慮した院内環境の整備については、
コロナ禍で感染対策を優先するため現状では至っていないが、状況が変われば整備していくものと考えられる。これらの点
からC評価とする。 

さらに採算性を考えながら、今後デジタル技術のさらなる活用を図ることなど、中期的視点に立った検討をすることが望
まれる。 
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第６期中期目標 

第２ 住民に対して提供するサービス及びその他の業務の質の向上に関する事項 

３ 患者サービスの向上 

(３)患者満足度の向上・インフォームドコンセントの徹底 

患者に対する満足度調査を定期的に実施し、その意見や要望等について速やかに対応するとともに、分析・検討を

行い、患者満足度の向上に努めること。 

患者を中心とした医療を展開するため、患者自らが医療の方針に合意することが出来るよう、インフォームドコンセント

※１の徹底に努めること。 

※１ informed consent 患者が医師から治療法などを十分に知らされたうえで同意すること。 

第６期中期計画 

第２ 住民に対して提供するサービス及びその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためとるべき措置 

３ 患者サービスの向上 

(３)患者満足度の向上・インフォームドコンセントの徹底 

患者に対する満足度調査を引き続き定期的に実施し、満足度の低い項目については、その要因を解析のうえ可能

な限り改善等の対応に努める。また、調査の項目については、毎年その内容を吟味検討し、社会環境やニーズの変化

などを的確に捉え、より実態に即した項目の調査を行う。 

また、患者と医療者の相互理解を深めるため、できる限り文書や映像などを利用したインフォームドコンセントを行う。た

だし、医師の時間的負担にならないよう、研修を受講済みのコメディカルスタッフが補助的な説明を行うなどの体制を整え

る。 

令和２年度 
計画 

令和３年度 
計画 

令和４年度 
計画 

３ 患者サービスの向上 
(３)患者満足度の向上・インフォーム
ドコンセントの徹底 

患者に対する満足度調査を引き
続き定期的に実施し、満足度の低い
項目については、その要因を解析のう
え可能な限り改善等の対応に努め
る。また、調査の項目については、内
容を吟味検討し、社会環境やニーズ
の変化などを的確に捉え、より実態に
即した項目の調査を行う。 

また、患者と医療者の相互理解を
深めるため、できる限り文書や映像な
どを利用したインフォームドコンセントを
行う。ただし、医師の時間的負担にな
らないよう、研修を受講済みのコメディ
カルスタッフが補助的な 説明を行うな
どの体制を整える。 

３ 患者サービスの向上 
(３)患者満足度の向上・インフォーム
ドコンセントの徹底 

患者に対する満足度調査を引き
続き定期的に実施し、満足度の低い
項目については、その要因を解析のう
え可能な限り改善等の対応に努め
る。また、調査の項目については、内
容を吟味検討し、社会環境やニーズ
の変化などを的確に捉え、より実態に
即した項目の調査を行う。 

また、患者と医療者の相互理解を
深めるため、できる限り文書や映像な
どを利用したインフォームドコンセントを
行う。ただし、医師の時間的負担にな
らないよう、研修を受講済みのコメディ
カルスタッフが補助的な説明を行うなど
の体制を整える。 

３ 患者サービスの向上 
(３)患者満足度の向上・インフォーム
ドコンセントの徹底 

患者に対する満足度調査を引き
続き定期的に実施し、満足度の低い
項目については、その要因を解析のう
え可能な限り改善等の対応に努め
る。また、調査の項目については、内
容を吟味検討し、社会環境やニーズ
の変化などを的確に捉え、より実態に
即した項目の調査を行う。 

また、患者と医療者の相互理解を
深めるため、できる限り文書や映像な
どを利用したインフォームドコンセントを
行う。ただし、医師の時間的負担にな
らないよう、研修を受講済みのコメディ
カルスタッフが補助的な説明を行うなど
の体制を整える。 

実 績 
自己評価 【 Ｃ 】 

実 績 
自己評価 【 Ｃ 】 

見 込 
自己評価 【 Ｃ 】 

患者満足度調査の全体の結果と
しては、５点満点中平均値4.22 点
（前年度4.13点）であった。不満、
やや不満とした項目のうち、最も多か
ったのが「診療待ち時間」であり、59 
件（前年度71件）23.9％（前年
度29.2％）を占めている。次に多か
ったのは「駐車場の利便性」であり、
44 件（前年度28件）12.8％
（前年度9.8％）を占めている。「診
療待ち時間」については、不満、やや

患者満足度調査の全体の結果と
しては、５点満点中平均値4.25点
（前年度4.22点）であった。不満、
やや不満とした項目のうち、最も多か
ったのが「診療待ち時間」であり、60
件（前年度59件）22.6％（前年
度23.9％）を占めている。次に多か
ったのは「駐車場の利便性」であり、
29件（前年度44件）8.5％（前
年度12.8％）を占めている。「診療

患者に対する満足度調査を引き
続き定期的に実施し、満足度の低い
項目については、その要因を解析し、
具体的な対応を可能な限り行ってい
く。また、患者満足度調査の項目につ
いては、内容を吟味検討し、より実態
に即した項目の調査を行っていく。 

また、検査時においては、患者に対
して具体的にわかりやすい検査説明
ツールとして、タブレットによる検査説
明アプリケーションを作成し運用してい
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不満が減少しているが、「駐車場の利
便性」については増加している。 

また、検査時においては、患者に対
して具体的にわかりやすい検査説明
ツールとして、タブレットによる検 査説
明アプリケーションを作成し運用してい
る。 

待ち時間」、「駐車場の利便性」につ
いての割合は共に減少している。 

また、検査時においては、患者に対
して具体的にわかりやすい検査説明
ツールとして、タブレットによる検査説
明アプリケーションを作成し運用してい
る。 

る。 

実 績 
評価者評価【 Ｃ 】 

実 績 
評価者評価【 C 】 

見 込 
評価者評価【 C 】 

令和２年度も引き続き患者満足
度調査を実施し、患者サービスの向
上に取り組んだ。その結果全体の平
均点（５点満点）は4.22点とな
り、前年度（4.13点）からは、0.09
点上がったが、あまり大きな変化は見
られなかった。内容的には、新型コロ
ナウイルス感染症の影響により外来
患者数が大きく減少していることなどか
ら「診療待ち時間」に関する不満は減
少したものと見られる。一方で、引き
続きシャトルバスの運行を行うなど対
策は講じられているにも関わらず「駐
車場の利便性」に係る不満は増加し
ていることなどから、根本的な原因につ
いて再度調査する必要がある。なお、
インフォームドコンセントについては、引
き続き患者説明用のアプリケーション
を活用するなど計画に沿った運用が
図られている。 

全体的には昨年度とそう大きな変
化は見られないことからも、計画通り
進捗しているとしてＣ評価とする。 

R3年度も引き続き患者満足度調
査を実施し、患者サービスの向上に
取り組んだ。その結果、全体の平均
点（5点満点）は4.25点（R2年
度4.22点）とわずかに向上した。不
満、やや不満とした項目のうち、最も
多かったのが「診療待ち時間」であり、
60 件 （ R2 年 度 59 件 ） 22.6%
（前年度23.9%）を占めていた。
次に多かったのは「駐車場の利便性」
で あ り 、 29 件 （ 前 年 度 44 件 ）
8.5%（前年度12.8%）を占めて
いる。「診療待ち時間」、「駐車場の
利便性」についての割合は共に減少
している。特に、「駐車場の利便性」に
対する不満が大きく低下しており、確
実に改善している。また、インフォーム
ドコンセントについては、検査時におい
て、患者に対して具体的にわかりやす
い検査説明ツールとして、タブレットに
よる検査説明アプリケーションを作成し
て運用している。 

全体的にR2年度と比較して、努
力が実ってきており、全体的な患者満
足度は向上しているが、総合点では
顕著な改善ではなかったので、C評価
とする。 
 

着実に患者満足度は向上してい
る。基本的な方針として、患者に対す
る満足度調査を引き続き定期的に
実施し、満足度の低い項目について
は、その要因を解析し、具体的な対
応を可能な限り行っていく。また、患
者満足度調査の項目については、内
容を吟味検討し、より実態に即した
項目の調査を行っていく。 

また、インフォームドコンセントを徹
底するため、検査時においては、患者
に対して具体的にわかりやすい検査
説明ツールとして、タブレットによる検
査説明アプリケーションを作成し運用
している。 

患者満足度は確実に上がっている
が、すでに高水準にあるので、目標値
を設定して来なかったこともあり、C評
価とする。 

法人の総評 【 C 】 

患者満足度調査の結果、不満、やや不満が多い「診療待ち時間」、「駐車場の利便性」についての割合は共に減少してき
ているが、予約時間枠や枠内の人数の見直し、シャトルバスの運行、駐車スペースの拡大など引き続き改善策を検討して患
者サービスの向上を目指していく。 

評価者の総評 【 C 】 

患者満足度調査の結果、全体の平均点がわずかではあるが向上し、一方、不満、やや不満が多い「診療待ち時
間」、「駐車場の利便性」についての割合は共に減少してきて、患者サービスは着実に向上してきている。今後は、さらに
予約時間枠や枠内の人数の見直し、シャトルバスの運行、駐車スペースの拡大など引き続き改善策を検討して患者サ
ービスの向上を目指していく方針を打ち出している。これらの点から現状ではC評価とする。 
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第６期中期目標 

第２ 住民に対して提供するサービス及びその他の業務の質の向上に関する事項 

３ 患者サービスの向上 

(４)職員の接遇向上 

患者に対して温かく心のこもった職員の接遇・対応の一層の向上に努めること。 

第６期中期計画 

第２ 住民に対して提供するサービス及びその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためとるべき措置 

３ 患者サービスの向上 

(４)職員の接遇向上 

温かく心のこもった患者対応ができる職員を育成するため、その接遇・対応能力に関するより一層の向上を目指し、

外部講師による院内講演会などを定期的に実施する。 

令和２年度 
計画 

令和３年度 
計画 

令和４年度 
計画 

３ 患者サービスの向上 
(４)職員の接遇向上 

温かく心のこもった患者対応ができ
る職員を育成するため、その接遇・対
応能力に関するより一層の向上を目
指し、外部講師による院内講演会な
どを定期的に実施する。 

３ 患者サービスの向上 
(４)職員の接遇向上 

温かく心のこもった患者対応ができ
る職員を育成するため、その接遇・対
応能力に関するより一層の向上を目
指し、外部講師による院内講演会な
どを定期的に実施する。 

３ 患者サービスの向上 
(４)職員の接遇向上 

温かく心のこもった患者対応ができ
る職員を育成するため、その接遇・対
応能力に関するより一層の向上を目
指し、外部講師による院内講演会な
どを定期的に実施する。 

実 績 
自己評価 【 Ｃ 】 

実 績 
自己評価 【 Ｃ 】 

見 込 
自己評価 【 Ｃ 】 

職員の接遇の向上を目的に接遇
委員会を中心に各部署のラウンドや
広報紙の発行など職員の意識づけに
取り組んだ。接遇に関するご意見、苦
情に関しては、医療相談室が当該セ
クションと連携をとり発生の状況等の
考察、対策の徹底を行った。改善事
項は、院内供覧を行うなど全職員が
共通認識を持てるようにし、再発防
止に努めた。今年度は新型コロナウイ
ルス感染症の影響によりインターネット
研修により接遇向上に努めた。 

職員の接遇の向上を目的に接遇
委員会を中心に各部署のラウンドや
広報紙の発行など職員の意識づけに
取り組んだ。接遇に関するご意見、苦
情に関しては、医療相談室が当該セ
クションと連携をとり発生の状況等の
考察、対策の徹底を行った。改善事
項は、院内供覧を行うなど全職員が
共通認識を持てるようにし、再発防
止に努めた。今年度は新型コロナウイ
ルスの影響によりインターネット研修に
より接遇向上に努めた。 

温かく心のこもった職員の接遇・対
応能力に関するより一層の向上のた
めに、今年度も外部講師による院内
講演会は実施できないが、インターネ
ット研修で接遇向上に努める。 

実 績 
評価者評価【 Ｃ 】 

実 績 
評価者評価【 C 】 

見 込 
評価者評価【 C 】 

患者サービスの向上を目指して、
令和元年度に院内に新たに設置され
た 接遇 委員 会（「 思いや り委 員
会」）は年７回行われ、職員の接遇
に関する協議、検討が行われた。  

また、令和２年度の患者満足度
調査の結果、職員の接遇（患者対
応）は、５点満点中4.30点（Ｒ元
年度：4.18点）で、大きな変化は
見られなかった。職員に対する「接遇
研修」については、例年、外部から講
師を招き開かれていたが、コロナ禍とい
う環境下webにより行われた。本項
目においても、概ね計画通り進んだも
のとしてＣ評価とする。 

接遇委員会を中心に職員の接遇
の向上を目的として、各部署のラウン
ドや広報誌の発行など、職員の意識
づけに取り組んだ。接遇に関するご意
見、苦情に関しては、医療相談室が
当該セクションと連携を取り、発生状
況の考察、対策の徹底を行った。ま
た、改善事項は、院内供覧を行うな
ど、全職員が共通認識を持てるように
し、再発防止に努めた。 

また、R3年度の患者満足度調査
の結果、職員の接遇（患者対応）
は、5点満点中4.31点（R2年度
4.3点）で、大きな変化は見られなか
った。しかしながら、医師・看護師の患
者への対応については、「満足」と回
答 し た 患 者 の 比 率 は 、 R1 年 度
54.7%、R2年度59.3%、R3年度

職員の接遇対応能力の継続的向
上のために、接遇に関するご意見・苦
情への対応や、改善事項の情報共
有・再発防止など、基本的な対応を
行いつつ、新型コロナウイルス感染症
の影響が残っても、インターネット研修
による接遇向上に取り組む計画として
いる。 

これらの点からC評価とする。 
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60.3%と着実に高まっている。 
本項目についても、全体としては概

ね計画通りに進んだことからC評価と
する。 
 

法人の総評 【 C 】 

温かく心のこもった職員の接遇・対応の一層の向上のために、接遇に関するご意見や苦情が発生した場合、その苦情
に対して医療相談室が当該セクションと連携をとり発生の状況等の考察、対策の徹底を行っている。改善事項は、院内
供覧を行うなど全職員が共通認識を持てるようにし、再発防止に努めている。さらに、コロナ禍で院外講師を招いての集
合研修は実施できないが、インターネット研修を推奨するなど接遇向上に努めている。 

評価者の総評 【 C 】 

基本的な対応として、接遇に関するご意見や苦情が発生した場合、その苦情に対して医療相談室が当該セクション
と連携をとり発生の状況等の考察、対策の徹底を行っている。改善事項は、院内供覧を行うなど全職員が共通認識を
持てるようにし、再発防止に努めておられる。本来は、外部講師による院内講演会・研修をしているところ、コロナ禍で院
外講師を招いての集合研修は実施できないが、インターネット研修を推奨するなど接遇向上に努めておられる。 

これらの点からC評価とする。 
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第６期中期目標 

第２ 住民に対して提供するサービス及びその他の業務の質の向上に関する事項 

３ 患者サービスの向上 

(５)医療安全対策の実施 

院内感染防止対策を実施し、患者に信頼される良質な医療を提供すること。また、院内・院外を問わず医療事故

等に関する情報の収集及び分析に努め、医療安全対策に努めること。 

第６期中期計画 

第２ 住民に対して提供するサービス及びその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためとるべき措置 

３ 患者サービスの向上 

(５)医療安全対策の実施 

理事長が委員長を勤める医療安全管理委員会を頂点とした、院内感染対策委員会、リスクマネジメント部会、医

薬品安全管理部会、医療機器安全管理部会及び褥瘡対策委員会が活発に活動し啓発を繰り返し行うことで安全

な医療を確保していく。 

また、発生が懸念されるような医療安全上の問題点については、職員全員が情報を共有し、医療安全管理委員会

委員長の指示のもと、未然防止策の検討と運用の改善について組織的に対応していく。 

令和２年度 
計画 

令和３年度 
計画 

令和４年度 
計画 

３ 患者サービスの向上 
(５)医療安全対策の実施 

医療安全管理委員会を中心に院
内感染対策委員会、リスクマネジメン
ト部会、医薬品安全管理部会、医
療機器安全管理部会及び安全・安
心対策部会が活発に活動し啓発を
繰り返し行うことで安全な医療を確保
していく。 

また、発生が懸念されるような医療
安全上の問題点については、職員全
員が情報を共有し、医療安全管理
委員会委員長の指示のもと、未然防
止策の検討と運用の改善について組
織的に対応していく。 

３ 患者サービスの向上 
(５)医療安全対策の実施 

医療安全管理委員会を中心に院
内感染対策委員会、リスクマネジメン
ト部会、医薬品安全管理部会、医
療機器安全管理部会及び安全・安
心対策部会が活発に活動し啓発を
繰り返し行うことで安全な医療を確保
していく。 

また、発生が懸念されるような医療
安全上の問題点については、職員全
員が情報を共有し、医療安全管理
委員会委員長の指示のもと、未然防
止策の検討と運用の改善について組
織的に対応していく。 

３ 患者サービスの向上 
(５)医療安全対策の実施 

医療安全管理委員会を中心に院
内感染対策委員会、リスクマネジメン
ト部会、医薬品安全管理部会、医
療機器安全管理部会及び安全・安
心対策部会が活発に活動し啓発を
繰り返し行うことで安全な医療を確保
していく。 

また、発生が懸念されるような医療
安全上の問題点については、職員全
員が情報を共有し、医療安全管理
委員会委員長の指示のもと、未然防
止策の検討と運用の改善について組
織的に対応していく。 

実 績 
自己評価 【 Ｃ 】 

実 績 
自己評価 【 Ｃ 】 

見 込 
自己評価 【 Ｃ 】 

医療安全管理委員会を中心に院
内感染対策委員会、リスクマネジメン
ト部会、医薬品安全管理部会、医
療機器安全管理部会及び安全・安
心対策部会が活発に活動し啓発を
繰り返し行うことで安全な医療を確保
できた。 

また、発生が懸念されるような医療
安全上の問題点については、職員全
員が情報を共有し、医療安全管理
委員会委員長の指示のもと、未然防
止策の検討と運用の改善について組
織的に対応できた。 

医療安全管理委員会を中心に院
内感染対策委員会、リスクマネジメン
ト部会、医薬品安全管理部会、医
療機器安全管理部会及び安全・安
心対策部会が活発に活動し啓発を
繰り返し行うことで安全な医療を確保
できた。  

また、発生が懸念されるような医療
安全上の問題点については、職員全
員が情報を共有し、医療安全管理
委員会委員長の指示のもと、未然防
止策の検討と運用の改善について組
織的に対応できた。 

医療安全管理委員会を中心に安
全な医療の確保に努めている。 

また、医療安全上の問題点につい
ては、職員全員が情報を共有し、医
療安全委員会委員長の指示のもと、
未然防止策の検討と運用の改善に
ついて組織的に対応している。 
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実 績 
評価者評価【 Ｃ 】 

実 績 
評価者評価【 C 】 

見 込 
評価者評価【 C 】 

医療安全管理、院内感染対策、
いずれの委員会も昨年同様、目標通
り定期的に実施された。 

また、医療安全に関する他の医療
機関（長崎労災病院、佐世保市総
合医療センター）との相互チェックにつ
いては、７月に受審したが、コロナ禍
でもあったことから参加人数を制限し、
かつ時間を短縮して行われている。こ
のほか、院内感染及び医療安全に関
する委員会の開催や各種活動など、
いずれも計画に沿って行われているこ
となどからＣ評価とする。 

医療安全管理、院内感染対策、
いずれの研修も目標通りの開催回数
で、定期的に実施された。これに加
え、リスクマネジメント部会、医薬品安
全管理部会、医療機器安全管理部
会、安全・安心対策部会が活発に活
動し啓発を繰り返し行うことで安全な
医療を確保できた。 

また、発生か懸念されるような医療
安全上の問題点について、職員全員
が情報共有、未然防止策の検討、
運用の改善について組織的対応がで
きている。 

計画通り進んでいるものと認め、C
評価とする。 

医療安全管理委員会を中心に安
全な医療の確保に努めている。また、
医療安全上の問題点については、職
員全員が情報共有、医療安全委員
会委員長の指示のもと、未然防止策
の検討と運用の改善について、組織
的に対応している。 

これらの点からC評価とする。 

 

各種委員会の開催状況 
令和２年度 令和３年度 令和４年度 中期計画 

４年度 

目標値② 

目標値差 

①―② 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 見込値① 

医療安全管理委員会の開催回数（回） 12 12 12 12 12 12 12 0 

院内感染対策委員会の開催回数（回） 12 12 12 12 12 12 12 0 

法人の総評 【 C 】 

医療安全管理委員会は、各部会の総括的役割を担い安全な医療環境が提供できるよう、各委員会が円滑に機
能するための助言、指導をはじめとした現場にフィードバックできる縦断的かつ横断的なシステムづくりに努めている。 

また、発生が懸念されるような医療安全上の問題点については、職員全員が情報を共有し、医療安全管理委員会
委員長の指示のもと、未然防止策の検討と運用の改善について組織的に対応している。 

評価者の総評 【 C 】 

医療安全管理委員会を中心として、院内感染対策委員会、各部会が、安全な医療環境の提供を目指して、円滑
に機能するための助言・指導を現場にフィードバックできるシステムづくりに努めている。 

また、発生が懸念されるような医療安全上の問題点については、職員全員が情報共有、医療安全管理委員長の指
示のもと、未然防止策の検討と運用の改善を組織的に行っている。これらの点から、C評価とする。 
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第６期中期目標 

第２ 住民に対して提供するサービス及びその他の業務の質の向上に関する事項 

４ 地域医療機関等との連携 

（１）地域医療機関との連携 

限られた地域の医療資源の中において、それぞれの機能に応じて適切な役割分担と連携を図り、適切な医療サービ

スを提供するため、佐世保北部地域等の医療機関との連携の強化・機能分担を図ること。 

第６期中期計画 

第２ 住民に対応して提供するサービス及びその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためとるべき措置 

４ 地域医療機関等との連携 

（１）地域医療機関との連携 

佐世保北部地域等に不足する医療機能を補うため、他の医療機関と連携し、地域に求められる医療体制を維持す

る。また、地域の医師や医療スタッフへ向けた勉強会の開催などにより医療の質を確保しつつ効率的に提供できる環境

を整える。 

令和２年度 
計画 

令和３年度 
計画 

令和４年度 
計画 

４ 地域医療機関等との連携 
（１）地域医療機関との連携 

佐世保北部地域等に不足する医
療機能を補うため、他の医療機関と
連携し、地域に求められる医療体制
を維持する。また、地域の医師や医
療スタッフへ向けた勉強会の開催など
により医療の質を確保しつつ効率的
に提供できる環境を整える。 

４ 地域医療機関等との連携 
（１）地域医療機関との連携 

佐世保北部地域等に不足する医
療機能を補うため、他の医療機関と
連携し、地域に求められる医療体制
を維持する。また、地域の医師や医
療スタッフへ向けた勉強会の開催など
により医療の質を確保しつつ効率的
に提供できる環境を整える。 

４ 地域医療機関等との連携 
（１）地域医療機関との連携 

佐世保北部地域等に不足する医
療機能を補うため、他の医療機関と
連携し、地域に求められる医療体制
を維持する。また、地域の医師や医
療スタッフへ向けた勉強会の開催など
により医療の質を確保しつつ効率的
に提供できる環境を整える。 

実 績 
自己評価 【 Ｃ 】 

実 績 
自己評価 【 Ｃ 】 

見 込 
自己評価 【 Ｃ 】 

地域連携室を中心に地域医療へ
の連携強化に取り組み、地域の開業
医の先生方や施設などと連携を図っ
た。 

地域連携室を中心に地域医療へ
の連携強化に取り組み、地域の開業
医の先生方や施設などと連携を図っ
た。 

地域連携室を中心に地域医療へ
の連携強化に取り組み、地域の開業
医の先生方や施設などと連携を図っ
ていく。 

実 績 
評価者評価【 Ｃ 】 

実 績 
評価者評価【 C 】 

見 込 
評価者評価【 C 】 

本項目には、特に指標等は設定さ
れていないが、紹介率と逆紹介率を
参考値として用いている。その結果、
紹 介 率 は 38.8 ％ （ Ｒ 元 年 度
38.8％）と前年度と変わらなかった
が、逆紹介率は60.1％（Ｒ元年度
60.9％）と、0.8ポイント減少してい
る。これは、詳細な理由は定かではな
いが、比率計算の分母となる初診患
者数（時間外等除く）も、分子とな
る逆紹介の患者数も減少する中、逆
紹介の患者数の減少割合の方が大
きかったことによるものである。地域の
スタッフに向けた研修会等は新型コロ
ナウイルス感染症の影響で開催でき
ず、逆紹介率も若干下がってはいるも
のの、紹介率については大きな変化は
見られないことなどから、概ね計画通り
に進捗しているものとしてＣ評価とす
る。 

地域医療機関との連携については
紹介率30.5%（R1年度38.8%→
R2年度38.8%）となっており、R3
年度には新型コロナウイルス感染症の
影 響 で 低 下 し た 。 逆 紹 介 率 は
51.0%（R1年度60.9%→R2年
度60.1%）で、低下傾向となってい
る。 

これは、地域医療機関との連携に
より紹介率は高かったが、R3年度は
新型コロナウイルス感染症の影響で、
他院・他診療所からの紹介が減った
ためであると考えられる。また、逆紹介
率は、新型コロナウイルス感染症の影
響で、北松中央病院から他院・他診
療所など患者の住まいの近くの医療
機関に掛かる患者が増えたことによる
ものと考えられる。 

地域の開業医向けには、市内の医
療機関を中心に勉強会などを開催
し、良質な地域医療の確保に貢献す

地域医療機関との連携の一つとし
て、R4年度も地域の開業医や施設
などから要望があれば勉強会や交流
会を開催することとしている。また、循
環器医は定期的にWeb講演会をし
ている。 

これらの点からC評価とする。 
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るなど積極的な活動が継続できてい
ることから、全体的にみてC評価とす
る。 

今後とも、紹介率、逆紹介率の向
上に向けて地域の医療機関との連携
を強化していただきたい。 

法人の総評 【 C 】 

佐世保北部地域等に不足する医療機能を補うため、地域連携室を中心に地域医療への連携強化に取り組み、地
域に求められる医療体制を維持し、地域の開業医の先生方や施設などと連携を図っている。 

評価者の総評 【 C 】 

佐世保北部地域等に不足する医療機能を補うため、地域連携室を中心に地域医療への連携強化に取り組み、地 
域に求められる医療体制を維持し、地域の開業医の先生方や施設などと連携を図っている。これにより、全体的にみて
C評価とする。 
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第６期中期目標 

第２ 住民に対して提供するサービス及びその他の業務の質の向上に関する事項 

４ 地域医療機関等との連携 

（２）地域医療への貢献 

地域医療機関等との研修会や研究会を開催するなど、地域医療の質を高めるとともに、質の高い医療の提供が出

来る仕組みづくりに努め、地域医療に貢献すること。また、保健・医療・福祉サービスを提供する地域の様々な施設との

ネットワーク、連携及び協力体制の強化を図り、佐世保北部地域等において必要とされる役割を積極的に果たすこと。 

第６期中期計画 

第２ 住民に対して提供するサービス及びその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためとるべき措置 

４ 地域医療機関等との連携 

（２）地域医療への貢献 

保健・医療・福祉サービスを提供する地域の様々な施設とのネットワーク、連携及び協力体制の強化を図り、地域に

おいて必要とされる役割を積極的に果たすため、地域医療機関や福祉施設などと合同の研修会や研究会を開催し、

事例検討や情報交換による連携強化を図り、医療の質を高めるとともに、初期救急蘇生法の訓練などを地域住民に

対して継続して行う。 

令和２年度 
計画 

令和３年度 
計画 

令和４年度 
計画 

４ 地域医療機関等との連携 
（２）地域医療への貢献 

保健・医療・福祉サービスを提供す
る地域の様々な施設とのネットワー
ク、連携及び協力体制の強化を図
り、地域において必要とされる役割を
積極的に果たすため、地域医療機関
や福祉施設などと合同の研修会や研
究会を開催し、事例検討や情報交
換による連携強化を図り、医療の質
を高めるとともに、初期救急蘇生法の
訓練などを地域住民に対して継続し
て行う。 

４ 地域医療機関等との連携 
（２）地域医療への貢献 

保健・医療・福祉サービスを提供す
る地域の様々な施設とのネットワー
ク、連携及び協力体制の強化を図
り、地域において必要とされる役割を
積極的に果たすため、地域医療機関
や福祉施設などと合同の研修会や研
究会を開催し、事例検討や情報交
換による連携強化を図り、医療の質
を高めるとともに、初期救急蘇生法の
訓練などを地域住民に対して継続し
て行う。 

４ 地域医療機関等との連携 
（２）地域医療への貢献 

保健・医療・福祉サービスを提供す
る地域の様々な施設とのネットワー
ク、連携及び協力体制の強化を図
り、地域において必要とされる役割を
積極的に果たすため、地域医療機関
や福祉施設などと合同の研修会や研
究会を開催し、事例検討や情報交
換による連携強化を図り、医療の質
を高めるとともに、初期救急蘇生法の
訓練などを地域住民に対して継続し
て行う。 

実 績 
自己評価 【 Ｃ 】 

実 績 
自己評価 【 Ｃ 】 

見 込 
自己評価 【 Ｃ 】 

当院主催で毎年開催してきた地
域との交流会はコロナ禍で中止し、地
域の施設対象に看護サマリーについて
のアンケートを実施した。継続看護に
役立てるために記録を見直し、病院と
地域の連携に努めた。 

11月の糖尿病週間には、地域住
民へ向けてポスター掲示、パンフレット
配布を行った。外来フロアーにおいて
は他に熱中症、新型コロナウイルスに
ついてポスター掲示を行った。 

当院主催で毎年開催してきた地
域との交流会はコロナ禍で中止し、対
象の地域の施設に当院の看護サマリ
ーについて実施したアンケート結果とそ
の後の当院の取り組みを紹介した。
継続看護に役立てるために記録を見
直し、病院と地域の連携に努めた。 

11月の糖尿病週間には、地域住
民へ向けてポスター掲示、パンフレット
配布を行った。外来フロアーにおいて
は他に熱中症、新型コロナウイルスな
どについてポスター掲示を行った。 

保健・医療・福祉サービスを提供す
る地域の様々な施設とのネットワー
ク、連携及び協力体制の強化を図
り、地域において必要とされる役割を
積極的に果たしていく。また、当院主
催で開催してきた地域との交流会に
ついては、今後の新型コロナウイルス
感染症の動向により検討する。 

実 績 
評価者評価【 Ｃ 】 

実 績 
評価者評価【 C 】 

見 込 
評価者評価【 C 】 

平成30年度から北松中央病院が
中心となり取り組んできた地域の病院
や施設に努める職員の多職種交流
会やその他の研修会については、新
型コロナウイルス感染症の影響で止む
無く中止されたが、新たな取り組みと

当院主催で毎年開催してきた地
域との交流会はコロナ禍で中止し、対
象の地域の施設に当院の看護サマリ
ーについて実施したアンケート結果とそ
の後の当院の取り組みを紹介した。
継続看護に役立てるために記録を見

R4年度は、保健・医療・福祉サービ
スを提供する地域の様々な施設とのネ
ットワーク、連携及び協力体制の強化
を図り、地域において必要とされる役割
を積極的に果たしていくこととしている。
また、当院主催で開催してきた地域と
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して近隣の施設を対象に看護サマリ
ーについてのアンケート調査を実施す
るなど地域との連携強化に努めてい
る。 
研修会、研究会については新型コロ 

ナの影響でという特殊事情で開催でき 
なかったが、地域連携において重要な 
手段の一つともいえる看護サマリーの充 
実に向けて取り組まれるなど、地域連 
携において必要な役割を果たしている 
ことなどからＣ評価とする。 

直し、病院と地域の連携に努めた。 
本項目においては、地域医療の質を

高めるための取り組みや地域連携にお
いて必要な役割を果たしており、概ね
計画通りに進んでいることからＣ評価と
する。今後とも地域との連携協力を進
め、地域において必要とされる役割を
果たしていただきたい。 

の交流会については、今後の新型コロ
ナウイルスの感染動向により検討するこ
ととしている。 
これらの点からC評価とする。 

法人の総評 【 C 】 

当院主催で毎年開催してきた地域との交流会はコロナ禍で中止し、地域の施設対象に看護サマリーについてのアンケ
ートを実施し、結果とその後の当院の取り組みを紹介した。継続看護に役立てるために記録を見直し、病院と地域の連
携に努めた。 

11月の糖尿病週間には、地域住民へ向けてポスター掲示、パンフレット配布を行った。外来フロアーにおいては他に
熱中症、新型コロナウイルス感染症などについてポスター掲示を行った。 

評価者の総評 【 C 】 

保健・医療・福祉サービスを提供する地域の様々な施設とのネットワーク、連携及び協力体制の強化を図ってきてい
る。また、地域において必要とされる役割を積極的に果たすため、地域医療機関や福祉施設などと合同の研修会や研
究会を開催し、事例検討や情報交換による連携強化を図ってきている。R3年度はコロナウイルスの制約を受けて地域
医療への貢献が十分にできなかった面もあるが、R4年度は、新型コロナウイルスの感染動向を見ながら交流会や研修
会を開催するなど、貢献を充実する方針であり、C評価とする。 
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第６期中期目標 

第２ 住民に対して提供するサービス及びその他の業務の質の向上に関する事項 

５ 市の施策推進における役割 

(１)市の保健・医療・福祉行政との連携 

佐世保市における保健・医療・福祉の各関連施策の推進にあたっては、積極的にこれに協力すること。 

第６期中期計画 

第２ 住民に対して提供するサービス及びその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためとるべき措置 

５ 市の施策推進における役割 

(１)市の保健・医療・福祉行政との連携 

行政が推進する予防医療の実現に向け、現在まで行ってきた企業健診、がん検診、人間ドックなど継続して取り組

む。 

令和２年度 
計画 

令和３年度 
計画 

令和４年度 
計画 

５ 市の施策推進における役割 
(１)市の保健・医療・福祉行政との
連携 

行政が推進する予防医療の実現
に向け、現在まで行ってきた企業健
診、がん検診、人間ドックなどを継続
する。 

５ 市の施策推進における役割 
(１)市の保健・医療・福祉行政との
連携 

行政が推進する予防医療の実現
に向け、現在まで行ってきた企業健
診、がん検診、人間ドックなどを継続
する。 

５ 市の施策推進における役割 
(１)市の保健・医療・福祉行政との
連携 

行政が推進する予防医療の実現
に向け、現在まで行ってきた企業健
診、がん検診、人間ドックなどを継続
する。 

実績 
自己評価 【 Ｃ 】 

実績 
自己評価 【 Ｃ 】 

見込 
自己評価 【 Ｃ 】 

企業健診、がん検診、人間ドックな
どは新型コロナの影響はあったが、継
続してそれぞれ354名、108 名、58
名（前年度330名、130名、80
名）行うことができた。 

企業健診、がん検診、人間ドックな
どは新型コロナの影響はあったが、継
続してそれぞれ288名、97名、26名
（前年度354名、108名、58名）
行うことができた。 

 行政が推進する予防医療の実現に
向け、現在まで行ってきた企業健診、
がん検診、人間ドックなどを継続して
いく。 

実 績 
評価者評価【 Ｃ 】 

実 績 
評価者評価【 C 】 

見 込 
評価者評価【 C 】 

昨年度に続き、中期計画に掲げる
３つの健診を実施した。対前年度で
は企業検診は24名増、がん検診と
人間ドックはそれぞれ22名減であっ
た。日本総合検診医学会などの調査
によると、がん検診など検診の受診状
況に関して、新型コロナウイルスの感
染拡大期においては、大きく減少して
いる状況が見られることが報告されて
いる。 

そうした中、北松中央病院ではＲ
３年１月から３月の３か月間は、新
型コロナウイルス感染症の影響で検
診の受け入れを停 止した。その結
果、職員への受診を必須とする企業
の検診においては対前年度で増加し
ているが、がん検診、 人間ドックについ
ては減少した。また、令和２年11月
に松浦市で開院した松浦中央病院
においても、一部検診を取り扱われて
いるが、その開院時期を考慮すれば
令和２年度に及ぼした影響は限定
的であったと思われる。 

本項目についても新型コロナウイル
ス感染症の影響で、検診を中止した

企業健診、がん検診、人間ドックな
どは新型コロナウイルス感染症の影響
はあったが、継続してそれぞれ288
名、97名、26名（前年度354名、
108名、58名）行うことができた。 

本項目においては、計画に準じた
予防医療が行われていることからＣ評
価とする。 

行政が推進する予防医療の実現
に向け、現在まで行ってきた企業健
診、がん検診、人間ドックなど継続し
て取り組むことからC評価とする。 
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時期があったことなどから、Ｄ評価が
適当と考えられるものの、特殊事情を
除けば概ね計画に沿った予防医療に
取り組まれているとしてＣ評価とする。 

法人の総評 【 C 】 

行政が推進する予防医療の実現に向け、コロナ禍で制限しているなか企業健診、がん検診、人間ドックなどは継続し
て行っている。 

評価者の総評 【 C 】 

行政が推進する予防医療の実現に向け、コロナ禍で制限しているなか企業健診、がん検診、人間ドックなどは継続し
て行っている。このことから、C評価とする。 
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第６期中期目標 

第３ 業務運営の改善及び効率化に関する事項 

１ 効率的な業務運営と情報公開 

医療環境の変化に的確かつ機動的に対応するため、法人運営体制の機能を強化し、不断の業務運営の見直しを

行うことにより、より一層の効率的な業務運営体制の確立を図ること。また、運営の透明性の確保に努め、業務内容や

業務運営の改善等の情報発信に積極的に取り組むこと。 

第６期中期計画 

第３ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためとるべき措置 

１ 効率的な業務運営と情報公開 

効率的な業務運営のため、毎月開催される理事会で業務運営方針を決定し、決定事項に則した業務が効率的に

行えるよう、毎月各部門の責任者が出席する経営戦略会議を開催し、職員全員に周知徹底する。また、運営の透明

性の確保に努め、業務内容や業務運営の改善等の情報発信に積極的に取り組む。 

令和２年度 
計画 

令和３年度 
計画 

令和４年度 
計画 

１ 効率的な業務運営と情報公開 
効率的な業務運営のため、毎月

開催される理事会で業務運営方針
を決定し、決定事項に則した業務が
効率的に行えるよう、毎月各部門の
責任者が出席する経営戦略会議を
開催し、職員全員に周知徹底する。
また、運営の透明性の確保に努め、
業務内容や業務運営の改善等の情
報発信に積極的に取り組む。 

１ 効率的な業務運営 
効率的な業務運営のため、毎月

開催される理事会で業務運営方針
を決定し、決定事項に則した業務が
効率的に行えるよう、毎月各部門の
責任者が出席する経営戦略会議を
開催し、職員全員に周知徹底する。
また、運営の透明性の確保に努め、
業務内容や業務運営の改善等の情
報発信に積極的に取り組む。 

１ 効率的な業務運営 
効率的な業務運営のため、毎月

開催される理事会で業務運営方針
を決定し、決定事項に則した業務が
効率的に行えるよう、毎月各部門の
責任者が出席する経営戦略会議を
開催し、職員全員に周知徹底する。
また、運営の透明性の確保に努め、
業務内容や業務運営の改善等の情
報発信に積極的に取り組む。 

実 績 
自己評価 【 Ｃ 】 

実 績 
自己評価 【 Ｃ 】 

見 込 
自己評価 【Ｃ】 

効率的な業務運営のため、毎月
開催される理事会で業務運営方針
を決定し決定事項に則した業務が効
率的に行えるよう毎月各部門の責任
者が出席する病院運営戦略会議を
開催し、職員全員に周知徹底した。 

効率的な業務運営のため、毎月
開催される理事会で業務運営方針
を決定し決定事項に則した業務が効
率的に行えるよう毎月各部門の責任
者が出席する病院運営戦略会議を
開催し、職員全員に周知徹底した。 

効率的な業務運営のため、毎月
開催される理事会で業務運営方針
を決定し決定事項に則した業務が効
率的に行えるよう毎月各部門の責任
者が出席する病院運営戦略会議を
開催し、職員全員に周知徹底してい
く。 

実 績 
評価者評価【Ｃ】 

実 績 
評価者評価【 C 】 

見 込 
評価者評価【 C 】 

令和２年度も、「病院運営戦略
会議」は計画通り開催され、新型コ
ロナウイルス感染症患者の受け入れ
態勢や、働き方改革に関する事項な
どについて協議された。なお、理事会
で決定された病院の重要な事項につ
いては、この会議を通して職員全員
に周知徹底されている。本項目も概
ね計画どおり進んでいるものとしてＣ
評価とする。 

R3年度においても、数値項目であ
る病院運営戦略会議が計画通り12
回開催された。中期計画や年度計
画、規程の整備に関する事項など理
事会での決定事項については、この会
議を通して職員全員に周知徹底され
ている。 

効率的な業務運営体制の確立へ
の取り組みは、概ね計画どおり進んで
いるものとしてＣ評価とする。 

R4年度においても、数値項目であ
る病院運営戦略会議が計画通り12
回開催される予定である。中期計画
や年度計画、規程の整備に関する事
項など理事会での決定事項について
は、この会議を通して職員全員に周
知徹底されている。 

これらの点からC評価とする。 

 

病院運営戦略会議の運営状況 
令和２年度 令和３年度 令和４年度 中期計画 

４年度 

目標値② 

目標値差 

①-② 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 見込値① 

病院運営戦略会議の開催回数（回） 12 12 12 12 12 12 12 0 
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法人の総評 【 C 】 

効率的な業務運営のため、毎月開催される理事会で業務運営方針を決定し決定事項に則した業務が効率的に行
えるよう毎月各部門の責任者が出席する病院運営戦略会議を開催し、職員全員に周知徹底している。 

評価者の総評 【 C 】 

効率的な業務運営のため、毎月開催される理事会で業務運営方針を決定し決定事項に則した業務が効率的に行
えるよう毎月各部門の責任者が出席する病院運営戦略会議を開催し、職員全員に周知徹底している。 

この点から、C評価とする。 
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第６期中期目標 

第３ 業務運営の改善及び効率化に関する事項 

２ 事務部門の専門性の向上 

病院経営、診療報酬制度など病院特有の事務及び関係法令に精通した職員を確保・育成することにより、専門性

の維持及び向上を図ること。 

第６期中期計画 

第３ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためとるべき措置 

２ 事務部門の専門性の向上 

医事部門においては、定期的な院内研修、院外研修を行い、診療報酬改定に対応できる専門職員を育成する。ま

た、専門性の高い医療クラークを育成し、医師、看護師の書類作成などの補助を行い、適切な事務処理を効率的に

行うとともに医療スタッフの負担の軽減を図る。 

令和２年度 
計画 

令和３年度 
計画 

令和４年度 
計画 

２ 事務部門の専門性の向上 
医事部門においては、定期的な院

内研修、院外研修を行い、診療報
酬改定に対応できる専門職員を育
成する。また、専門性の高い医療クラ
ークを育成し、医師、看護師の書類
作成などの補助を行い、適切な事務
処理を効率的に行うとともに医療スタ
ッフの負担の軽減を図る。 

２ 事務部門の専門性の向上 
医事部門においては、定期的な院

内研修、院外研修を行い、診療報
酬改定に対応できる専門職員を育
成する。また、専門性の高い医療クラ
ークを育成し、医師、看護師の書類
作成などの補助を行い、適切な事務
処理を効率的に行うとともに医療スタ
ッフの負担の軽減を図る。 

２ 事務部門の専門性の向上 
医事部門においては、定期的な院

内研修、院外研修を行い、診療報
酬改定に対応できる専門職員を育
成する。また、専門性の高い医療クラ
ークを育成し、医師、看護師の書類
作成などの補助を行い、適切な事務
処理を効率的に行うとともに医療スタ
ッフの負担の軽減を図る。 

実 績 
自己評価 【 Ｃ 】 

実 績 
自己評価 【 Ｃ 】 

見 込 
自己評価 【 Ｃ 】 

職員の総合力を強化する（スキル
アップ）ため、代理での職務を遂行で
きるようになり、臨機応変に対応す る
ことができた。また、未収金の発生予
防として、公的補助を受けていただく
案内を積極的に行い、さらに、連 休
の際には窓口会計を開放し、発生抑
制に繋げた。 

医療クラークについては、現在、研
修を終了した９名（認定者は14 
名）の医師事務作業補助者で対応
している。医療スタッフの負担の軽減
を図るため、診察前の事前確認や看
護師と患者の情報を共有し円滑に診
療ができ、出来る限りの待ち時間の
短縮に繋げることができた。 

職員の総合力を強化する（スキル
アップ）ため、代理での職務を遂行で
きるようになり、臨機応変に対応する
ことができた。また、未収金の発生予
防として、公的補助を受けていただく
案内を積極的に行い、さらに、連休の
際には窓口会計を開放し、発生抑制
に繋げた。 

医療クラークについては、現在、研
修を終了した９名（認定者は14
名）の医師事務作業補助者で対応
している。医療スタッフの負担の軽減
を図るため、診察前の事前確認や看
護師と患者の情報を共有し円滑に診
療ができ、引き続き出来る限りの待ち
時間の短縮に繋げることができた。 

医事部門においては、定期的な院
内研修、院外研修を行い、診療報
酬改定に対応できる専門職員を育
成していく。また、専門性の高い医療
クラークを育成し、医師、看護師の書
類作成などの補助を行い、医療スタッ
フの負担の軽減を図っていく。 

実 績 
評価者評価【 Ｃ 】 

実 績 
評価者評価【 C 】 

見 込 
評価者評価【 C 】 

医事課内の業務については、それ
ぞれの担当者以外でも対応できるよう
対策が取られているほか、特に患者と
直接触れ合う部署を中心に、職員の
専門性の維持向上に努めている。 

また、未収金対策としては、年末
年始など連休の際にも会計の窓口を
開放し、未収金の回収に努めてい
る。 

このほか、医師事務作業補助者に
ついても前年度同様の９名を維持し

R3年度は、職員の総合力を強化
する（スキルアップ）ため、代理での
職務を遂行できるようになり、臨機応
変に対応することができた。また、未収
金の発生予防として、公的補助を受
けていただく案内を積極的に行い、さ
らに、連休の際には窓口会計を開放
し、発生抑制に繋げた。 

医療クラークについては、現在、研
修を終了した９名（認定者は14
名）の医師事務作業補助者で対応

R4年度については、医事部門にお
いては、定期的な院内研修、院外研
修を行い、診療報酬改定に対応でき
る専門職員を育成していく。また、専
門性の高い医療クラークを育成し、医
師、看護師の書類作成などの補助を
行い、医療スタッフの負担の軽減を図
っていく。 

これらの点からC評価とする。 
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「医師事務作業補助体制加算Ⅰ」
基準を満たすとともに医師の負担軽
減に取り組んだことなどから概ね計画
どおりに進んでいるとしてＣ評価とす
る。 

している。医療スタッフの負担の軽減
を図るため、診察前の事前確認や看
護師と患者の情報を共有し円滑に診
療ができ、引き続き出来る限りの待ち
時間の短縮に繋げることができた。 

また、医師事務作業補助者は前
年度同様の９名を維持し医師の負
担軽減に取り組むなど、概ね計画どお
りに進んでいることからＣ評価とした。 

法人の総評 【 C 】 

診療報酬改定などに対して職員の総合力を強化する（スキルアップ）ため、代理での職務を遂行できるようになり、
臨機応変に対応することができている。また、窓口対応に必要な知識や技術の習得は勉強会や日々の申し送りにより
明らかにスキルアップしており、満足してもらえる窓口対応ができるよう努めている。 

医療クラークについては、現在、研修を終了した９名（認定者は14名）の医師事務作業補助者で対応している。
医療スタッフの負担の軽減を図るため、診察前の事前確認や看護師と患者の情報を共有し円滑に診療ができ、出来る
限りの待ち時間の短縮に繋げている。 

評価者の総評 【 C 】 

医事部門においては、定期的な院内研修、院外研修を行い、診療報酬改定に対応できる専門職員を育成する。ま
た、専門性の高い医療クラークを育成し、医師、看護師の書類作成などの補助を行い、適切な事務処理を効率的に
行うとともに医療スタッフの負担の軽減を図る。 

診療報酬改定などに対して職員の総合力を強化する（スキルアップ）ため、代理での職務を遂行できるようになり、
臨機応変に対応することができている。また、窓口対応に必要な知識や技術の習得は勉強会や日々の申し送りにより
明らかにスキルアップしており、満足してもらえる窓口対応ができるよう努めている。これらの点から、C評価とする。 
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第６期中期目標 

第３ 業務運営の改善及び効率化に関する事項 

３ 職員満足度の向上 

職員を適材適所に配置することで、効率的な職場を実現し、業務・業績の向上に繋げることが出来る職場環境の整

備に努めること。 

第６期中期計画 

第３ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためとるべき措置 

３ 職員満足度の向上 

適材適所に人材を配置することで、適切かつ効率的な職場を実現し、ストレスなく働ける職場環境を整える。また、

短時間勤務など職員のニーズにあった勤務形態なども考慮していくなど、職員の満足度の向上と離職防止に努める。 

令和２年度 
計画 

令和３年度 
計画 

令和４年度 
計画 

３ 職員満足度の向上 
適材適所に人材を配置すること

で、適切かつ効率的な業務を実現
し、ストレスなく働ける職場環境を整
える。また、短時間勤務など職員のニ
ーズにあった勤務形態なども考慮して
いくなど、職員の満足度の向上と離職
防止に努める。 

３ 職員満足度の向上 
適材適所に人材を配置すること

で、適切かつ効率的な業務を実現
し、ストレスなく働ける職場環境を整
える。また、短時間勤務など職員のニ
ーズにあった勤務形態なども考慮して
いくなど、職員の満足度の向上と離職
防止に努める。 

３ 職員満足度の向上 
適材適所に人材を配置すること

で、適切かつ効率的な業務を実現
し、ストレスなく働ける職場環境を整
える。また、短時間勤務など職員のニ
ーズにあった勤務形態なども考慮して
いくなど、職員の満足度の向上と離職
防止に努める。 

実 績 
自己評価 【 Ｃ 】 

実 績 
自己評価 【 Ｃ 】 

見 込 
自己評価 【 Ｃ 】 

適材適所に人材を配置すること
で、効率的な職場を実現し、ストレス
なく働ける職場環境になるよう努め
た。職員全体の離職率は、6.7％
（前年度8.9％）、看護師は6.1％
（前年度7.7％）とともに前年度より
離職率が減少した。（新人看護師
の離職者はなし、離職の理由は定
年、家人の転勤などである。） 

適材適所に人材を配置すること
で、効率的な職場を実現し、ストレス
なく働ける職場環境になるよう努め
た。職員全体の離職率は、9.6％
（前年度6.7％）、看護師は8.4％
（前年度6.1％）とともに前年度より
離職率が増加した。（新人看護師
の離職者はなし、離職の理由は定
年、県外の大病院でのスキルアップ、
家人の転勤などである。） 

適材適所に人材を配置すること
で、効率的な職場を実現し、ストレス
なく働ける職場環境を整えていく。ま
た、短時間勤務などの職員のニーズに
あった勤務形態なども考慮していくな
ど、職員の満足度の向上と離職防止
に努めていく。 

実 績 
評価者評価【 Ｃ 】 

実 績 
評価者評価【 C 】 

見 込 
評価者評価【 C 】 

本項目で特に目標とする指標の設
定はないが、職員全体の離職率を見
てみると前年度（8.9％）から2.2 
ポイ ント減少し、6.7％となっている。
また、新人看護師の離職者はなかっ
たものの、看護師全体の離職率も対
前年 度（7.7％）比で1.6 ポイント
減少し、6.1％となっている。 

全国における同規模病院の看護
師の離職率は 12.9％（（公）日
本看護協会のＲ元年度実績）とな
っており、北松中央病院の看護師離
職率については、そう高いものとは言え
ない。 

なお、引き続き院内保育所の運営
を行っているほか、「子育てサポート企
業」として厚生労働大臣の認定も受
けている。この認定は長崎県下で29 
企業、佐世保市では４企業が受けて

職 員全体 の離職 率は、 9.6 ％
（前年度6.7％）、看護師は8.4％
（前年度6.1％）とともに前年度より
離職率が増加した（新人看護師の
離職者はなし、離職の理由は定年、
県外の大病院でのスキルアップ、家人
の転勤などである。）。離職率を低下
さ せ る た め に も 、 職 員 の 満 足 度
（ES）調査を定期的に行うことを期
待したい。 

適材適所に人材を配置すること
で、効率的な職場を実現し、ストレス
なく働ける職場環境になるよう努め
た。 

特に看護師は、60歳以降の働き
方、短時間労働、週3～5時間の働
き方など多様な働き方メニューを提供
していくことも必要であろう。 

適材適所に人材を配置すること
で、効率的な職場を実現し、ストレス
なく働ける職場環境を整えていく。ま
た、短時間勤務などの職員のニーズに
あった勤務形態なども考慮していくな
ど、職員の満足度の向上と離職防止
に努めていく。 

これらの点からC評価とする。 
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いるが、その中でも北松中央病院は 
県内トップとなる３回の認定を受け現
在実行中である。（令和３年７月
末現在、厚生労働省公表の企業の
み）。 

以上の通り、職員が働きやすい職
場環境づくりに積極的な取り組みを
見せているなど、本項目においても概
ね計画通りとしてＣ評価とする。 

法人の総評 【 C 】 

適材適所に人材を配置することで、効率的な職場を実現し、ストレスなく働ける職場環境になるよう努めている。 
また、短時間勤務などの職員のニーズにあった勤務形態なども考慮していくなど、職員の満足度の向上と離職防止に努
めている。（中期目標期間中の離職者については、新人看護師はおらず、定年、県外の大病院でのスキルアップ、家人
の転勤などの理由で離職している。） 

評価者の総評 【 C 】 

適材適所に人材を配置することで、効率的な職場を実現し、ストレスなく働ける職場環境になるよう努めている。 
また、短時間勤務などの職員のニーズにあった勤務形態なども考慮していくなど、職員の満足度の向上と離職防止に

努めている。（中期目標期間中の離職者については、新人看護師はおらず、定年、県外の大病院でのスキルアップ、家
人の転勤などの理由で離職している。）離職率を低下させるためにも、職員の満足度調査（ES）実施を検討する必
要がある。現状では職員満足度を高く維持しているため、C評価とする。 
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第６期中期目標 

第４ 財務内容の改善に関する事項 

１ 経営基盤の確立と財務体質の強化 

公的病院として安定した医療を提供していくため、経常黒字が達成できる経営基盤を維持すること。また、さらなる財

務体質の強化策を検討・実行し、病院経営の安定化を図ること。 

第６期中期計画 

第４ 財務内容の改善に関する目標を達成するためとるべき措置 

１ 経営基盤の確立と財務体質の強化 

公立病院として、安定した医療を提供していくための長期的展望に立って経営基盤を安定させる。また、診療報酬の

改定や地域住民の受診行動を把握しながら、迅速な対応と、より効率的な病院運営を追及することで財務体質の強

化に努める。 

令和２年度 
計画 

令和３年度 
計画 

令和４年度 
計画 

１ 経営基盤の確立と財務体質の
強化 

公立病院として、安定した医療を
提供していくための長期的展望に立っ
て経営基盤を安定させる。また、診療
報酬の改定や地域住民の受診行動
を把握しながら、迅速な対応と、より
効率的な病院運営を追及することで
財務体質の強化に努める。 

１ 経営基盤の確立と財務体質の
強化 

公立病院として、安定した医療を
提供していくための長期的展望に立っ
て経営基盤を安定させる。また、診療
報酬の改定や地域住民の受診行動
を把握しながら、迅速な対応と、より
効率的な病院運営を追及することで
財務体質の強化に努める。 

１ 経営基盤の確立と財務体質の
強化 

公的病院として安定した医療を提
供していくための長期的展望に立って
経営基盤を安定させる。また、診療
報酬の改定や地域住民の受診行動
を把握しながら、迅速な対応と、より
効率的な病院運営を追及することで
財務体質の強化に努める。 

実 績 
自己評価 【 Ｃ 】 

実 績 
自己評価 【 Ｃ 】 

見 込 
自己評価 【 Ｃ 】 

令和２年度決算において、新型コ
ロナに対する補助金があり、純利益
率は6.1％（172,061,598円）と
なり、 目標より164,886,598円の
増加となった。また、財務上の健全性
は引き続き確保できている。 

令和３年度決算において、新型コ
ロナに対する補助金があり、純利益
率は8.6％（238,049,261円）と
なり、目標より295,058,261円の増
加となった。また、財務上の健全性は
引き続き確保できている。 

令和４年度決算において、純利
益率5.8％（142,330,000円）を
目指す。 

実 績 
評価者評価【 Ｃ 】 

実 績 
評価者評価【 C 】 

見 込 
評価者評価【 C 】 

令和２年度の収支は、対前年度
比で増収増益となる1億7,206万円
の純利益となった。黒字の主な理由
については、入院、外来ともに患者数
が大きく減少したものの、新型コロナウ
イルス感染症患者受け入れのための
病床確保に対する補助金が皆増した
ことなどによるものである。 

なお、今回の黒字に関しては、収
入、支出の両面ともに新型コロナウイ
ルス感染症という特殊な影響を大きく
受けたものの、自己資本比率等、評
価に当たり本市が参考にしている財
務の健全性を示す各数値について
は、すべて安全値（理想値）を超え
ている。以上のことから、総合的に見
て、引き続き財務上の健全性は保た
れていると 判断されることなどからＣ評
価とする。 

R３年度決算において、新型コロナ
ウイルス感染症に対する補助金があ
り、純利益率は8.6％ 
（238,049,261円）となり、目標よ
り295,058,261円の増加となった。ま
た、財務上の健全性は引き続き確保
できている。 

自己資本比率等財務内容の安
全性を示す数値（自己資本比率、
固定長期適合率、流動比率）につ
いてもすべて理想値を超えており、大
きな問題点は見られない。 

しかしながら、R3年度は補助金等
収益が737,480千円を占めており、
大きなアクシデントが起こったり、補助
金等収入の金額によっては、経営安
定性を損なう可能性もあることから、
より一層の経営基盤の強化に向けて
努力する必要がある。 
これらの点から、指標だけ見ればB評

価であるものの、新型コロナウイルス感染
症に対する空床確保補助金収入が大き

令和４年度決算において、純利
益率5.8％（142,330,000円）を
目指すこととしている。 

これは、病院の最も重要な収益で
ある医業収益は、R3年度比増加
（R3年度1,740,087千円→R3年
度1,897,218千円）する一方、補
助金等収益がコロナウイルス感染の
状況などにより不明の部分があるの
で、R4年度279,050千円（R3年
度737,480千円）と大幅に減額の
計画としている要因が大きい。また、
収益計画には、職員の新型コロナウイ
ルス感染症の検査収入を含んでいな
いことも一つの要因である。 

また、入院診療単価・外来診療単
価は、R3年度の水準は難しいとして
も、R2年度の水準近辺を達成しよう
という経営努力が見られる。 

経営環境が不透明な中、これらの
点から、本項目はC評価とする。 
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く影響していることからなどから、概ね計画
どおりとしてC評価とする。 

 

収益の確保 
令和２年度 令和３年度 令和４年度 中期計画 

４年度 

目標値② 

目標値差 

①－② 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 見込値① 

純利益（円） 7,175,000 172,061,598 ▲57,009,000 238,049,261 142,330,000 142,330,000 45,503,000 96,827,000 

純利益率（％） 0.3 6.1 ▲2.4 8.6 5.8 5.8 1.8 4.0 

経常利益（円） 8,176,000 171,251,706 ▲56,008,000 238,379,674 143,331,000 143,331,000 46,504,000 96,827,000 

経常利益率（％） 0.3 6.1 ▲2.4 8.6 5.8 5.8 1.8 4.0 

営業利益（円） ▲3,443,000 163,298,999 ▲65,618,000 226,840,531 132,185,000 132,185,000 37,437,000 94,748,000 

営業利益率（％） ▲0.1 5.9 ▲2.8 8.3 5.5 5.5 1.5 4.0 

総資本営業利益率（％） －  3.9 －  5.1 －   －  －  

入院診療単価（円）（再掲） 32,300 33,663 32,950 35,346 33,300 33,000 32,500 500 

１日平均外来患者数（名） 251.0 228.8 238.4 221.5 220.0 221.0 255.1 ▲34.1 

外来診療単価（円）（再掲） 15,800 17,209 16,260 17,535 17,300 16,900 15,800 1,100 

医師１人１日あたり医業収益（円） 746,525 840,586 703,555 830,245 736,092 736,092 751,937 ▲15,845 

 

財務内容の改善 
令和２年度 令和３年度 令和４年度 中期計画 

４年度 

目標値② 

目標値差 

①－② 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 見込値① 

自己資本比率（％） －  59.3 －  61.5 －  －  －  －  

固定長期適合率（％） －  68.8 －  63.0 －  －  －  －  

流動比率（％） －  402.7 －  468.9 －  －  －  －  

設備投資計画（円） 70,000,000 72,336,528 88,000,000 155,556,361 101,000,000 101,000,000 66,000,000 35,000,000 

借入金返済計画（円） 137,440,965 137,440,965 126,129,240 126,129,240 126,101,893 126,101,893 126,116,420 ▲14,527 

 

法人の総評 【 C 】 

純利益等の各収益の確保の指標については、新型コロナウイルス感染症による病床確保のための補助金などにより、
目標値より大幅に増加した数値を計上できている。 

また、財務内容の改善の指標については、安全性を示す数値の範囲内に位置している。 

評価者の総評 【 C 】 

R2,R3年度は、純利益等の各収益の確保の指標については、新型コロナウイルス感染症による病床確保のための補
助金などにより、目標値より大幅に増加した数値を計上できている。 

また、財務内容の改善の指標（自己資本比率、固定長期適合率、流動比率）については、安全性を示す数値の
範囲内に位置している。これらの点から、指標だけ見ればB評価ではあるものの、その要因は計画策定当初に見込めな
かった新型コロナウイルス感染症に対する空床確保補助金の影響が大きいことなどを考慮し、収益の確保については総
じて計画どおりと判断し、C評価とする。 
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第６期中期目標 

第４ 財務内容の改善に関する事項 

２ 収益の確保と費用の節減 

（１）収益の確保 

医療制度の改正や診療報酬改定等、医療環境の変化に迅速かつ的確に対処することで収益を確保するとともに、

診療報酬の請求漏れや減点の防止ならびに未収金の防止対策を講じ、早期回収に努めること。 

第６期中期計画 

第４ 財務内容の改善に関する目標を達成するためにとるべき措置 

２ 収益の確保と費用の節減 

（１）収益の確保 

収益の確保のためには医師の確保が前提であるが、本計画期間においては、独自の修学資金制度により引き続き

医師確保に努めるほか関係機関に働きかけを続けるなど、医師のこれ以上の減員を回避する。また、病床利用率の向

上や医療制度、介護制度の改正に的確に対処するために病棟の再編などを積極的に検討する。さらに北松中央病院

が保有する資源の有効活用により、収益を確保するとともに、診療報酬の請求漏れや減点の防止、未収金の防止対

策と早期回収に努める。 

令和２年度 
計画 

令和３年度 
計画 

令和４年度 
計画 

２ 収益の確保と費用の節減 
（１）収益の確保 
収益の確保のためには医師の確保

が前提であり、独自の修学資金制度
により引き続き医師確保に努めるほか
関係機関に働きかけを続け、医師の
これ以上の減員を回避する。また、病
床利用率の向上や医療制度の改正
に的確に対処するために病棟の再編
などを積極的に検討する。さらに北松
中央病院が保有する資源の有効活
用により、収益を確保するとともに、診
療報酬の請求漏れや減点の防止、
未収金対策と早期回収に努めること
で、未収金の縮減に努める。 

２ 収益の確保と費用の節減 
（１）収益の確保 

収益の確保のためには医師の確保
が前提であり、独自の修学資金制度
により引き続き医師確保に努めるほか
関係機関に働きかけを続け、医師の
これ以上の減員を回避する。また、病
床利用率の向上や医療制度の改正
に的確に対処するために病棟の再編
などを積極的に検討する。さらに北松
中央病院が保有する資源の有効活
用により、収益を確保するとともに、診
療報酬の請求漏れや減点の防止、
未収金対策と早期回収に努めること
で、未収金の縮減に努める。 

２ 収益の確保と費用の節減 
（１）収益の確保 

収益の確保のためには医師の確保
が前提であり、独自の修学資金制度
により引き続き医師確保に努めるほか
関係機関に働きかけを続け、医師の
これ以上の減員を回避する。また、病
床利用率の向上や医療制度の改正
に的確に対処するために病棟の再編
などを積極的に検討する。さらに北松
中央病院が保有する資源の有効活
用により、収益を確保するとともに、診
療報酬の請求漏れや 減点の防止、
未収金対策と早期回収に努めること
で、未収金の縮減に努める。 

実 績 
自己評価 【 Ｃ 】 

実 績 
自己評価 【 Ｃ 】 

見 込 
自己評価 【 Ｃ 】 

収益の確保にも影響を及ぼす医
師の減員は回避することができた。今
年度も新型コロナウイルス感染症対
策のため、入院患者・救急外来の制
限などから入院収益は例年に比較し
て大きく落ち込んだが、新型コロナに
対する補助金により経常収支比率、
営業比率はともに100％を上回る結
果となった。 

診療報酬の請求漏れや減点に関
しては0.3％と低い水準を維持するこ
とができた。 

未収金対策として未収患者に対し 
ては窓口での請求書発行後３か月間
電話連絡を行い、３か月後に督促状
の送付を行い、平成30年度までの過
年度未収金40万円を回収した。また
令和元年度の年度内未収金は122 
万円程度となった。 

収益の確保にも影響を及ぼす医
師の減員は回避することができた。今
年度も新型コロナウイルス感染症対
策のため、入院患者・救急外来の制
限などから入院収益は例年に比較し
て大きく落ち込んだが、新型コロナに
対する補助金により経常収支比率、
営業比率はともに100％を上回る結
果となった。 

診療報酬の請求漏れや減点に関
しては0.5％と低い水準を維持するこ
とができた。 

未収金対策として未収患者に対し 
ては窓口での請求書発行後３か月間
電話連絡を行い、３か月後に督促状
の送付を行い、令和元年度までの過
年度未収金29万円を回収した。また
令和２年度の年度内未収金は157
万円程度となった。 

収益の確保のためには医師の確保
が前提であり、関係機関に働きかけを
続け、医師のこれ以上の減員を回避
していく。また、病床利用率の向上や
医療制度の改正に的確に対処するた
めの病棟の再編などはコロナ禍で感
染対策を優先するため至っていない。 

さらに北松中央病院が保有する資 
源の有効活用により、収益を確保する
とともに、診療報酬の請求漏れや減点
の防止、未収金の防止対策と早期回
収に努めることで、年度内未収金の縮
減（令和３年度比）と過年度未収
金の縮減（令和２年度までの未収金
の縮減）を図っていく。 
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実 績 
評価者評価【 Ｃ 】 

実 績 
評価者評価【 C 】 

見 込 
評価者評価【 C 】 

令和２年度の収入については、空
床確保や長期処方の実施といった新
型コロナウイルス感染症対策のための
患者制限により、 入院で▲5,991人
（36,607人→30,616人）、外来
で ▲ 3,643 人 （ 59,250 人 →
55,607人）と患者数が対前年度で
大きく減少した。一方で、新型コロナ
ウイルス感染症に関する患者受け入
れによる診療報酬などにより、入院の
診 療 単 価 が 1,796 円 増 加
（31,867円→33,663円）し、外
来の診療単価は新型コロナウイルス
感染症に関する検査の実施などに伴
い1,356円（15,853円→17,209
円）増加している。その結果、入院に
ついては診療単価の伸びよりも患者
数の減少の影響が大きく、対前年度
で1億3,593 万円の減収となったが、
外来については1,768 万円の増収で
あった。このうち外来収益には、委託
業者を含む職員に対する新型コロナ
ウイルス感染症に関する検査収入約 
4,200 万円が含まれており、これが
病院の費用で賄われていることから、
これを考慮すれば外来収益において
も実質的には対前年度比で減収
（単価は上昇）していることになる。 

なお、こうした減収への補てん策とし
て、特に空床確保に対する補助金が
県から支給されている。そうした新型コ
ロナウイルス感染症に関する補助金
収益が約６億円あったことなどから、こ
れが入院収益のマイナスを大きく上回
り、 収入全体で、対前年度４億 
5,200 万円の増収となっている。これ
により指標となる経常収支比率は 
106.5 ％ 、 営 業 収 支 比 率 は 
106.3％と、いずれも目標値を超え
Ｂ評価に値するところであるが、これは
新型コロナウイルス感染症対策のため
の補助金収入の影響が大きかったこと
などから、Ｃ評価とする。 

収益の確保にも影響を及ぼす医
師の減員は回避することができた。今
年度も新型コロナウイルス感染症対
策のため、入院患者・救急外来の制
限などから入院収益は例年に比較し
て大きく落ち込んだが、新型コロナウイ
ルス感染症に対する補助金により経
常収支比率（109.4%）、営業収
支比率（109.1%）はともに100％
を上回る結果となった。 

収入の確保の観点から重要な、診
療報酬の請求漏れや減点に関しては
0.5％と低い水準を維持することがで
きた。 

また、未収金対策として未収患者
に対しては窓口での請求書発行後３
か月間電話連絡を行い、３か月後に
督促状の送付を行い、令和元年度
までの過年度未収金29万円を回収
した。 

これらの点から、指標だけ見ればB
評価であるものの、新型コロナウイルス
感染症に対する空床確保補助金収入
が大きく影響していることからなどから、
概ね計画どおりとしてC評価とする。 

収益の確保のためには医師の確保
が前提であり、関係機関に働きかけを
続け、医師のこれ以上の減員を回避
していく。R4年度は、常勤医・非常
勤医合計10名を確保できる見込み
値である。また、病床利用率の向上
や医療制度の改正に的確に対処す
るための病棟の再編などはコロナ禍で
感染対策を優先するため至っていな
い。病床利用率については、R4年度
はR3年度比、目標値を引き下げてい
るが、見込み値は、54.4%と、R3年
度実績より高い数値としている。 

さらに北松中央病院が保有する資
源の有効活用により、収益を確保す
るとともに、診療報酬の請求漏れや減
点の防止、未収金の防止対策と早
期回収に努めることで、年度内未収
金の縮減（令和３年度比）と過年
度未収金の縮減（令和３年度まで
の未収金の縮減）を図っていく計画と
している。 

これらの点からC評価とする。 

 

収益の確保 
令和２年度 令和３年度 令和４年度 

中期計画 

４年度 

目標値② 

目標値差 

①－② 

目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 見込値①   

経常収支比率（％） 100.3 106.5 97.7 109.4 106.2 106.2 101.9 4.3 

営業収支比率（％） 99.9 106.3 97.2 109.1 105.8 105.8 101.5 4.3 
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法人の総評 【 C 】 

収益の確保にも影響を及ぼす医師の減員は回避することができている。また、医業収益は新型コロナウイルス感染症
での補助金などで増加し、経常収支比率、営業収支比率は計画より上回っているが、補助金などを除くと医業収益は
入院制限、外来長期処方などで減少している。 

診療報酬の請求漏れや減点に関しては低い水準を維持している。 
未収金対策として未収患者に対しては窓口での請求書発行後３か月間電話連絡を行い、３か月後に督促状の送

付を行い、年度内未収金の縮減と過年度未収金の縮減を図っている。 

評価者の総評 【 C 】 

収益の確保にも影響を及ぼす医師の減員は回避することができている。また、医業収益は新型コロナウイルス感染症
での補助金などで増加し、経常収支比率、営業収支比率は計画より上回っているが、補助金などを除くと医業収益は
入院制限、外来長期処方などで減少している。診療報酬の請求漏れや減点に関しては低い水準を維持している。 

未収金対策として未収患者に対しては窓口での請求書発行後３か月間電話連絡を行い、３か月後に督促状の送
付を行い、年度内未収金の縮減と過年度未収金の縮減を図っている。 

これらの点から、指標だけ見ればB評価ではあるものの、その要因は計画策定当初に見込めなかった新型コロナウイル
ス感染症に対する空床確保補助金の影響が大きいことなどを考慮し、収益の確保については総じて計画どおりと判断
し、C評価とする。 
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第６期中期目標 

第４ 財務内容の改善に関する事項 

２ 収益の確保と費用の節減 

（２）費用の節減 

人件費比率の適正化、医薬品・診療材料・医療機器等の購入方法の見直し、後発医薬品の導入促進など費用

の節減に努めること。 

第６期中期計画 

第４ 財務内容の改善に関する目標を達成するためにとるべき措置 

２ 収益の確保と費用の節減 

（２）費用の節減 

医薬品・診療材料の購入方法の見直しなどによる医薬品費、診療材料費の抑制をはじめ、不必要な光熱費、水

道の節減、雑貨、事務用品の調達方法の見直しなどにより経費を抑制し、より一層の経費節減に努める。 

令和２年度 
計画 

令和３年度 
計画 

令和４年度 
計画 

２ 収益の確保と費用の節減 
（２）費用の節減 

医薬品・診療材料の購入方法の
見直しなどによる医薬品費、診療材
料費の抑制をはじめ、不必要な光熱
費、水道の節減、雑貨、事務用品の
調達方法の見直しなどにより経費を
抑制し、より一層の経費節減に努め
る。 

２ 収益の確保と費用の節減 
（２）費用の節減 

医薬品・診療材料の購入方法の
見直しなどによる医薬品費、診療材
料費の抑制をはじめ、不必要な光熱
費、水道の節減、雑貨、事務用品の
調達方法の見直しなどにより経費を
抑制し、より一 層の経費節減に努め
る。 

２ 収益の確保と費用の節減 
（２）費用の節減 

医薬品・診療材料の購入方法の
見直しなどによる医薬品費、診療材
料費の抑制をはじめ、不必要な光熱
費、水道の節減、雑貨、事務用品の
調達方法の見直しなどにより経費を
抑制し、より一層の経費節減に努め
る。 

実 績 
自己評価 【 Ｃ 】 

実 績 
自己評価 【 Ｃ 】 

見 込 
自己評価 【 Ｃ 】 

新型コロナウイルスへの診療・対応
を行うために、診療材料、消耗器具
備品などを準備したため費用が増加
したが、個々の雑貨、事務用品などに
ついては新規納入先の開拓ならびに
同一性能の安価製品への移行を引
き続き行うと共に、入出庫及び在庫
管理を的確に行い、適正在庫の把
握に努め他部署と連携し情報の共有
を行い経費を抑制し、経費削減に繋
げることができた。 

今年度も新型コロナウイルスへの診
療・対応を行うために診療材料、消
耗器具備品などを準備したが、前年
度にある程度準備をしていたため費
用を抑制することができた。また個々
の雑貨、事務用品などについては新
規納入先の開拓ならびに同一性能の
安価製品への移行を引き続き行うと
共に、入出庫及び在庫管理を的確
に行い、適正在庫の把握に努め他部
署と連携し情報の共有を行い経費を
抑制し、経費削減に繋げることができ
た。 

医薬品・診療材料の購入方法の
見直しなどによる医薬品費、診療材
料費の抑制をはじめ、不必要な光熱
水費の節減、雑貨、事務用品の納
入先の変更などにより経費を抑制し、
より一層の経費節減に努めていく。 

実 績 
評価者評価【 Ｃ 】 

実 績 
評価者評価【 C 】 

見 込 
評価者評価【 C 】 

費用については、対前年度比で総
額2億2,167万円増加した。その主
な理由については、患者数が減ったこ
とにより材料費は減少したものの、新
型コロナウイルス感染症に対する職員
手当の支給の増などにより給与費が
対前年度で１億4,519万円増加。
また、職員に対する検査費用の増や
感染対策に用いる空気清浄機など
備品の購入により経費が5,369万円
増加。さらに外来フロアの床の改修や
玄関等の屋根の補修工事を実施し
たことなどで、設備関 係費が4,369
万円増加したことなどによるものであ

費用節減については、R3年度の
材料費比率は14.2%と、目標値は
未達であったが、R2年度実績値より
も低下している。これは、自己評価に
あるように、新型コロナウイルス感染症
への診療・対応を行うために診療材
料、消耗器具備品などを準備する際
に、R2年度にある程度準備をしてい
たため費用を抑制することができたも
のである。一方、R3年度の医薬品費
比率は10.2%と、R2年度実績値よ
りもやや上昇した。R3年度の後発医
薬品採用率（数量ベース）は、
36.3%と、R2年度よりも若干上回っ

R4年度の経費管理については、
材料費率見込み値が15.3%と、価
格上昇を反映してＲ３年度よりは上
昇するものの、医薬品比率はR3年
度と同水準の10.2%を維持し、後
発医薬品採用率（数量ベース）を
38.0%へと上昇させる見込みで、経
費削減努力が見られる。また、不必
要な光熱水費の節減、雑貨、事務
用品の納入先の変更などにより経費
を抑制し、より一層の経費節減に努
めていく計画である。 

これらの点からC評価とする。 
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る。なお、臨時の職員手当の支給や
感染対策のための備品購入について
は補助金で賄われているほか、職員
の感染に関する検査費用についても
同額が収入に計上されているなど、単
純に費用のみが増加しているものでは
ない。 

本項目の指標については、収入が
大きく伸びた関係もあり、各比率は軒
並みマイナスへと好転している。また、
用度係と各出庫先の部署が連携して
在庫管理に努めるなど費用節減にも
努めている。一方で、後発医薬品の
採用率は下がった。これについては提
供元となる医薬品会社の倒産があ
り、一部を先発医薬品に置き換えた 
影響などによるものと分析されている。
指標においては目標に届いていない
項目もあるが、概ね良好であるこ とか
らＢ評価とすべきであるが、各指数の
積算根拠に新型コロナウイルス感染
症に係る補助金が算入されていること
などから、 概ね計画通りとしてＣ評価
とする。 

ている。 
給与費比率はR4年度51.7%と、

R2年度実績値53.2%よりも低下し
た。これは退職者9名の減少を主因と
している。 

これらの点から、経費管理が計画
通り行われており、C評価とする。 

 

費用の節減 
令和２年度 令和３年度 令和４年度 中期計画 

４年度 

目標値② 

目標値差 

①－② 
目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 見込値① 

後発医薬品採用率（数量ベース）（％） 37.0 36.0 38.0 36.3 38.0 38.0 37.0 1.0 

材料費比率（％） 18.1 15.2 18.3 14.2 15.3 15.3 18.1 ▲2.8 

医薬品費比率（％） 11.8 9.6 11.4 10.2 10.2 10.2 11.8 ▲1.6 

給与費比率（％） 56.9 53.2 57.3 51.7 52.8 52.8 55.5 ▲2.7 

金利負担率（％） 0.6 0.5 0.6 0.5 0.6 0.6 0.5 0.1 

法人の総評 【 C 】 

医薬品、診療材料については購入方法の見直しは出来なかったが、個々の雑貨、事務用品などについては新規納
入先の開拓ならびに同一性能の安価製品への移行を引き続き行うと共に、入出庫及び在庫管理を的確に行い、適正
在庫の把握に努め他部署と連携し情報の共有を行い経費を抑制し、より一層の経費削減に繋げている。 

評価者の総評 【 C 】 

材料費比率、医薬品比率について、目標値を下回って推移するように運営している。後発医薬品採用率（数量ベ
ース）は、少しずつ高める努力が見られる。医薬品、診療材料については購入方法の見直しは出来なかったが、個々の
雑貨、事務用品などについては新規納入先の開拓ならびに同一性能の安価製品への移行を引き続き行っている。ま
た、入出庫及び在庫管理を的確に行い、適正在庫の把握に努め他部署と連携し情報の共有を行い経費を抑制し、よ
り一層の経費削減に繋げている。これらの点から、C評価とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  



～北松中央病院第６期中期目標期間～ 
 

59  

第６期中期目標 

第５ その他業務運営に関する重要事項 

１ 地域医療構想の実現に向けた取組み 

地域医療構想実現に向けた国及び地域の動向を踏まえ、佐世保県北医療圏内の医療環境の充実に必要な役

割を果たすべく、構想の実現に向けて取り組むこと。 

第６期中期計画 

第５ その他業務運営に関する目標を達成するための目的 

１ 地域医療構想の実現に向けた取組み 

佐世保県北医療圏において、医療需要に応じた病床の機能分化と地域完結型医療を実現するために、地域に

求められる医療体制の構築に努めるなど必要な役割を果たす。病床稼働率等地域の実情について他の医療機関と

共通認識を持ち、必要に応じて病床再編を検討する。 

令和２年度 
計画 

令和３年度 
計画 

令和４年度 
計画 

佐世保県北医療圏において、医
療需要に応じた病床の機能分化と
地域完結型医療を実現するために、
地域に求められる医療体制の構築に
努めるなど必要な役割を果たす。病
床稼働率等地域の実情について他
の医療機関と共通認識を持ち、必要
に応じて病床再編を検討する。 

佐世保県北医療圏において、医
療需要に応じた病床の機能分化と
地域完結型医療を実現するために、
地域に求められる医療体制の構築に
努めるなど必要な役割を果たす。病
床稼働率等地域の実情について他
の医療機関と共通認識を持ち、必要
に応じて病床再編を検討する。 

佐世保県北医療圏において、医
療需要に応じた病床の機能分化と
地域完結型医療を実現するために、
地域に求められる医療体制の構築に
努めるなど必要な役割を果たす。病
床稼働率等地域の実情について他
の医療機関と共通認識を持ち、必要
に応じて病床再編を検討する。 

実 績 
自己評価 【 Ｃ 】 

実 績 
自己評価 【 Ｃ 】 

見 込 
自己評価 【 Ｃ 】 

佐世保県北医療圏において、新
型コロナウイルス感染症の影響はあっ
たが、地域に求められる医療体制の
構築に努めるなど必要な役割を果た
した。 

佐世保県北医療圏において、新
型コロナウイルス感染症の影響はあっ
たが、地域に求められる医療体制の
構築に努めるなど必要な役割を果た
した。 

今年度も佐世保県北医療圏にお
いて、新型コロナウイルス感染症の影
響はあるが、地域に求められる医療
体制の構築に努めるなど必要な役割
を果たしていく。 

実 績 
評価者評価【 Ｃ 】 

実 績 
評価者評価【 C 】 

見 込 
評価者評価【 C 】 

北松中央病院は令和元年９月
に、厚生労働省から公立・公的病院
の再編・統合に関する具体的対応
方針の再検証を求める医療機関とし
てリストアップされた。これを受け、二
次医療圏内で関係機関との協議に
着手して いたが、新型コロナウイルス
の感染拡大により、現在その協議は
事実上の停止状態にある。一方で同
院は、旧江迎町を中心とした合併地
域のほか、松浦市、平戸市、佐々町
など周辺地域の拠点病院として、特
に救急医療の受け皿となるなど、その
役割を担っていることも事実である。
特に令和２年度においては、感染症
指定医療機関として新型コロナウイル
ス感染症の患者受け入れに当たる一
方で、一般の救急患者への対応にも
努めており、地域にはなくてはならない
医療機関としてその存在感を示した。
本項目においては会議が開催され
ず、構想に向けた動き 自体が全国

佐世保県北医療圏において、医
療需要に応じた病床の機能分化と
地域完結型医療を実現するために、
地域に求められる医療体制の構築に
努めるなど必要な役割を果たしてき
た。 

同院は、令和 3 年度で入院患者
の 52.5%、外来患者の 51.1%が
佐世保市民であり、約半分が、松浦
市、平戸市、佐々町など、佐世保市
民以外の周辺地域の拠点病院とし
て、特に救急医療の受け皿となるな
ど、その役割を担っている。特に令和
２年度以降においては、感染症指
定医療機関として新型コロナウイルス
感染症の患者受け入れに当たる一
方で、一般の救急患者への対応にも
努めており、地域にはなくてはならない
医療機関としてその存在感を示した。
本項目においては再編・統合に関す
る会議が開催されず、構想に向けた
動き 自体が全国的にもストップしてお

R4 年度も佐世保県北医療圏に
おいて、新型コロナウイルス感染症の
影響はあるが、地域に求められる医
療体制の構築に努めるなど必要な役
割を果たしていく計画としている。 

公立病院の再編・統合に関する
具体的対応方針の再検証を求める
医療機関としてリストアップされ、新型
コロナウイルスの感染拡大により、現
在その協議は事実上の停止状態に
ある。地域の中核医療機関として、
慢性期の病院、介護施設等との連
携強化を含め、構想に向けた全国の
動向を見据えながら対応することが妥
当と考えられる。 

これらの点から C 評価とする。 
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的にもストップしており、令和２年度
中は会議等の開催もなかったことから
Ｄ評価が妥当と判断されるものの、こ
れについては新型コロナウイルス感染
症による影響であることなどからＣ評
価とする。 

り、令和２年度中は会議等の開催
もなかったことからＤ評価が妥当と判
断されるものの、これについては新型コ
ロナウイルス感染症による影響である
ことなどからＣ評価とする。 

法人の総評 【 C 】 

佐世保県北医療圏において、新型コロナウイルス感染症の影響はあったが、医療需要に応じた病床の機能分化と
地域完結型医療を実現するために、地域に求められる医療体制の構築に努めるなど必要な役割を果たしている。ま
た、病床稼働率等地域の実情に応じた病床再編については、コロナ禍で感染対策を優先するため至っていない。 

評価者の総評 【 C 】 

佐世保県北医療圏において、新型コロナウイルス感染症の影響はあったが、医療需要に応じた病床の機能分化と
地域完結型医療を実現するために、地域に求められる医療体制の構築に努めるなど必要な役割を果たしている。ま
た、病床稼働率等地域の実情に応じた再編・統合についての構想は、コロナ禍で感染対策を優先するため至っていな
い。これについては新型コロナウイルス感染症による影響であることなどからＣ評価とする。 
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第６期中期目標 

第５ その他業務運営に関する重要事項 

２ 働き方改革の推進 

職員の健康やワーク・ライフ・バランスの確保に向けて、働き方改革に取り組むこと。 

第６期中期計画 

第５ その他業務運営に関する目標を達成するための目的 

２ 働き方改革の推進 

医療従事者にとって、働きやすい環境を確保するため、長時間労働の改善やワーク・ライフ・バランス（仕事と生活

の調和）に配慮した制度などを構築し、多様なライフスタイルへの対応に取り組む。また、医師、看護師については、

業務負担軽減のため、他職種へのタスク・シフティングを推進するなど、３年以内を目途に働き方改革関連法を遵守

する体制を構築する。 

令和２年度 
計画 

令和３年度 
計画 

令和４年度 
計画 

医療従事者にとって、働きやすい
環境を確保するため、長時間労働の
改善やワーク・ライフ・バランス（仕事
と生活の調和）に配慮した制度など
を構築し、多様なライフスタイルへの
対応に取り組む。 また、医師、看護
師については、業務負担軽減のた
め、他職種へのタスク・シフティングを
推進するなど、働き方改革関連法を
遵守する体制を構築する。 

医療従事者にとって、働きやすい
環境を確保するため、長時間労働の
改善やワーク・ライフ・バランス（仕事
と生活の調和）に配慮した制度など
を構築し、多様なライフスタイルへの
対応に取り組む。 また、医師、看護
師については、業務負担軽減のた
め、他職種へのタスク・シフティングを
推進するなど、働き方改革関連法を
遵守する体制を構築する。 

医療従事者にとって、働きやすい
環境を確保するため、長時間労働の
改善やワーク・ライフ・バランス（仕事
と生活の調和）に配慮した制度など
を構築し、多様なライフスタイルへの
対応に取り組む。 また、医師、看護
師については、業務負担軽減のた
め、他職種へのタスク・シフティングを
推進するなど、働き方改革関連法を
遵守する体制を構築する。 

実績 
自己評価 【 Ｃ 】 

実績 
自己評価 【 Ｃ 】 

見込 
自己評価 【 Ｃ 】 

勤務医等の負担軽減のための検
討委員会を毎月開催し、報告、検
討を行った。 
女性の活躍推進を含めた次世代育

成支援のための行動計画における目
標を周知し、取り組みに努めた。 

勤務医等の負担軽減のための検
討委員会を毎月開催し、報告、検
討を行った。 
女性の活躍推進を含めた次世代育

成支援のための行動計画について３
年間の目標を周知し、取り組みに努
めた。 

勤務医等の負担軽減のための検
討委員会を毎月開催し、報告、検
討を行っている。 
女性の活躍推進を含めた次世代育

成支援のための行動計画における目
標を周知し、取り組みに努めている。 

実 績 
評価者評価【 Ｃ 】 

実 績 
評価者評価【 C 】 

見 込 
評価者評価【 C 】 

平成 18 年 5 月に「子育てサポー
ト企業」として厚生労働大臣の認定
（くるみん）を受け、引き続き職員が
働きやすい職場づくりに計画的に取り
組むなど、職員の働き方に対する基
本的な考え方は先駆的である。 
特に勤務医を抱える医療機関にとっ

ては大きな課題といわれる医師の働
き方改革については、2024 年４月
からの勤務時間の上限適用に対応
するため、委員会を開催し準備が進
められているほか、医師事務作業補
助者の雇用により、実際にその負担
軽減に取り組まれている。職員が働き
やすい環境づくりに努められているほ
か、医師の働き方改革への準備も進
められていることから概ね計画通り進
んでいるものとしてＣ評価とする。 

医療従事者にとって、働きやすい
環境を確保するため、長時間労働の
改善やワーク・ライフ・バランス（仕事
と生活の調和）に配慮した制度など
を構築し、多様なライフスタイルへの
対応に取り組んでいる。 

自己評価にあるように、勤務医等
の負担軽減のための検討委員会を
毎月開催し、報告、検討を行った。 

また、女性の活躍推進を含めた次
世代育成支援のための行動計画に
ついて３年間の目標を周知し、取り
組みに努めた。行動計画の目標
（年次休暇取得 13 日以上）に対
して、平均取得日数が 14 日と、目
標は達成されている。これらの点か
ら、C 評価とする。 

勤務医等の負担軽減のための検
討委員会を毎月開催し、報告、検
討を行っている。 
女性の活躍推進を含めた次世代育

成支援のための行動計画における目
標を周知し、取り組みに努めている。 
残業時間・有給休暇の取得につい

て 個 人 差 が あ り 、 職 員 満 足 度
（ES）の点からも、業務の効率化を
進め、業務の標準化を進める必要が
ある。 
これらの点から C 評価とする。 
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法人の総評 【 C 】 

勤務医等の負担軽減のための検討委員会を毎月開催し、報告、検討を行った。 
女性の活躍推進を含めた次世代育成支援のための行動計画について令和３年度に３年間の目標を周知し、取り

組みに努めた。 

評価者の総評 【 C 】 

勤務医等の負担軽減のための検討委員会を毎月開催し、報告、検討を行っている。 
女性の活躍推進を含めた次世代育成支援のための行動計画について令和３年度に３年間の目標を周知し、取り

組みに努めている。これらの点から、C 評価とする。 
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第６期中期目標 

第５ その他業務運営に関する重要事項 

３ 災害時における事業継続性の強化 

災害時における事業継続性を強化するため、体制整備に努めること。 

第６期中期計画 

第５ その他業務運営に関する目標を達成するための目的 

３ 災害時における事業継続性の強化 

災害発生後、早期に診療機能を回復できるよう災害医療ＢＣＰ（業務継続計画）の確認・見直しを行う。ま

た、災害医療ＢＣＰに基づき、被災した状況を想定した研修及び訓練を実施し、医療救護活動の対応能力と職

員の危機管理意識の向上を図る。 

令和２年度 
計画 

令和３年度 
計画 

令和４年度 
計画 

災害発生後、早期に診療機能を
回復できるよう災害医療ＢＣＰ
（業務継続計画）の確認・見直し
を行う。また、災害医療ＢＣＰに基
づき、被災した状況を想定した研修
及び訓練を実施し、医療救護活動
の対応能力と職員の危機管理意識
の向上を図る。 

災害発生後、早期に診療機能を
回復できるよう災害医療ＢＣＰ
（業務継続計画）の確認・見直し
を行う。また、災害医療ＢＣＰに基
づき、被災した状況を想定した研修
及び訓練を実施し、医療救護活動
の対応能力と職員の危機管理意識
の向上を図る。 

災害発生後、早期に診療機能を
回復できるよう災害医療ＢＣＰ
（業務継続計画）の確認・見直し
を行う。また、災害医療ＢＣＰに基
づき、被災した状況を想定した研修
及び訓練を実施し、医療救護活動
の対応能力と職員の危機管理意識
の向上を図る。 

実 績 
自己評価 【 Ｃ 】 

実 績 
自己評価 【 Ｃ 】 

見 込 
自己評価 【 Ｃ 】 

災害発生後、早期に診療機能を
回復できるよう災害医療ＢＣＰ
（業務継続計画）の確認を行った。
また、新型コロナウイルス感染症の影
響により毎年行っている院内訓練は
実施できなかったが、机上訓練におい
て職員の危機管理意識を継続させ
た。 

災害発生後、早期に診療機能を
回復できるよう災害医療ＢＣＰ
（業務継続計画）の確認を行った。
また、新型コロナウイルス感染症の影
響により毎年行っている院内訓練は
小規模ではあったが実施し、職員の
危機管理意識を継続させた。 

災害発生後、早期に診療機能を
回復できるよう災害医療ＢＣＰ
（業務継続計画）の確認・見直し
を行っていく。また、災害医療ＢＣＰ
に基づき、被災した状況を想定した
研修及び訓練を実施し、医療救護
活動の対応能力と職員の危機管理
意識の向上を図っていく。 

実 績 
評価者評価【 Ｃ 】 

実 績 
評価者評価【 C 】 

見 込 
評価者評価【 C 】 

例年行っている院内訓練や佐世
保市の災害医療訓練は新型コロナウ
イルス感染症の影響で中止されたが、
机上訓練を実施し 職員の危機管理
に対するモチベーション維持に努めた。
災害医療ＢＣＰ（業務継続計
画）については、特段の見直しは行
われていないが、内容の確認を行い
災害発生時への対応に漏れがないよ
う努めている。コロナ禍で計画通りの
訓練はできなかったものの、新興感染
症の発生に対処するため、通常の訓
練を越えた対応が適切になされてい
ることなどから、Ｃ評価とする。 

自己評価にあるように、災害発生
後、早期に診療機能を回復できるよ
う災害医療ＢＣＰ（業務継続計
画）の確認を行った。また、新型コロ
ナウイルス感染症の影響により毎年
行っている院内訓練は小規模ではあ
ったが実施し、職員の危機管理意識
を継続させた。 

これらの点から、C 評価とする。 

自己評価にあるように、災害発生
後、早期に診療機能を回復できるよ
う災害医療ＢＣＰ（業務継続計
画）の確認・見直しを行っていく計画
である。また、災害医療ＢＣＰに基
づき、被災した状況を想定した研修
及び訓練を実施し、医療救護活動
の対応能力と職員の危機管理意識
の向上を図っていく。 

これらの点から C 評価とする。 
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法人の総評 【 C 】 

災害発生後、早期に診療機能を回復できるよう災害医療ＢＣＰ（業務継続計画）の確認・見直しを行ってい
る。また、災害医療ＢＣＰに基づき、被災した状況を想定した研修及び訓練を実施し、医療救護活動の対応能力と
職員の危機管理意識の向上を図っていく。 

評価者の総評 【 C 】 

災害発生後、早期に診療機能を回復できるよう災害医療ＢＣＰ（業務継続計画）の確認・見直しを行ってい
る。また、災害医療ＢＣＰに基づき、被災した状況を想定した研修及び訓練を実施し、医療救護活動の対応能力と
職員の危機管理意識の向上を図っている。これらの点から、C 評価とする。 
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第６期中期計画 

第６ 予算（人件費の見積りを含む。）、収支計画及び資金計画 

１ 予算   （令和２年度～令和４年度） 

                                                                  （単位：千円） 

区  分 中期計画 実績見込 差  額 

収入 

営業収益 

 医業収益 

  運営費負担金等 

  補助金等 

  その他医業収益 

営業外収益 

  運営費負担金等 

  長期借入金 

  補助金等 

  その他医業外収益 

       計 

 

7,387,662 

6,713,800 

332,048 

63,414 

278,400 

335,725 

90,656 

150,000 

2,668 

92,401 

7,723,387 

 

7,905,243 

5,624,898 

302,141 

1,639,699 

338,505 

324,539 

82,703 

42,900 

84,598 

114,338 

8,229,782 

 

517,581 

▲1,088,902 

▲29,907 

1,576,285 

60,105 

▲11,186 

▲7,953 

▲107,100 

81,930 

21,937 

506,395 

支出 

営業費用 

 医業費用 

  給与費 

  材料費 

  経費 

  研究研修費 

営業外費用 

 建設改良費 

 償還金 

 その他 

       計 

 

6,607,801 

6,607,801 

4,093,537 

1,336,294 

1,146,050 

31,920 

905,903 

370,000 

389,687 

146,216 

7,513,704 

 

6,554,932 

6,554,932 

4,019,837 

1,176,738 

1,333,369 

24,988 

829,958 

328,892 

389,672 

111,394 

7,384,890 

 

▲52,869 

▲52,869 

▲73,700 

▲159,556 

187,319 

▲6,932 

▲75,945 

▲41,108 

▲15 

▲34,822 

▲128,814 

※ 期間中の診療報酬の改定及び物価の変動等は加味していない。 

【人件費の見積り】 

  期間中総額 4,093,537千円を支出する。 

  なお、当該金額は、職員給料、諸手当、法定福利費および退職手当に相当するものである。 

【運営費負担金の算定ルール】 

  救急医療等の行政的経費及び高度医療等の不採算経費については、地方独立行政法人法の趣旨に沿って定められた基準 

により決定する。 

 建設改良費及び長期借入金元利償還に充当される運営費負担金等については、P/L上の収益とする。 

 各事業年度の運営費負担金については、各事業年度の予算編成過程において決定される。 
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第６期中期計画 

第６ 予算（人件費の見積りを含む。）、収支計画及び資金計画 

２ 収支計画（令和２年度～令和４年度） 

  （単位：千円） 

区  分 中期計画 実績見込 差  額 

収入 

営業収益 

医業収益 

運営費負担金等 

補助金等 

資産見返運営費負担金等戻入 

資産見返補助金等戻入 

その他医業収益 

営業外収益 

運営費負担金等 

補助金等 

その他医業外収益 

臨時利益 

7,558,306 

7,338,041 

6,713,800 

130,695 

63,414 

201,353 

379 

278,400 

170,262 

90,656 

2,668 

76,938 

3 

8,060,491 

7,906,742 

5,624,898 

101,156 

1,581,992 

200,986 

59,206 

338,504 

152,938 

82,703 

2,076 

68,159 

811 

502,185 

518,701 

▲1,088,902 

▲29,539 

1,518,578 

▲367 

58,827 

60,104 

▲17,324 

▲7,953 

▲592 

▲8,779 

808 

支出 

営業費用 

  給与費 

  材料費 

  経費 

  減価償却費 

営業外費用 

  支払利息 

  その他医業外費用 

臨時損失 

純利益 

目的積立金取崩額 

総利益 

7,494,564 

7,350,884 

4,164,990 

1,336,294 

1,170,990 

678,610 

140,674 

41,224 

99,450 

3,006 

63,742 

20,262 

84,004 

7,508,050 

7,384,418 

4,157,298 

1,176,738 

1,350,638 

699,744 

122,300 

41,210 

81,090 

1,332 

552,441 

20,262 

572,703 

13,486 

33,534 

▲7,692 

▲159,556 

179,648 

21,134 

▲18,374 

▲14 

▲18,360 

▲1,674 

488,699 

0 

488,699 

※ 期間中の診療報酬の改定及び物価の変動等は加味していない。 

  各事業年度の運営費負担金については、各事業年度の予算編成過程において決定される。 
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第６期中期計画 

第６ 予算（人件費の見積りを含む。）、収支計画及び資金計画 

３ 資金計画（令和２年度～令和４年度） 
（単位：千円） 

区  分 中期計画 実績見込 差  額 

資金収入 

業務活動による収入 

診療業務による収入 

運営費負担金等による収入 

補助金等による収入 

その他業務活動による収入 

投資活動による収入 

運営費負担金等による収入 

補助金等による収入 

固定資産売却収入 

財務活動による収入 

長期借入による収入 

前期中期目標の期間よりの繰越金  

8,497,804 

7,278,707 

6,713,800 

130,695 

63,414 

370,798 

294,680 

292,009 

2,668 

3 

150,000 

150,000 

774,417 

9,279,568 

7,501,100 

5,687,544 

101,156 

1,302,353 

410,047 

413,749 

290,053 

123,441 

255 

42,900 

42,900 

1,321,819 

781,764 

222,393 

▲1,026,256 

▲29,539 

1,238,939 

39,249 

119,069 

▲1,956 

120,773 

252 

▲107,100 

▲107,100 

547,402 

資金支出 

業務活動による支出 

  給与費支出 

  材料費支出 

  その他業務活動による支出 

投資活動による支出 

  有形固定資産取得による支出 

  その他投資活動による支出 

財務活動による支出 

   長期借入金返済による支出 

   その他の支出 

 次期中期目標の期間への繰越金 

8,497,804 

6,707,257 

4,093,537 

1,336,294 

1,277,426 

416,760 

370,000 

46,760 

389,687 

389,687 

0 

984,100 

9,279,568 

6,497,776 

4,019,837 

1,176,738 

1,301,201 

358,866 

328,892 

29,974 

399,419 

389,672 

9,747 

1,521,763 

781,764 

▲209,481 

▲73,700 

▲159,556 

23,775 

▲57,894 

▲41,108 

▲16,786 

9,732 

▲15 

9,747 

537,663 

※ 期間中の診療報酬の改定及び物価の変動等は加味していない。 

各事業年度の運営費負担金については、各事業年度の予算編成過程において決定される。 
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実 績 

自己評価【 C 】  

実 績 

自己評価【 C 】 

見 込 

自己評価【 C 】 
令和２年度は、新型コロナウイルス

感染症の影響による救急医療、入院
患者の制限などがあり、入院診療収
益、外来診療収益は大幅な減収で
あったが、病床確保に対する補助金
等により営業収益は大幅な増収にな
った。費用について材料費は減少した
が、補助金を利用した手当の支給に
よる給与費、医療機器、備品整備な
どによる経費等の増加はあったが 1 億
7200 万円の当期純利益になった。 

令和３年度は、新型コロナウイルス
感染症の影響による救急医療、入院
患者の制限などがあり、入院診療収
益は大幅な減収であったが、病床確
保に対する補助金等により営業収益
は大幅な増収になった。費用について
材料費は減少したが、賞与の支給率
の増加等による給与費、補助金を利
用した医療機器、備品整備などによ
る経費等の増加はあったが 2 億
3800 万円の当期純利益になった。 

令和４年度においても、新型コロナ
ウイルス感染症の影響により入院・外
来収益は、前年度並みの見込みであ
る。減価償却費、光熱水費の増加が
見込まれるが、その他の経費を抑制
し、コロナ補助金による収入で 1 億
4200万円の当期純利益が見込まれ
る。 

実 績 

評価者評価【 C 】 

実 績 

評価者評価【 C 】 

見 込 

評価者評価【 C 】 
【予算】 

収入は 3 億 9,909 万円、支出
は 1 億 1,703 万円それぞれ決算
額が計画額を上回った。収入では空
床補てん補助金など新型コロナウイル
ス感染症対策に充てる補助金が皆増
したことで補助金等収益が 6 億 203
万円増加。一方で、支出においても、
新型コロナウイルスの感染対策に要す
る備品の購入や検査の実施費用、職
員手当などが伸びたことなどから、経費
で 
約 9,254 万円増加したほか、給与
費も 5,604 万円増加している。 
 
【収支計画】 

収支計画も予算同様の理由で収
入、支出ともそれぞれ実績が計画を
上回っている。その結果、収入の伸び
が支出の伸びよりも大きかったことなど
から、見込みでは 718 万円であった
純利益は、1 億 7,206 万円と、1 
億 6,489 万円増額している。 
 
【資金計画】 

当初は令和 3 年度への繰越金を 
8 億 3,185 万円と見込んでいたが、
実際には 9 億 5,136 万円と、見込
みより 1 億 1,951 万円増加した。
対前年度比についても、令和元年度
末（8 億 3,704 万円）と比較する
と、1 億 1,432 万円増加した。 

各計画とも、新型コロナウイルス感
染症対策のための給与費、経費等の
支出の伸びは若干見られたものの、そ
れを上回る収入の伸びがみられた。こ
れは、新型コロナウイルス感染症の影
響で患者数が大きく減って診療収入
が大きく減少したものの、その対策に
当たる医療機関に対する補助金収
入などにより、最終的には純利益が生
じたものである。 

以上の通り、純利益の額も大きく
増加したことから、本来であれば B 評
価でも問題はないが、増加の理由が

【予算】 
R3 年度収入は 4 億 4,929 万

円、支出は 1 億 4,290 万円、それぞ
れ決算額が計画額を上回った。収入
では新型コロナウイルス感染症対策に
充てる補助金が増加したことで、補助
金等収益が 6 億 6,655 万円増加。
支出においても、新型コロナウイルスの
感染対策を含む備品の購入や検査
の実施費用、職員手当などが伸びた
ことなどから、経費で 5,969 万円、給
与費が 5,401 万円増加している。 
 
【収支計画】 

R3 年度収支計画も、予算同様の
理由で収入、支出ともそれぞれ実績
が計画を上回っている。その結果、収
入の伸びが支出の伸びよりも大きかっ
たことなどから、見込みでは▲5,701
万円であった純利益は、2 億 3,806
万円と、2 億 9,507 万円増額してい
る。 
 
【資金計画】 

当初は R4 年度への繰越金を 9 億
4,773 万円と見込んでいたが、実際
には 13 億 3,878 万円と、見込みよ
り 3 億 9,106 万円増加した。対 R2
年度比についても、R2 年度末と比較
すると、3 億 8,742 万円増加した。 
 

各計画とも、新型コロナウイルス感
染症対策のための給与費、経費等の
支出の伸びは若干見られたものの、そ
れを上回る収入の伸びがみられた。こ
れは、新型コロナウイルス感染症の影
響で患者数が大きく減って診療収入
が大きく減少したものの、その対策に
当たる医療機関に対する補助金収
入などにより、最終的には純利益が生
じたものである。 

これらの点から、純利益の額が大き
く増加したしたことだけ見れば B 評価
であるものの、新型コロナウイルス感染

【予算】 
R4 年度収入は 24 億 8,278 万

円で R3 年度計画を 9,552 万円上
回っている。一方、支出は、22 億
8,284 万円で、R3 年度を 1 億 536
万円下回っている。支出が抑制されて
いるのは、材料費で R3 年度比▲
5,341万円の減少であり、その要因と
しては、透析、心臓カテーテルの減少
などによるものである。 

Ｒ４年度の給与費は、R3 年度対
比 1 億 3,312 万円減少する計画で
ある。この要因は、Ｒ3 年度に 9 名の
定年退職者があったこと、賞与 4.9 か
月支給に伴う法定福利費増加であ
る。 
 
【収支計画】 

R4 年度収支計画は、1 億 4,852
万円のプラスを計画している。 
 
【資金計画】 

R4 年度の繰越金は 15 億 2,176
万円で、順調な推移を計画している。 
 
これらの点から C 評価とする。 
 

今後は、昨今の物価上昇に伴う諸
コスト増加が懸念されるが、医療継続
に不可欠な経費は整備することが必
要である。 
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新型コロナウイルス感染症の補助金に
あることから、Ｃ評価とする。 

症に対する空床確保補助金の影響で
あることから、C 評価とする。 

法人の総評 【Ｃ】 

新型コロナウイルス感染症の影響による救急医療、入院患者の制限などがあり、入院診療収益、外来診療収益は
大幅な減収であるが、病床確保に対する補助金などにより営業収益は大幅な増収になる見込みである。費用について
材料費などは減少しているが、補助金を利用した医療機器の減価償却費、備品整備、光熱水費などの経費などの増
加はあったが約 5 億 5200 万円の当期純利益の見込みである。 

評価者の総評 【 C 】 

中期計画期間においては、新型コロナウイルス感染症の影響による救急医療、入院患者の制限などがあり、入院診
療収益、外来診療収益は大幅な減収であるが、病床確保に対する補助金などにより営業収益は大幅な増収になる
見込みである。費用について材料費などは減少しているが、補助金を利用した医療機器の減価償却費 2,113 万円の
増加、備品整備、光熱水費などの経費などの経費 1 億 7,965 万円の増加がある。その結果、約 5 億 5,244 万円
の当期純利益の見込みである。 

これらの点から、純利益の額が大きく増加したしたことだけ見れば B 評価であるものの、その要因は計画策定当初に見
込めなかった新型コロナウイルス感染症に対する空床確保補助金の影響であることから、C 評価とする。 

 


